

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第零章　村むら雨さめ令れい音ね









　空に眼まなこがあったなら、それは何を視みるだろう。

　海に腕かいながあったなら、それは何を抱だくだろう。

　大地に心があったなら、それは何を想おもうだろう。

　──無論、それはただの比ひ喩ゆであり、仮定だ。

　空は何も視ず、海は何も抱かず、大地は何も想わない。

　自然に意志はなく、世界に思考はない。もし森しん羅ら万ばん象しように心理を感じたとしたならば、それは世界を見る者がそう思ったからに他ほかならない。自然を神と崇あがめるのも、災害を怪かい物ぶつと恐おそれるのも、途と方ほうもない存在を己おのれの尺度の枠わくに収め、理解しようとしているに過ぎない。

　世界はただ『在ある』のみである。そこに一いつ切さいの意志は介かい在ざいしない。

　けれど、もし。世界に、自然に遍へん在ざいする力マナから命が作られたとしたならば、そこに意志は生まれるだろうか。

　そしてやがてその命が終わりを迎むかえ、再度世界に溶とけたとき──

　それは、世界に如い何かな影えい響きようを及およぼすだろうか。




　──嘶いななくように、空が唱うたう。




　──弾はじけるように、海が啼なく。




　──震ふるえるように、大地が吼ほえる。




　世界に溶けた命が、微かすかな脈動を始めていた。








第一章　鳶とび一いち折おり紙がみ









　私と士し道どうとの出会いは、皆の中でも比ひ較かく的てき早い。

　多分澪みおと琴こと里りという例外を除けば、一番といっていいだろう。何しろ今から六年も前、小学生の頃ころには既すでに出会っているのだから。

　まあ正確に言うのなら、あのときの士道は、時間遡そ行こうをした未来の士道だったのだけれど。

　別に、過ごした時間の長さと、想おもいの強さが比例するだなんて言うつもりはない。それどころか、想いが強いからといって報むくわれるとも限らない。

　それは救いであり、呪のろいだ。もしもそれが完全比例するならば。もしも恋こいが先着順ならば。きっと私は、琴里に決して敵かなわない。

　けれど現実がそうでない以上、私も関係の長さばかりを誇ほこることはできない。

　私よりあとに現れた誰だれかが、まだ見ぬ誰かが、あるいは──今はもういない誰かが、彼の心を捉とらえる可能性もあるのだから。

　──士道。あなたの目には今、一体誰が映っているの？




　　　　◇




　空は快晴、風は凪なぎ。天気の予報はすべて晴れ。

　まるで絵に描かいたかのような、絶好の洗せん濯たく日和びよりである。五いつ河か士道は喜び勇んで腕うでまくりをすると、脱だつ水すいの済んだ洗濯物をカゴに詰つめて庭に出た。

「ん──いい天気だ」

　目を細めながら微笑ほほえみ、固く絞しぼった雑ぞう巾きんで物もの干ほし竿ざおを拭ふいてから、慣れた手つきで洗濯物を干していく。無論乾かわいたとき跡あとにならないように、皺しわを伸のばすのも忘れない。

　五河家の洗濯機にも乾かん燥そう機能は付いていたのだが、天気のいい日はできるだけこうして洗濯物を日の光に晒さらすことにしていた。効率的ではないかもしれなかったけれど、外に干した方がムラなく乾燥するし、ぽかぽかと暖かで気分がよくなるのである。

　趣しゆ味みらしい趣味のない士道の、数少ないこだわりの一つだった。コーヒー通が豆を挽ひいたり、音楽好きがスピーカーを吟ぎん味みするのと似たようなものである。傍はたから見ると大差ない、しかし当人にとっては大きな差異。何な故ぜと言われても困ってしまう。人間は昔から、無む駄だと面めん倒どうをこそ愛する生き物なのだ。

「よし、こんなもんか」

　小さく息を吐はき、いつの間にか額に滲にじんでいた汗あせを軽く拭ぬぐう。

　キラキラと輝かがやく朝の陽光の下に整然と並ぶ、染しみ一つない洗濯物。得も言われぬ充じゆう足そく感かんと高こう揚よう感かんが肺はい腑ふを満たす。士道は満足げに微笑むと、ぐぐっと伸びをした。

　するとそれに合わせるようなタイミングで、街路の方から、士道に声がかけられる。

「──おはようございます、士道さん」

「ん？」

　見やるとそこに、揃そろいの装よそおいに身を包んだ四人の少女たちの姿があることがわかった。

　青いチェックのタイとカラーに飾かざられた、白のセーラー服。市内の中学校の生徒であることを示す制服である。

　士道に声をかけてきたのは、そのうちの一人──左手にウサギのパペットを着けた、優やさしげな相そう貌ぼうの少女だった。

　四よ糸し乃の。五河家隣となりに聳そびえるマンションに住む元精霊の少女たちの一人である。

「ああ、おはよう、四糸乃。それにみんなも。今日は随ずい分ぶん早いんだな」

　士道がそちらに歩み寄りながら言葉を返すと、髪かみをお団子状に括くくった少女──六む喰くろがうなずいてきた。

「むん。今の学まなび舎やにいられるのもあと僅わずかじゃからな。出来るだけ思い出に刻んでおこうと思っての」

「……別に私はどうでもいいんだけど、みんなが行くっていうから仕方なく……」

　六喰の言葉に、そう付け加えるように呟つぶやいたのは、彼女らと同じく隣のマンションに住む少女・七な罪つみだった。どこか不ふ機き嫌げんそうな顔をしながら、一つに纏まとめた髪の先を指で弄いじっている。

　するとそれを聞いてか、通学鞄かばんと一いつ緒しよに竹刀しない袋ぶくろを持った少女が、ははっと肩かたをすくめる。

　士道の実じつ妹まい・崇たか宮みや真ま那なである。ポニーテールに括られた髪に、左目の下にぽつんと打たれた泣き黒子ぼくろ。皆みなと同じセーラー服を纏っているのだが、その堂々たる立ち姿からは、可愛かわいらしさよりも精せい悍かんさが強く感じられた。

「おや、そうでいやがりましたか。一番早く起きて真那たちを待っていたのはどこのどなたでしたかね？　花か音のんさんに誘さそわれて、昨日からいそいそと準備をしていたようですし──」

「……っ！」

　七罪が慌あわてた様子で顔を上げ、真那の発言を止めようとしてか手を伸ばす。

　が、慢まん性せい的運動不足の七罪が、剣けん道どう部のエース・真那を捉えられるはずがなかった。ひょいひょいと身をかわされ、すぐにはぁはぁと息を切らしてしまう。そんな二人の様子を見て、四糸乃と六喰が可お笑かしそうに笑った。

「はは──」

　それを見て、士道も思わず頰ほおを緩ゆるめてしまう。

　早いもので、彼女らが中学校に通い始めてから、もうすぐ一年が経たつ。三年生からの編入という形だったため、卒業までの期間こそ短かいものの、それぞれちゃんと学校生活の中で得がたいものを見つけているようだった。

「──あっ、みんな！　ごめんごめん、待たせちゃった？」

　と、そこで玄げん関かんの方から、そんな声が響ひびいてくる。次いで、パタパタと元気よく走るような足音も。

　皆と揃いの制服を着た士道の妹・琴里が、白いリボンで二つ結びにした髪を揺ゆらしながら、皆の元へと駆かけ寄っていく。それに気づいてか、少女たちもまた琴里の方に目をやった。

「あ、琴里さん。おはようございます」

「気にするでない。むくたちも今来たところじゃ」

「ホント？　やー、昨日からやたらと七罪がはりきってたから、予定より早く来たのかと思っちゃった」

「ちょ……」

　七罪が顔を真っ赤に染める。が、真那を追いかけて体力を消しよう耗もうしてしまったのか、今度はげっふげっふと咳せき込むのみだった。

「別にそんなに恥はずかしがることないじゃないか。学校が楽しみなんて、いいことだろ」

「……だって、一年前あれだけ、『学校は地じ獄ごくをオブラートに包んだ表現』だの、『強制収容施し設せつ』だの、『悪党どもに墓標はいらぬ』だの言ってたのに、今さら手のひら返すとか、なんかみっともないじゃない」

　士道が言うと、七罪が視線を逸そらしながら返してきた。そこまで悪あし様ざまに言っていただろうか。……言っていた気もする。

「そんなことないって。人は成長するものなんだ。一年もあったら考え方が変わって当たり前だろ？」

「……む、むぅ……」

　七罪が唇くちびるを尖とがらせながら小さく唸うなる。

　するとその背を、真那が元気よく叩たたいた。

「ま、琴里さんも来たことですし、とにかく行きましょう。若い時間はみじけーですよ」

「あた……っ！　わ、わかってるわよ」

　七罪が数歩よろめきながらそう返し、「……行ってくる」というように士道をちらと見て手を上げてくる。それに続くようにして、他ほかの皆もまた手を振ふってきた。

「じゃあ、行ってくるね、おにーちゃん」

「行ってきます、士道さん」

「むん、ではな、主ぬし様」

「おう、行ってらっしゃい」

　士道は手を振り返すと、街路を歩いていく少女たちの背を見送り、もう一度大きく伸びをした。

「今の学校にいられるのもあと少し──か」

　そしてぽつりと独り言を呟いてから家の中に入り、身み支じ度たくを整える。

　とはいえ、既に洗顔や食事、着き替がえは済ませている。士道は捲まくっていたシャツの袖そでを戻もどしてからネクタイを締しめ、ブレザーを羽織ると、鞄を手にとって家を出た。

　まだ時間には余よ裕ゆうがあったのだが、もしかしたら六喰の言葉に感化されてしまったのかもしれなかった。

　高校三年生の三月。卒業式まであと僅か。およそ三年の間通い続けた校舎に行くのも、あと数回程度だろう。確かに感かん慨がい深いものがないではない。

　特に──あの学校には、特別な思い出が多かったから。

「…………」

　ふと、かすかな感傷が胸を掠かすめ、士道は空を仰あおいだ。

　別に、涙なみだが零こぼれぬように──だなんてつもりはなかったけれど、なぜだろうか、不意に天を見上げたくなったのである。真っ青な空に、長く飛行機雲がたなびいていた。

　と──

「おはよう」

「のわ……っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、すぐそばからそんな声が聞こえてきて、士道は思わず身を仰のけ反らせた。

　慌てて視線を元に戻すと、いつの間にそこに現れたのか、士道の目の前に一人の少女が立っていることがわかる。

　肩口で切り揃えられた色素の薄うすい髪に、人形のように端たん整せいな面おもて。その身に纏っているのは、士道と同じ来らい禅ぜん高校の制服であった。

　鳶一折紙。士道のクラスメートにして、元精霊の一人である。

「あ、ああ……おはよう、折紙」

　士道は少女の顔を認めると、苦く笑しようじみた笑みを浮うかべながらそう返した。不自然になっていた姿勢を正し、そちらに向き直る。すると折紙は、表情こそあまり変わらないものの、どこか満足げに首しゆ肯こうを返してきた。

「ん……？　そういえば……」

　と、そこで士道は小さく首を傾かしげた。

　折紙が神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのは今に始まったことではないが、彼女は四糸乃たちとは異なり、隣のマンションではなく市内にある自宅に住んでいる。普ふ通つうに通学していれば、士道の家の前は通らないはずだったのだ。

　士道の表情からそんな思考を察したのだろう。折紙は静かに唇を動かしてきた。

「──士道と一緒に、登校しようと思って。だめ？」

「────」

　こちらの顔を覗のぞき込むように小首を傾げる折紙の仕草に、士道は思わずドキリとし、息を吞のんでしまった。

　例の如ごとく表情の変化こそ控ひかえめだったものの、なんだか妙みようにその仕草が可愛らしく思えてしまったのだ。

「あ……いや、駄だ目めじゃないさ。行こうか」

「そう」

　士道が言うと、折紙は短く返して、士道の隣に並んできた。

　士道は折紙を置いていってしまわぬよう歩ほ幅はばを合わせながら、学校への道を歩いていった。

　無論全力疾しつ走そうとなれば士道が折紙に敵かなうはずはなかったし、普通に歩いても折紙は軽々ついてくるのだろうが、それはそれである。……まあ、あまり女子と歩く機会のなかった士道がそんな気き遣づかいを覚えたのは、せいぜい二年くらい前のことであったけれど。

「でも、危なかったな」

「？　なにが？」

　道中、ゆっくりとした歩調で歩きながら士道が言うと、折紙が不思議そうに聞き返してきた。

「いや、ほら、時間だよ。俺今日、いつもより家出るの早かったからさ。もしかしたら折紙がせっかく来てくれたのに、入れ違ちがいになってたかもしれないと思って」

「心配ない。士道の登校がいつもより早いことは予測していた」

「そうなのか？　一体どうやって……」

「乙女おとめの勘かん。周波数は企き業ぎよう秘密」

「周波数って何!?　勘じゃないの!?」

「恋こいの周波数」

「いやＪ‐ポップの歌詞みたいに言われても！」

　士道が声を裏返らせながら叫さけぶと、折紙は涼すずしい顔をしながら返してきた。

「冗じよう談だん。──単純に、士道が出てくるまで待つつもりだった」

「いやそれはそれで……一体何時からいたんだよ」

　問うと、折紙はふっと頰を緩めながら、「秘密」と言った。

　笑え顔がおと呼ぶにはあまりに小さく、微かすかな笑み。けれど、常に鉄の仮面を張り付けていたようなかつての折紙からは、およそ考えられないような変化ではあった。

「…………」

　戦いが終わってから、一年。少しずつではあるが、折紙も変わっているのだ。

「どうしたの？」

「あ、いや……」

　無言で顔を見つめすぎたからか、折紙が不思議そうに視線を返してくる。士道は誤ご魔ま化かすように曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「折紙が登校前にこっちに来るのも珍めずらしいと思ってさ。やっぱり、卒業が近いからか？」

「それもある。けど──」

「けど？」

　士道が聞き返すと、折紙はほんの少しだけ唇の端はしを上げながら、続けた。

「──一度、この視点で、歩いてみたくて」

「……え？」

　首を傾げるも、折紙はそれきりその問いには答えなかった。すぐに「それより」と、次の話題を振ってくる。

「耶か俱ぐ矢やと夕ゆ弦づるは今日も競争？　姿が見えないけれど」

「ん？　あ、ああ……なんか登校競争の勝敗が拮きつ抗こうしてるらしくて、卒業までに決着をつけてくれるわー！　って言ってたな」

「相変わらず、あの二人らしい」

「はは……まあ、そうだな」

　士道は微かな疑問を覚えつつも、そんな何くれとない会話をしながら、学校への道を歩いていった。







「──いっやぁー、卒業式まであと一週間でっすねぇー！　ホンっっっっト、皆みなさんがいなくなると思うと寂さびしくなっちゃいまっすよー！」

　などと、言葉の内容に反してまったく寂しくなさそうな声こわ音ねと表情で言ったのは、士道のクラスの担任・岡おか峰みね珠たま恵え教きよう諭ゆ──通つう称しようタマちゃん先生だった。

　縁ふちの細い眼鏡をかけた、小こ柄がらな女性である。日ひ頃ごろから生徒と間違えられるくらいに童顔な教諭なのだが、今はそのキラッキラな目とツヤッツヤな肌はだのせいで、いつもよりさらに幼く見えた。遠足を間近に控えた小学生と言われても、ギリギリ信じる人もいたかもしれない。

　とはいえ、タマちゃん先生は生徒たちとの関係に不和を抱かかえていたわけではなかったし、会話に高度な皮肉や辛しん辣らつな諧かい謔ぎやくを織り交ぜるような人間でもなかった。生徒たちとの別れを惜おしんでいるのは噓うそではないだろう。

　けれど今は、その寂しさよりも遥はるかに大きい喜びが、彼女を包んでいるようだった。

「んっふぅー、今からこれだと、先生卒業式当日には泣いちゃうかもしれませんねー！　ああ寂しい寂しいーん！」

　言って、タマちゃん先生がこれ見よがしに左手を──もっと正確に言うなら、その薬指に光る指輪を見せつけるようにしながらニマニマと口元を緩ゆるませる。……なんだか、もの凄すごく指し摘てきして欲しそうだった。

「……え、ええと、タマちゃん？　その指輪は……？」

　苦笑する生徒たちの中、声を上げたのは、士道の悪友・殿との町まちだった。するとタマちゃんが、待ってましたと言わんばかりに教きよう卓たくに身を乗り出す。

「あっ！　気っづいちゃいましたぁー!?　いやぁー、参りましたねぇ！　目立たないようにしてたつもりなんですけどねぇー！」

　生徒全員が「噓だぁ……」という表情を作るも、タマちゃんは気づいていないようだった。スポットライトを浴びているかのような調子で、大おお仰ぎように続けてくる。

「実は先生──ついに、婚こん☆約やく！　しちゃいましてー！　たはー！」

　漫まん画がのようなコミカルな仕草で、タマちゃんがペロリと舌を出してみせる。無論その際も、左手の指輪のアピールは忘れない。こんなにテンションの高いタマちゃんを見るのは初めてかもしれなかった。

「えっ？　お相手ですか？　んふふ、これが高学歴高収入高身長の王子様みたいなイケメンさんなんですよぉー！　とっっっても紳しん士し的で、デートのときは完かん璧ぺきにエスコートしてくれてぇー！　あと声がスナフキンみたいでぇー！」

　誰だれも聞いていないのに婚約相手の詳しよう細さいまで語り始めた。その出来過ぎな人物像に、クラスのかしまし三人娘むすめ、亜あ衣い麻ま衣い美み衣いがたらりと汗あせを垂らす。

「えぇ……なにその超ちよう優良物件。そんな人実在すんの？」

「ホントに大だい丈じよう夫ぶ？　タマちゃん結婚詐さ欺ぎとか遭あってない……？」

「その婚約者とは、あなたの想像上の人物に過ぎないのではないでしょうか」

「んっふっふー！　今の私は何言われても応こたえませんよぉー！　ああ、かくも世界は美しい！　ライフイズビューリフォー！」

　言って、タマちゃんがバッと両手を上げる。それと同時、辺りに紙かみ吹雪ふぶきが舞まった。どうやらタマちゃんが事前にポケットの中に仕込んでいたらしい。平時からは考えられないようなはっちゃけ具合であった。

「あはは……」

　生徒たちは皆、タマちゃんの浮かれっぷりに困こん惑わくしていたようだったが、概おおむね祝福ムードではあるようだ。苦笑を浮かべながらも、皆生暖かくタマちゃんを見守っていた。

「はー……にしても、タマちゃんが婚約ねぇ」

「まさか在学中にそんなレアイベントが起こるとは思わなかったわ」

「しかし、『来禅の最終防衛ライン』の異名を取るタマちゃんが婚約ってなると、他ほかの先生たちも焦あせってくるんじゃないの？」

　言いながら、亜衣麻衣美衣がゆっくりと首を回し、教室の後方──正確に言うと、そこに控えていた女性教諭を見る。その動作につられるように、他の生徒たちもまたそちらに目をやった。

「……な、なんですか。なぜ私に飛び火するのです」

　急に皆の視線を浴びせられ、女性教諭は眉まゆ根ねを寄せながら一歩後ずさった。

　淡あわい色のノルディックブロンドと、それにも増して白い肌が特とく徴ちよう的な外国人女性だ。肌の色が薄うすいからか、頰ほおが紅潮する様子がよくわかる。その装よそおいは大人っぽい雰ふん囲い気きのダークスーツであったが、タマちゃんほどではないものの彼女も年若く見えるため、あまり似合っていなかった。

　──エレン・ミラ・メイザース。

〈ラタトスク〉の敵対組織・ＤＥＭインダストリーの創設メンバーの一人にして、世界最強とさえ謳うたわれた魔術師ウイザードである。

「……もう一年近くになるけど、未いまだに少し違い和わ感かんあるよなぁ」

　士道は苦笑しながら、ぽつりと呟つぶやいた。

　すると、士道の右みぎ隣どなりに座った折紙が、小さく首肯してくる。

「私はまだ信用していない」

「はは……」

　辛辣な折紙の物言いに思わず苦く笑しようする。とはいえ、実際彼女と戦場で刃やいばを交えていた折紙としては、仕方のないことなのかもしれなかった。

「まあ、いきなり記き憶おく喪そう失しつだなんて言われても驚おどろくよな……」

　士道も現場にいたわけではないので、伝え聞く限りだが──一年前の最終決戦のあと、ウェストコットを失ったエレンはそのまま気を失い、目覚めたときには、ＤＥＭやウェストコットの記憶を完全に忘れ去ってしまっていたとの話だった。

　詳くわしい原因は不明であったけれど、目覚めたエレンからは敵意や悪意が抜ぬけ落ち、無む邪じや気きにウッドマンやカレンとの再会を喜んだという。

「それ自体はあり得ない話ではない。エレンはウェストコットを強く信しん奉ぽうしていた。ウェストコットの死を目にしたショックで、記憶を失ってしまったという可能性は否定できない。また、その事実に耐たえきれず、顕現装置リアライザで自らの記憶を消し去ってしまったという可能性もある。あるいは──」

「あるいは？」

　士道が問うと、折紙は小声のまま続けてきた。

「魔術師ウイザードは基本的に、脳に顕現装置リアライザを扱あつかうための送信装置を埋うめ込まれている。エレンのそれに、何らかの細工が施ほどこされていたなら……」

[image: ]

「それって……ウェストコットが、ってことか？」

　──ウェストコットが、自分の死と同時にエレンの記憶が失われるよう細工していた……？　あの男らしからぬ行動に、士道は眉根を寄せた。

「わからない。あくまで可能性の話」

「……そっか」

　士道はぽりぽりと頭をかくと、「ん？」と首を傾かしげた。

「って、そこまで考えてるのに、信用はしてないんだな……」

「記憶喪失が彼女の作さく為いである可能性がある以上、一定期間を経へて記憶が甦よみがえるように細工している可能性もまた、否定できない。万一の事態に備えて、エレンの送信装置に保険をかけておくことは提言しておいた」

「ほ、保険って……」

　何やら穏おだやかならざる響ひびきに、たらりと汗を垂らす。

　しかし折紙は、小さく首を横に振ふってみせた。

「別に、爆ばく弾だんや毒を仕込めとは言っていない。ただ、エレンが敵性行動を取ったと判断されたとき、送信装置の機能を停止するようプログラムしてもらっただけ。顕現装置リアライザのないエレンならば、大した脅きよう威いにはならない」

「あっ……あー……」

　折紙の言葉に、士道は納なつ得とくを示すように腕うで組ぐみした。

　だが、確かに必要な措そ置ちかもしれなかった。魔術師ウイザードとしてのエレンの力は、文字通り世界最強。精せい霊れいの力が失われた今、彼女が敵意を持って襲おそいかかってきたならば、それを退ける術すべはない。

　まあ、とはいえ少なくともこの一年間、エレンに怪あやしい行動は見られなかった。亜衣麻衣美衣に戯たわむれられるエレンを見ながら、士道はもう一度苦笑した。

　エレンの処しよ遇ぐうについては一ひと悶もん着ちやくあったようだったが、結局ウッドマンの一存により、〈ラタトスク〉の機関員として活動することが決まったのだという。

　そして当時、〈ラタトスク〉で欠員が出ていた役職といえば──令れい音ねが任じていた、皆のサポート役だったのである。

　そうして、副担任エレンの仕事は始まった。昔、随ずい行こうカメラマンとして士道たちの修学旅行に潜せん入にゆうを試みたことがあったため、エレンの顔を覚えていた一部の生徒たちには驚かれたものの、概ね好意的に迎むかえ入れられていたようだった。

「いやー、エレンさんもそろそろ気になるお年頃なんじゃないかなあって。実際のトコどーなん？　気になる人とかいないの？　ん？　亜衣ちゃんに言ってごらん。大丈夫、絶対誰にも言わないからたぶんおそらくきっと」

「エレンさん綺き麗れいだし彼氏とかすぐ出来そうだけど、全然そういう噂うわさ聞かないよねー。よっぽど上手うまくやってるの？　それとも何か問題抱えてて相手にされないの？」

「は……っ、まさか、男の人にあんまり興味ない系？　いや困ったな……エレンさんの気持ちは嬉うれしいけど、私女の人はちょっと……」

「だからなぜ私の話になるのです！　というか勝手に話を飛ひ躍やくさせないでください！」

　亜衣麻衣美衣に詰つめ寄られ、エレンが悲鳴じみた声を上げる。が、亜衣麻衣美衣は気にしていない様子でエレンの身体からだをペタペタと触さわり始めた。

「やっぱスーツが野や暮ぼったすぎるんだってー。今度の休み一いつ緒しよに買い物行こーよエレンさん。素材はいいんだからちゃんとするだけで絶対モテるってばー」

「あ、いいねー。エレンさんに着せてみたい服あったんだー。ほら、自分で着ようにも似合わないタイプの服ってあるじゃない。エレンさんスタイルもいいし、似合うと思うんだよねー」

「そーそー。肌も白いし髪かみもこんなつやつやで……トゥンク……何この気持ち……私、女の人に興味ないはずなのになんかテンション上がってきた。やっぱりエレンさん、バッチリ決めたら向かうところ敵なしだって。最強だよ最強」

「さ、最強……？」

　エレンが何かを思い出すように、ハッとした様子で額を押さえる。

「なんですかその甘かん美びな響きは──うっ、頭が……」

　が、あまりに亜衣麻衣美衣の手が鬱うつ陶とうしかったのか、すぐに頭を振って手足をジタバタさせた。

　しかし悲しいかな、顕現装置リアライザのないエレンの膂りよ力りよくは、小学生（低学年）と腕うで相撲ずもうで緊きん張ちよう感かん溢あふれる名勝負を繰くり広げてしまうレベルだった。まったく振り払はらえず、されるがままになってしまう。

　いつもならそれを止めにかかるタマちゃんは未だふわふわモードで、「うふふ、仲がいいですねぇー」とニコニコしていた。

「ははは……」

　なんだか、いつにも増して賑にぎやかなホームルームである。士道は小さく苦笑すると、ふと窓の方を見やった。

　──すると、一年間空席になったままの窓まど際ぎわの席が、士道の視界に入り込んでくる。

「…………」

　士道は小さく息を吐はくと、視線を少し上に向け、窓越ごしに青空を仰あおいだ。







「…………」

　騒さわがしい教室の中、折紙は無言のまま、士道の横顔を見つめていた。

　横顔──といっても、視線は前を向いていない。

　誰だれも座っていない窓際の席を通して、やがて空へと向けられた。

　その視線はどこか寂さびしげで、しかしどこか優やさしかった。

　神ならぬ折紙に、士道の思考を完全に見通すことはできない。

　けれど今このときに限っては、折紙には確信めいたものがあった。

　──きっと士道も、折紙と同じことを考えている、と。

「…………」

　だが。いや、だからこそ、折紙は行動した。

　先生の目を盗ぬすんでスマートフォンを取り出し、士道に向けてメッセージを打ち込む。

「……ん？」

　数秒あと。士道が何かに気づいたように眉をぴくりと揺ゆらし、ポケットからスマートフォンを取り出して画面に視線を落とす。

　そして、折紙のメッセージを確かく認にんしたのだろう。目を丸くしながらこちらを向いてきた。

「折紙？」

「…………」

　折紙は小さなうなずきのみを返すと、士道の目を見返し──そののち、士道の肩かた越ごしに、窓際の空席に目をやった。







　──一年。

　ＤＥＭとの最終決戦から。

　始原の精霊との戦いから。

　あの少女が、消えてしまってから。




　もう、一年が経たとうとしていた。




　　　　◇




「一年……か。早いものね」

　夜。天てん宮ぐう市上空一万五〇〇〇メートルに浮ふ遊ゆうする空中艦かん〈フラクシナス〉の艦長席で、琴里は口にくわえたチュッパチャプスの棒を微かすかに動かしながら小さく呟いた。

　身に纏まとうは昼間のような白のセーラー服ではなく、真しん紅くで染め抜かれた軍服。髪を彩いろどるリボンもまた、白から黒へと変へん貌ぼうを遂とげている。〈フラクシナス〉艦長・五河琴里の司令官モードである。

　とはいえ一年前から、このモードになる頻ひん度ども、〈フラクシナス〉にやってくる回数も、段々と減ってきてはいた。

　だがそれも当然といえば当然である。一年前の戦いで、始原の精霊たる澪が消えると同時に、皆からはその霊力が失われていたのだ。

　加え、ときを同じくして、〈ラタトスク〉の仇きゆう敵てきたるＤＥＭインダストリーの首しゆ魁かい、アイザック・ウェストコットもまたこの世を去った。ウェストコットの強大な求心力と影えい響きよう力を失ったＤＥＭは、反ウェストコット派の造反もあって、一年が経った今でも内部分ぶん裂れつの真っ最中という話だった。無論敵を侮あなどるつもりはないが、大おお幅はばな弱体化は免まぬかれないだろう。

　つまりは、精霊の力を封ふう印いんし、彼女らに平へい穏おんな生活を送らせるという〈ラタトスク〉の最大目的が、ほぼ達成されてしまったのである。

　もちろん皆へのサポートは続けられているし、仕事がなくなったわけではないのだが、新たな精霊の登場も、霊力逆流の恐おそれもなくなった以上、急を要する案件はほぼ絶無となったと言っていい。

「──おや、琴里も昔のことを偲しのぶ年ねん齢れいになりましたか」

　と、艦長席の右みぎ隣どなりから、そんな声が聞こえてくる。

〈ラタトスク〉の制服を着た少女が、長い髪を微かに揺らしながら、琴里の方に視線を向けてきていた。

「いつまでも子供と思ってもらっちゃ困るわね、マリア。人は成長するものよ。来月から高校生だもの。過去を懐なつかしみもすれば、肩こりに悩なやまされもするわ」

「肩こりはだいぶ前から訴うつたえていた気がしますが」

　琴里が冗じよう談だんめかして肩をすくめると、少女──マリアはふっと笑ってきた。

「まあ、ね。たまにあなたが羨うらやましくなるわ。マリアの身体って、そういうのないんでしょう？」

「正確に言うと、任意で切り替かえ可能です。わたしは基本的にオンにしていますよ。人間の身体機能の再現には、ネガティブな情報も不可欠ですから」

　言って、マリアは自分の肩をさすってみせた。

　そう。今琴里の隣に立つこの少女は人間ではない。〈フラクシナス〉の管理ＡＩが、対人コミュニケーション用のボディを介かいして会話をしているのだ。

　顕現装置リアライザを用いて作成されたこの義体は、人間の肌はだの質感を完全に再現し、汗あせや唾だ液えきなどの体液まで分ぶん泌ぴつするという話だった。正直琴里も、マリアの出自を知らなければこの身体が作り物とは思わなかったろう。

「ふうん……そういうものかしら」

「まあ、そこはこだわりです。凝こり性しようなもので」

　などと言って、マリアが得意げに胸を張ってみせる。そのあまりに人間っぽい言葉に、琴里は思わず笑ってしまった。

「ところで──」

　と、そこでマリアが、不思議そうな顔をしながら、艦長席の左隣の方を見やる。

「神かん無な月づきは先ほどから何をしているのですか？」

　そこには、何やら床ゆかに手を突つきながら小刻みに身体を震ふるわせる、長身の男の姿があった。──〈ラタトスク〉の副司令・神無月恭きよう平へいである。

「司令が……司令が、来月から高校生に……わかってはいたのですが、改めて言葉にされるとこう、肺はい腑ふを抉えぐられるような感覚があるといいますか……」

　神無月が拳こぶしを震わせながら嗚お咽えつするように言う。艦かん橋きようの床に、ぽたりぽたりと涙なみだが落ちた。艦の内装を汚よごされたからか、マリアが心底嫌いやそうな顔をした。

「また何わけのわからないことを言ってるのよあなたは……」

「いえ、いえ……高校生になったからといって、司令の魅み力りよくに翳かげりが見えるなどということはないのです。ただ、ただ……ッ！　『女子中学生上司』と『女子高校生上司』の間には、越こえようのない壁かべがあるのです……ッ！　不可逆の時の残ざん酷こくさを知るといいますか、『ふくらみかけ』だったものが『ふくらまなかった』に決定づけられるもの悲しさといいますか──」

「…………」

　琴里は無言で足を振ふり上げると、そのまま神無月の延えん髄ずいに踵かかとを落とした。

「ぎゃうん！」

　神無月が、潰つぶれたカエルのようにビターン！　と艦橋の床に突っ伏ぷす。マリアがさらに嫌そうな顔をした。

「あ、ああ……この蹴けりの重さ……これが……成長……？　そ、そうか……失われるものがあれば、得られるものもある……世界はかくも、美しい……」

　などと、神無月が恍こう惚こつとした表情で呻うめくように呟つぶやく。相変わらずな様子に、琴里は大きなため息を吐ついた。

「まったく、もう少し自重しなさいよ。確かあなた、この前婚こん約やくしたんでしょう？　相手の女性に愛あい想そ尽つかされるわよ」

「それは問題ありません。司令は別腹ですので。マイハニーのことはちゃんと愛していますよ」

「……ああ、そう。そういえば詳くわしく聞いてなかったけど、お相手はどんな人なのよ」

「大人なのに中学生に見える女性です」

「…………」

　なんだかもう、神無月だった。

　琴里は諦あきらめたようにはあとため息を吐くと、艦長席を立った。

「お帰りですか、琴里」

「ええ。定期報告は終わったしね」

「そうですか。──おや、転送装置はあちらですが」

　琴里の歩く方向を見てか、マリアが不思議そうに首を傾かしげてくる。

「ああ──ちょっと野や暮ぼ用を済ませてから、ね」

　琴里は曖あい昧まいに言葉を濁にごすと、ヒラヒラと手を振りながら艦橋を出た。

　そしてそのまま通路を進み、〈フラクシナス〉後方に位置する資料室へと到とう着ちやくする。琴里が扉とびらの隣に設しつらえられたカメラの方を向くと、自動的に顔認証が済まされ、ピピッという音とともに扉が開かれた。

　資料室、と名は付いているものの、別に本や書類が並べられているわけではない。〈ラタトスク〉のデータベースにアクセスすることのできる専用端たん末まつが置かれているのだ。

　無論、基本的なデータであれば、琴里の端末からでも閲えつ覧らんすることができるのだが、より専門性の高い情報や、外部への持ち出しが禁じられている極ごく秘ひ資料などは、こうして認証を経へた上でないと閲覧できなかったのである。

　と──

「……あら？」

　資料室に足を踏ふみ入れた琴里は、そこでぴくりと眉を揺らした。

　理由は単純。部屋の中に、先客の姿があったのである。

「何か調べ物かしら、士道？」

「……っ！」

　琴里が声をかけると、端末の前に腰こし掛かけていた士道はビクッと肩を震わせながら、こちらに振り返ってきた。

「あ、ああ……ちょっとな」

　士道が額に汗を滲にじませながら、わざとらしい笑えみを浮うかべてくる。その際、琴里から端末の画面を隠かくすように身体からだを横にずらしたような気がした。

「ふうん……」

　琴里は微かに目を細めると──

「あ！」

　と大きな声を発して、明後日あさつての方向を指さした。

「っ!?　な、なんだ？」

　士道がそれにつられるように顔を上げる。琴里はその一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて床を蹴ると、士道の肩越しに端末の画面を覗のぞき見た。

「あっ！」

「……なになに？　精せい霊れいの組成と術式について……それに、〈刻々帝ザフキエル〉について？　あら、あんまりこそこそしてるものだから、みんなのメディカルチェック時の写真でも漁あさってるのかと思ったわ」

「そ、そんなことするかよ！」

　琴里が半眼を作りながら言うと、士道は頰ほおを赤くしながら叫さけびを上げてきた。まあ、そもそもその手の写真は男性機関員の認にん証しようでは見られないようプロテクトがかけられているのだが。

「じゃあ、一体何を知りたかったのよ」

「それは……」

　士道が視線を逸そらしながら口ごもる。

　数秒の沈ちん黙もくのあと、琴里は細く息を吐いた。

「……十とお香かのこと？」

「…………っ」

　呟くように言うと、士道がわかりやすく息を詰つまらせる。もう一度、琴里はため息を吐いた。

　──夜や刀と神がみ十香。

　その名は、琴里たちの間でも特別なものだった。

　琴里という例外を除けば、士道が初めて力を封印した精霊。

　始原の精霊と同じく、人間を素体とせずに組成された、純じゆん粋すいなる精霊。

　そして──一年前、皆みなの目の前で、消えてしまった精霊。

　皆が救われ、平穏な生活を手に入れたこの世界で、唯ゆい一いつ救われなかった精霊。それが──十香という少女だった。

　十香は優やさしく、明るく、皆を元気にしてくれる前向きさを持った少女だった。あえて口に出すことがなくとも、琴里の心の中には十香との思い出が色いろ濃こく残っていたし、士道も同様だったろう。けれど、これは──

「……十香のことを思うのは構わないわ。忘れろだなんて言うつもりもない。──でも、士道」

　琴里が士道の目を見ながら言うと、士道は観念したように目を伏ふせた。

「……わかってるよ。別に精霊術式を行おうとか、〈刻々帝ザフキエル〉を再現しようだなんて思ってるわけじゃない。ただ──知りたかっただけさ。もっと、精霊のことを」

　──知ることによって、何かが変わる可能性がほんの少しでもあるなら──

　その言葉は、士道の口から発されたわけではなかったけれど、琴里にはなんとなく理解できてしまった。幾いく度ど目めとも知れないため息を吐き、頭をかく。

「……別に止めるつもりはないわ。本当に危険な情報に関してはプロテクトがかかってるし。あなたの気が済むまで調べて、考えればいい。ただ──辛つらいわよ」

「…………、何もしてない方が、辛くてさ。……なんだか、十香が消えたのを、自分が受け入れちまってるみたいに思えて」

「…………」

　琴里は言葉を返すことができず、顔を俯うつむかせた。

　するとそんな琴里の様子を見てか、士道が気まずそうに頰をかく。

「……でも、まあ、今日はこれくらいにしておくよ。明日は用事があるしな」

「……ええ、それがいいわ。ただでさえ朝弱いんだから。あんまり寝ねぼすけだと、お腹なかの上でタップダンスよ？」

「そいつは勘かん弁べん願いたいな……」

　士道は肩かたをすくめると、端末に表示されていた画面を閉じ、席を立った。

　が、琴里と入れ替かわりになるように資料室を出ようとしたところで不意に足を止め、振り向いてくる。

「そういえば、琴里」

「なに？」

「琴里は、こんな時間に何を調べにきたんだ？」

「…………あー……」

　士道の言葉に、琴里は目を泳がせた。

　理由は単純。結局琴里も──士道に偉えらそうに忠言ができるような人間ではなかったのである。

「……はは」

　士道は、どこか安あん堵どしたように苦く笑しようすると、小さく手を振って資料室を出ていった。




　　　　◇




「──にしても、ホントにピタリとなくなったわよねえ、空くう間かん震しん」

　天宮市の外れにある喫きつ茶さ店てんで。

　名物のロイヤルミルクティーを一口啜すすってからそう言ったのは、陸上自衛隊対精霊部隊ＡＳＴ隊長・日くさ下か部べ燎りよう子こだった。

　一つに括くくった髪かみに、切れ長の目。しなやかな筋肉を全身に備えた長身の女性である。今はＡＳＴの装備や作業服ではなく、ラフなシャツとデニムに身を包んでいた。

「はい……もう一年くらい前になりますっけ。巨きよ大だいな反応が観測されたあと、ずっと確認されてませんね」

「あー、もうそんなに経たちましたかー。まあ、三一年前に空間震が頻ひん発ぱつしたあと、しばらく観測されなかった時期が続いたって記録もありますし、周期みたいなものがあるんじゃないですか？」

　燎子の言葉に続くようにそう言ったのは、子こ猫ねこのような雰ふん囲い気きが特とく徴ちよう的な少女と、縁ふちの細い眼鏡をかけた少女だった。燎子の部下・岡峰美み紀き恵えと、ＡＳＴのメカニック・ミルドレッド・Ｆ・藤ふじ村むらである。双そう方ほう、紅茶とセットで頼たのんだケーキを啄ついばみながら、不思議そうに首を傾げている。

「…………」

　そんな彼女らのやりとりを眺ながめながら、鳶一折紙は湯気を立てるカップを持ち上げ、紅茶を一口啜った。鮮あざやかな茶葉の香かおりが鼻び腔こうに広がり、一いつ拍ぱく遅おくれて優しい甘かん味みが伝わってくる。

　思えば、この面子メンツで集まるのも久ひさ方かた振ぶりであった。かつて折紙がＡＳＴに所属していた頃ころはしょっちゅう顔を合わせていたメンバーであるが、折紙が精霊化し〈ラタトスク〉の庇ひ護ご下に入ってからは、あまり会う機会が作れなかったのである。

　だが、気安い調子で言葉を交かわし合う彼女らの雰囲気は、かつてのそれと微み塵じんも変わっていなかった。不思議な感かん慨がいを覚え、折紙は無言のまま細く息を吐はいた。

　とはいえ、当時と異なる点ももちろんある。もっとも大きいのは──

「──え？　空間震ってもう起こらないんじゃなかったっけ。始原の精霊が消えて、精霊がいなくなったって聞いたけど……」

　などと、キョトンとした様子で秘ひ匿とく情報を漏もらす、一人の少女の存在だった。

　陽光を集めたかのような鮮やかな金きん髪ぱつに、たおやかな海を切り出したかのような碧へき眼がん。その表情は穏おだやかを通り越こして、なんだかぽわぽわとした雰囲気を醸かもし出している。

　アルテミシア・ベル・アシュクロフト。元英国対精霊部隊ＳＳＳのエースにして、ＤＥＭインダストリー第二執しつ行こう部ぶの魔術師ウイザードである。

　まあ、もっと正しく言うのなら、既すでにＤＥＭをも退社し、今は心理学を学ぶために大学に通っているという話だったけれど。

「…………は？」

「精霊が……いなくなった、ですか？」

「あれ？　ミリィたちもしかして今ヤバい情報聞いてます？」

　アルテミシアの言葉に、燎子たちが目を見開きポカンと口を開ける。折紙は静かにアルテミシアの脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「──アルテミシア」

「えっ？　あ……っ、もしかして今の、言っちゃいけないやつだった？　あー……うん、ごめん、私の勘かん違ちがいだったかも」

「いや誤ご魔ま化かし方ヘタクソか！」

　ぺろりと舌を出しながら首を傾かしげるアルテミシアに、たまらずといった調子で燎子が叫ぶ。

　しかし燎子はすぐにやれやれと息を吐くと、ぽりぽりと頭をかいた。

「そういえば、一年前までＤＥＭにいたんだっけ？　あんまり見聞きした情報外に漏らさない方がいいわよ。……にしてもあんた、いろいろあったってのに、よくあの会社に入ろうなんて思ったわね」

　言って、燎子が半眼を作りながら頰ほお杖づえを突つく。するとミリィが賛同を示すようにうんうんとうなずいた。

「ですねー。あんなブラック企き業ぎように入る人の気が知れません」

「いやあんたも前はＤＥＭの出向だったでしょ」

　燎子が言うと、ミリィは「あー、そうでしたっけ？　忘れてましたー」とあっけらかんと笑った。

　反して、難しげな表情を作ったのはアルテミシアである。何やら腕うで組ぐみしながら、ううむと唸うなってみせる。

「ううん……実は、よく覚えてないんだよね」

「覚えてない……ですか？」

「うん。なんでＤＥＭに入ったのか、どんな活動をしてたのか……こう、頭に靄もやがかかったみたいな感じ。入社前のことも、退職後のことも思い出せるのに、そこだけが妙みように曖あい昧まいで……」

　アルテミシアが額に手を当てるようにしながら言うと、燎子、美紀恵、ミリィがぞっとした様子で顔を青くした。

「え、なにそれこっわ……大だい丈じよう夫ぶ？　頭の中弄いじられたりとかしてない？」

「何しろあのＤＥＭですからね……」

「ホントホント。あんな会社にいるやつは悪人ばっかですよ」

　ミリィが腕組みしながら言う。またも燎子に突っ込まれていた。

　と、そこでアルテミシアが、何かを思い出すようにトントンと指先で額を叩たたきながらお腹をさする。

「いや……でも朧おぼろ気げに覚えてるような……あ、そうだ。なんかこう、折紙と宇宙で戦ったような記き憶おくが……」

「あのときは大変だった」

「いやホント何してたのよあんたたち!?」

　燎子がまたも声を裏返らせながら叫さけぶ。が、すぐにここが喫茶店の中だと思い出したのか、コホンと咳せき払ばらいをして居住まいを正した。

「……にしても、空間震がもう起こらないって……もしそれがホントだとしたらヤバいわね。私たち廃はい業ぎようの危機じゃない」

「あはは、まあ、災害の根絶は喜ぶべきことですが……」

　燎子の言葉に、美紀恵が苦笑する。燎子は「それはそうなんだけどさ……」と頭をかいた。

「多分、そんな心配は無用」

「え？」

「顕現装置リアライザは、本来この世界には存在し得なかったオーバーテクノロジー。その有用性は戦せん闘とうに限られない。仮に空間震がもう二度と起こらないと証明されたとしても、顕現装置リアライザを扱あつかえる特とく殊しゆ技能者──魔術師ウイザードを首にするなど、政府の頭が茹ゆだっていない限りはあり得ない」

　それに、と折紙は続けた。

「他国の軍や警察にも、秘ひ密みつ裏りに魔術師ウイザードは配備されている。他国への抑よく止し力りよくとしての価値は計り知れない」

「まあ……確かにその通りね。その目的で行使されないことを祈いのるけど」

「もしかして結構重要なポジションにいるんですかね、私たち。……なんだか緊きん張ちようしてきました」

「ならその分お給料高くして欲しいですけどねー」

　ミリィがあっはっは、と快活に笑う。燎子が力なく肩をすくめながら「ホントにね……」と呟つぶやいた。

　するとアルテミシアが、あごに一本指を当てながら言ってくる。

「例外があるとすれば、全すべての国が一いつ斉せいに顕現装置リアライザを手放さなきゃならなくなった場合、かな。ほら、ＤＥＭが今お家いえ騒そう動どうでゴタゴタしてるじゃない？　もし会社がバラバラになって、顕現装置リアライザの供給とメンテナンスができなくなりましたー……ってなったら」

「あー……」

　燎子が難しげな顔で腕組みする。

　顕現装置リアライザはＤＥＭインダストリーにしか製造できない特殊な装置だ。万一その大本が倒たおれてしまったら、どうしようもあるまい。

　まあ、〈ラタトスク〉の母体であるアスガルド・エレクトロニクス社という例外はあるのだが……無論折紙は口にしなかった。

「もしそうなったら、元の所属先である会計課に戻もどることになるのかしら。あー……今のうちにいい男見つけて永久就職考えなきゃ駄だ目めかしらねぇ……」

　燎子がミルクティーを啜って、大きなため息を吐つく。美紀恵が頰ほおに汗あせを垂らした。

「隊長、まだお若いですし、大丈夫だと思いますけど……」

「そりゃあんた、自分が若いからそう思うのよ。二〇代後半は駆かけ抜ぬけるように過ぎていくんだから、油断するんじゃないわよ。──ていうか、こんだけ年頃の女が揃そろってて、誰だれか浮ういた話の一つでもないの？」

　言って燎子が、テーブルに着いた面々を順じゆん繰ぐりに見回していく。皆みながあははと苦笑した。

「残念ながら……」

「私も特にはないかな……」

「ミリィに釣つり合う男がいないのが悪いんですよー」

　皆の答えに、燎子がやれやれと、しかしどこか安あん堵どしたように息を吐く。

「何よ、みんな随ずい分ぶん余よ裕ゆうねえ。──折紙はどうなの？　なんか彼氏がいるとかいないとか言ってなかった？」

「私は──」

　と、折紙が答えようとしたところで、どこかから微かすかな振しん動どう音と軽快な着信音が流れ始めた。

「あ、私だ」

　そう言うと、アルテミシアが鞄かばんを探さぐってスマートフォンを取り出し、着信ボタンをタップして耳元に当てる。

「もしもし、アシュリー？　──ああ、うん。わかってるって。はい、はい」

　そして短い会話を交わしたかと思うと、通話を切り、再びスマートフォンを鞄にしまい込む。

「ごめん、私そろそろ行くね。このあと約束があるんだ。ええと、お金は──」

「ああ、いいわよ。たまには年上らしいことさせなさいって」

　アルテミシアの言葉に、燎子がヒラヒラと手を振る。アルテミシアが意外そうに目を丸くした。

「え、でも……」

「その代わり、また近いうちに顔を見せること。どう？」

「……ふふ、わかった。じゃあごちそうになるね。今日は久々に会えて楽しかったわ。──また」

　言ってアルテミシアが笑え顔がおを残し、去っていく。

　燎子たちは手を振ってそれを見送ると、小さく息を吐はいた。

「元気そうだったわね、アルテミシア。相変わらずちょっと天然っぽかったけど……」

「はい。ＤＥＭの話はちょっと不ふ穏おんでしたけど、何ごともなさそうで何よりです」

　美紀恵の言葉に、燎子が同意を示すようにうなずく。

「さて……私たちはどこかで軽く昼を食べてくつもりだけど、折紙はどうする？」

「悪いけれど、私もこのあと用事がある」

「用事……ですか？」

　美紀恵が首を傾げてくる。折紙は小さく首しゆ肯こうし、続けた。

「──結けつ婚こん式」

　その言葉に、燎子たちがギョッと目を剝むいた。




　　　　◇




　駅前広場の噴ふん水すいと、そのほど近くにある謎なぞの犬の像・通つう称しよう忠犬パチ公は、天宮駅における二大待ち合わせスポットだった。

　双そう方ほう、駅の改札を抜けてすぐに目に入る特とく徴ちよう的なオブジェクトである。初めて天宮駅を訪おとずれた者にもわかりやすく、場所の共通認にん識しきが得られやすいとなれば、待ち合わせ場所に選ばれるようになるのも必然ではあった。

　とはいえそれは同時に、人が集まりやすいことと同義でもある。休日ともなれば、駅前広場は正確な数さえわからないくらいの人々でごった返す。

　通行人や、待ち合わせをする人々。ストリートミュージシャンに、それを見物する客。あとは「ほらエレンさんこっち！」「あそこの店行ってみよ！」「まずは下着から！」「はーなーしーなーさーいー！」などと騒さわぐ集団──

　待ち合わせスポットなのに、相手を探すのが困難という、なんとも本ほん末まつ転てん倒とうな状じよう況きようが作られてしまうのだ。

　しかしながら──

「──あ、いたいた」

　駅前広場を訪れた士道は、すぐさま目的の人物を見つけて、そちらに歩み寄っていった。

　噴水の真正面に、絵に描かいたように完かん璧ぺきな直立姿勢で以もつて、折紙が立っていたのである。

　そう。士道は昨日、学校で彼女に、デートのお誘さそいを受けていたのだ。

　折紙とここで待ち合わせをしたことは何度かあったが、彼女は常に指定時間よりも早く到とう着ちやくし、毎回同じ位置で士道を待っていた。だからどれだけ人がごった返していようとも、士道はさして時間をかけることなく彼女を見つけることができたのである。

　まあ、折紙の凜りんとした存在感が、周囲の空気から隔かく絶ぜつされた感を醸かもし出しているという点も、ないではないかもしれなかったけれど。

「おう、今日も早いな、折紙。待たせちまったか？」

「今来たところ」

　士道が言うと、折紙は首から上を士道の方に向け、そう返してきた。

　そんなやりとりも、いつも通りである。士道は不思議な安あん堵ど感かんを覚えて頰を緩ゆるめた。

「そういえば、今日はどこに行くんだ？　何かやりたいことがあるって話だったけど──」

「きて」

　折紙はそう言うと、士道の手を取って歩き出した。無数の人ひと影かげの間を縫ぬうようにしながら、無む駄だのない足運びですたすたと進んでいく。

「わっ、ちょっと待てって。どこ行くかくらい教えてくれてもいいじゃないか」

「すぐにわかる」

　折紙はにべもなくそう言って、そのまま進んでいった。

　そして数分後、巨きよ大だいな建造物の前で足を止める。

「ここ」

「ここって……」

　士道は目をしばたたかせながら、その建物を見上げた。一目見ただけでは何階建てか正確に把は握あくできないほどの高層ビルである。直線で構成された豪ごう壮そうな佇たたずまい。陽光を浴びてキラキラと輝かがやくガラス張りの壁へき面めん。

　そして、大きな入り口の上部には『インペリアルホテル東天宮』の名が記されていた。

「……って、こんなとこで何するつもりだよ折紙!?」

　士道は声を裏返らせて後ずさろうとした。が、手首を折紙にがっしりホールドされているため、動けない。折紙の華きや奢しやな体たい軀くからは考えられないほどの握あく力りよくだった。

「誤解しないで。別に、宿しゆく泊はくしようというわけではない」

「そ、そうなのか……？」

　折紙の言葉に、士道は眉まゆ根ねを寄せながら返した。

　まあ、言われてみればここは、よく折紙に連れ込まれそうになるご休きゆう憩けいがあるホテルではなく、様々な施し設せつが揃ったラグジュアリーホテルだ。いろいろなジャンルのレストランが軒のきを連ね、地下にはショッピングエリアも広がっている。デートコースとしてそうおかしな場所ではなかった。

「確かにそうか……すまん、折紙＋ホテル＝危険って構図が身体からだに染しみついちまってた」

「褒ほめ言葉として受け取っておく」

　折紙はさして気分を害した様子もなくそう言うと、士道の手を引いてホテルの中へと歩いていった。

　高い天てん井じよう。それを飾かざるシャンデリア。それまで硬い音を立てていた靴くつ底ぞこが、絨じゆう毯たんに包まれ鳴りを潜ひそめる。近代建築然とした外観からは想像も付かないような、豪ごう奢しやなエントランスが士道たちを出で迎むかえた。

「はー……」

　士道とて、そう頻ひん繁ぱんに高級ホテルに出入りするわけではない。目をぱちくりさせながら辺りを見回してしまう。が、折紙はさほど気にしていない様子で、エントランスを一直線に横切っていった。

　そしてそのままホテルの奥へ奥へと進んでいき──とあるエリアでようやく足を止める。

「……ん？」

　辺りの様子を見て、士道は不思議そうに首を傾かしげた。

　だがそれも無理からぬことだろう。何しろそこには、様々な意匠を凝らした純白のドレスが、幾いくつも飾ってあったのだから。

「──いらっしゃいませ。ご予約のお客様ですか？」

「そう。五河で予約している」

「五河様ですね。お待ちしておりました。本日担当させていただきます操くり田たと申します。どうぞよろしくお願いします。──では、こちらへどうぞ」

　ホテルの従業員と思おぼしき女性が、丁てい寧ねいに応対してくる。

　士道はキョトンとしたまま、折紙に手を引かれて、ふかふかのソファに腰こし掛かけさせられた。

「…………んん？」

　士道が状況を測りかね、首を捻ひねっていると、操田と名乗った女性が士道と折紙の前にお茶を出し、そののち、何やらパンフレットのようなものを広げていった。

「このたびはおめでとうございます、五河様。──ご予約いただいたブライダルコースですと、こちらのドレスからお選びいただけます。どちらがよろしいでしょうか」

「どう思う、士道？」

「………………んんんんんん……!?」

　折紙がほんのりと頰ほおを染めながら、士道の肩かたに軽くしなだれかかってくる。士道は表情を困こん惑わくの色に染めながら、折紙とパンフレットを交こう互ごに見つめた。

「……あの、ええと、ちょっと理解が追いついてないんだけど、俺は何を選ばされようとしてるんだ？」

「私のウエディングドレス」

「……折紙、結婚するの？」

「正確には、もう入にゆう籍せきは済ませている」

「…………誰だれと？」

　士道が問うと、折紙は少し恥はずかしそうにはにかみながら、士道を指さしてきた。

「──はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」

　ようやく理解が追いついた。思わず叫さけびを上げる。向かいに座った操田がビクッと肩を震ふるわせた。

「ちょ、ちょっと待て。入籍って……いつの間に!?」

「先週の月曜日。大たい安あん吉きち日じつ」

「いや俺した覚えないんだけど!?」

「婚こん姻いん届とどけは私が出しておいた」

「それ勝手に出していいやつじゃないですよねぇ!?」

　士道が叫ぶと、折紙は「落ち着いて」と士道の肩に手を置いてきて。

「冷静に考えて、士道。あなたは今何歳？」

「は……？　そ、そりゃあ一八歳だけど……」

「そう。私も」

「だ、だから……？」

「問題ない」

「大アリだよ！」

　むしろ問題以外なかった。頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようする。

　するとそんな士道を見てか、折紙が小首を傾げてきた。

「私とじゃ、嫌いや？」

「や、嫌とか、そういうことじゃなくてだな……そういうのは双方の合意があって初めて……」

「私のこと、嫌きらい？」

「いや、だから……」

　士道が答えに窮きゆうしていると、やがて折紙が、堪こらえきれないといった様子でくすくすと笑い出した。

「折紙……？」

「──冗じよう談だん」

「……え？」

「小こ粋いきなオリリンジョーク。驚おどろいた？」

　言って、折紙が士道の目を見つめてくる。

　士道は数秒の間息を止めてから、ようやく吐と息いきを吐はき出した。

「……折紙、おまえなぁ……マジで心臓止まりかけたぞ……」

「まさか実印の入っている戸と棚だなにトラップが仕掛けられているとは思わなかった。琴里、恐おそろしい子」

「いや未み遂すいまではしてたのかよ!?」

　再び悲鳴じみた声を上げる。するとまたも折紙が、可お笑かしそうに笑ってきた。……どうやら、それも冗談だったらしい。やれやれとため息を吐つく。

　折紙はしばしのあいだ笑っていたが、やがてふっと目を伏ふせると、呟つぶやくように言ってきた。

「──士道のそんな大声、久々に聞いた」

「いや、そりゃ大声も出るだろ……」

　士道が頰をかきながら答えると、折紙は静かに続けてきた。

「この一年、どんなに明るくしていても、どこか元気がないように感じたから」

「…………っ」

　折紙の言葉に、士道は小さく息を詰つまらせた。──まるで、全すべてを見み透すかされているような気がして。

「…………」

　折紙は優やさしげに、しかしどこか寂さみしげに微笑ほほえむと、テーブルの上に広げられたパンフレットを手に取った。

「士道、私にはどれが似合うと思う？」

「え──」

「このコースは、もともとドレスを着た記念写真だけを撮とるプラン。──それくらいは、付き合ってくれる？」

「あ、ああ……」

　士道は気け圧おされるように小さくうなずくと、折紙によく似合いそうな純白のドレスを指さした。







　それからおよそ一時間後。

　士道は、ホテル内にある待合室で椅い子すに腰掛けながら、ぼうっと虚こ空くうを眺ながめていた。

　その装よそおいは、仕立てのよい白のタキシードである。そう、折紙がウエディングドレスで写真を撮るということは、その隣となりに立つ士道もまた、それに応じた格好をせねばならなかったのである。

　……厳密に言うと以前にも一度似たような格好をしたことがある士道ではあったが、だからといって慣れるようなものではない。そこはかとない窮きゆう屈くつさに、小さく肩を回す。

　けれど今士道が覚えている居い心ごこ地ちの悪さは、きっとその煌きらびやかな装いのみによるものではないだろう。誰にも聞こえないくらいの小さな声で、ぽつりと零こぼす。

「……元気がないように感じた、か」

　先ほどの折紙の言葉が、頭の中をぐるぐると巡めぐる。

　──十香が消えてしまってから、一年。士道の心には、未いまだ後こう悔かいが残ったままだったのである。

　無論、頭では理解できているのだ。十香が純じゆん粋すいな精せい霊れいである以上、あの結末は避さけられないことだった。

　他ほかの皆みなは無事で、澪も消えてしまったとはいえ、本ほん懐かいを遂とげることができた。十香もまた、天てん香かのおかげで、最さい期ごのときを過ごすことができた。仮にもう一度やり直したとしても、あれ以上の結果は得られまい。

　けれど、ふと思ってしまうのだ。

　あのときの自分の選せん択たくは本当に正しかったのか。もっとできることがあったのではないか──と。

「むう……」

　皆に心配をかけまいと、努めて平静を装っていたつもりだったが、どうやら折紙には違い和わ感かんを見取られてしまっていたらしい。……いや、口には出さないだけで、他の皆もそう思っていたのだろうか。

　心配をかけまいとして逆に心配をかけてしまうとは、なんとも間の抜ぬけた話である。士道は腕うで組ぐみしながら、気まずげに小さく唸うなった。

「──新しん郎ろう様、新婦様のご準備が整いました」

　と、そこで待合室の扉とびらが開いたかと思うと、先ほどの従業員・操田が顔を出してくる。士道は慌あわてて腕組みを解ほどくと、椅子から立ち上がってそちらに向いた。

「あ、はい。……厳密には新郎ではないですけど」

「あ、そうでしたね。これは失礼」

　言って操田がうふふ、と口元に手を当てながら笑う。……なんというのだろうか、若さゆえの勢いでテンションが上がってしまっているカップルに、あえて乗ってあげているような大人の余よ裕ゆうを感じた。

「さ、ではこちらへ」

「はい」

　士道は操田のあとについて廊ろう下かを歩くと、折紙が待っている部屋へと辿たどり着いた。

「失礼します」

　数度のノックのあと、操田が扉を開ける。士道は促うながされるままに部屋の中へと足を踏ふみ入れた。

　そして──

「────」

　一いつ瞬しゆん、言葉を失う。

　しかしそれも当然ではあった。純白のウエディングドレスをその身に纏まとった折紙は、文字通り息を吞のむほどに、美しかったのである。

　彼女の色素の薄うすい髪かみを優しく覆おおう薄絹のベール。窓から差し込んだ明かりによって星ほし屑くずのように煌めくスパンコール。恐らくその装いに合わせて化け粧しようも施ほどこしたのだろう。白い面おもてに引かれた淡あわい色のルージュが、微かすかな、しかし確かな笑みの形を描えがいていた。

　まるで、精霊であった頃ころの折紙を思わせる装い。──それくらいに神秘的な美しさを、今の折紙はその身に纏っていたのである。

「──どう？　士道」

「ああ……よく似合ってるよ。正直、驚いた」

「そう。士道も、よく似合っている」

「ははは……」

　面と向かって褒ほめられると、なかなかに照れくさいものである。士道は恥ずかしそうに笑った。

　すると、そんな二人を微笑ましげに見ていた操田が、促すように言ってくる。

「ふふ、ではお二方、これから撮さつ影えいに入ります。ホテルの裏手にチャペルがございますので、そちらに向かいましょう」

「あ、はい。じゃあ、行こうか折紙」

「──うん」

　折紙は小さくうなずくと、士道の腕に手を載のせてきた。──ホテルに入ったときとは別人のような、優しげな手つきで。

　士道はそのあまりの違ちがいに苦く笑しようしながらも、折紙をエスコートするように廊下を歩いていった。

　と、その道中、折紙がぽつりと呟く。

「──士道。初めて会ったときのことを、覚えている？」

「え？　ああ──よく覚えてるよ。両方な」

　士道は小さく肩かたをすくめながらそう答えた。

　そう。なんとも奇き妙みようなことではあるが、士道と折紙の初対面は、二回存在したのである。

　折紙にとっては、六年前の大火災のとき。士道にとっては、高校二年生になったばかりのときが、主観的な初対面に当たるのだ。

　折紙は小さくうなずくと、あとを続けた。

「高校二年生で同じクラスになってすぐ、士道は私に告白してくれた」

「ぶ……ッ！」

　折紙の言葉に、思わず咳せき込む。

　そのことは士道もよく覚えていた。──士道が精霊攻こう略りやくの任を帯びたばかりだった頃、女の子を口く説どく訓練相手にと、手近なクラスメートである折紙が選ばれてしまったのである。……無論、折紙が〈ラタトスク〉の庇ひ護ご下に入ったあと、その辺りの事情は説明していたのだが……

「え、ええとだな、折紙。確かにそれはそうなんだが、その……」

「告白は告白。自分の発言には責任を持つべき」

「……まったくもってその通りです」

　ぐうの音も出ない正論だった。肩をすぼめながらか細い声で返す。

　元はといえば、無断でクラスメートを練習台にした〈ラタトスク〉側に問題があるのだ。その点に関しては折紙に非は一いつ切さいなかった。

　しかし折紙は「でも」とあとを続けた。

「前にも言ったとおり、あのときの私が士道に抱いだいていた感情は、きっと依い存そん心しんだった。自分に足りないものを、あなたを使って埋うめようとしていただけ。そういう意味では、あなたの告白を受け入れる資格は、あのときの私にはなかった」

「折紙……」

　士道は微かに眉まゆ根ねを寄せると、首を横に振ふった。

「言っただろ。おまえに頼たよられるなんて、光栄さ」

「──ふふ」

　折紙は嬉うれしそうに微笑むと、顔を上げた。

「ありがとう、士道。でも、大だい丈じよう夫ぶ」

　すると、まるでそれに合わせるように前方の扉が開き、光が二人を照らした。

　ホテルの裏手に広がる、広大なスペースが姿を現す。石造りの地面の先に、白いチャペルが鎮ちん座ざしていた。

　目映まばゆい光に覆われた折紙が、士道の目を見つめながら、口を動かす。

「──今度は、自信を持って言ってみせる。

　今私の胸の中にあるこの感情は、紛まぎれもなく──愛だと」

「────」

　士道は思わず目を見開くと、折紙の姿に目を奪うばわれてしまった。

　光のベールを纏うその姿が。

　そして永きに亘わたる戦いと苦く悩のうを乗り越こえて辿り着いたその表情があまりに美しく──

　まるで、本物の天使のように見えてしまったのである。

「──さ、お二方、まずはチャペルの前へどうぞ！」

「……！」

　操田の声に、士道はまるで石化から解けたかのようにハッと肩を揺ゆらした。

「さあ、士道」

「あ、ああ」

　折紙が、優しく促してくる。士道は小さくうなずくと、折紙とともにチャペルの前へと歩いていった。

　すると、操田の横に控ひかえていたカメラマンが、ファインダーを覗のぞきながら細かく指示を発してくる。士道と折紙はそれに従い、立ち位置や姿勢を微び調ちよう整せいすると、レンズに向かって微び笑しようを作った。

「では撮とりますよ。はい、チーズ──」

　──瞬間。

「…………っ！」

　士道は、驚きよう愕がくに目を丸くした。

　だがそれも当然である。何しろ、シャッターが切られようとしたそのとき、折紙がぐいと士道の手を引き、頰ほおに優やさしく口づけてきたのだから。

　かしゃり、とシャッターが切られる。ベールが風に揺れる。操田があらあらと口元を押さえる。

　まるでシャッター音に合わせたかのように、チャペルの周囲にいた白い鳩はとたちが一いつ斉せいに空に舞まった。
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「──今日はありがとう。楽しかった」

　怒ど濤とうの如ごとき撮影のあと。

　着き替がえを済ませた折紙は、待ち合わせ場所であった噴ふん水すいの前でそう言った。

「ああ……俺も楽しかったよ。……いろいろと予想外なことはあったけど」

　ほんのりと頰を染めながら頭をかく。そんな士道の様子を見てか、折紙は小さく口元を緩ゆるめた。

「……あ、でもできあがった写真は、あんまり人に見せないでくれよ。収拾が付かなくなりそうだ……」

「わかっている。──私と士道の本当の結けつ婚こん式まで、誰だれにも見せない」

「おいおい……」

　士道が苦笑すると、折紙はふっと目を伏ふせた。

「──今日の撮影は、一種の決意表明のようなものだった」

「決意表明……？」

　士道が問うと、折紙はこくりとうなずいてから、続けた。

「この世界から、精霊の力は失われた。元精霊の精神状態が乱れたとしても霊力は逆流せず、災害が起こることはない。それはつまり──士道、あなたが特定の誰かを選んでも問題ないということを示している」

「そ、そういうもんか……？」

　言われて、士道は頰に汗あせを垂らした。折紙の言っていることが理解できないわけではないが……改めて言葉にされるとどうも困こん惑わくしてしまう。

「でも士道。あなたの目には──きっと十香が映っている。一年を経へた今でも変わらず。……いえ、むしろ一年前より、強く」

「それは……」

「──それが愛や恋こいと呼ばれるものなのかは、私にはわからない。けれどきっと、その感情がある限り、士道は誰かを選ぶことができない。十香が消えてしまったのに、自分が幸せになってもいいのか──と、あなたは心のどこかで、そう考えてしまう。……そんなあなただから、私はきっと好きになったのだけど」

「…………」

　折紙の言葉に、士道は無言になった。

　すると折紙はゆっくりと目を開き、士道の目を見つめてくる。

「私が十香のことを忘れさせてみせる──と、昔の私なら言ったのかもしれない」

　でも、と折紙が続ける。

「今の私は、そうは思わない。──十香のことを忘れたりしたら、許さない。そんな士道は、私の愛を受け取るに値あたいしない」

「……！」

　まっすぐな視線を士道に向けながら、折紙がそう宣言する。その双そう眸ぼうに灯ともった強い意志の光に、士道は思わずごくりと息を吞のんだ。

　けれど、それは戦せん慄りつとも恐きよう怖ふとも違った。

　どちらかというと──そう、強い仲間を得たかのような、安心感に近い気がした。

「ああ……俺も、そう思う」

「そう。だから私は──十香を超こえてみせる。最高の女になってみせる。あなたが十香を想おもい続けながらも、私の愛に応こたえずにいられなくなるくらいに」

　トン、と折紙の指先が、士道の胸むな元もとに触ふれる。

　まるで、心臓を銃じゆうで撃うち抜ぬくかのように。

「────」

　士道は一いつ瞬しゆん目を見開いたのち──

「……ああ、楽しみにしてるよ」

　ふっと微笑ほほえみ、そう答えた。




　　　　◇




　──夕ゆう陽ひが沈しずみかけたこの時間を黄昏たそがれ時どきと呼ぶのは、誰たそ彼、という言葉からきているらしい。

　誰そ彼──あなたは誰だ。つまりは、遠くから歩いてくる人の顔さえも見とれないくらいに薄うす暗ぐらくなった時間。

　人ひと影かげだけは感じ取れる。けれど誰かはわからない。自分の知ち己きか。赤の他人か。それとも何か魔ま性しようのものか──

　闇やみは人の根源的な恐怖を呼び起こす。それは、人間が電気という文明を得た今も変わらない。

　だからこそ、だろう。

　黄昏時が、逢おう魔まが時ときとも呼ばれるのは。

「────ッ」

　背後に現れた気配に、折紙は全身を緊きん張ちようさせた。

　振り向くと同時に姿勢を低く取り、油断なく辺りを見回す。

　すると、気配を消すでも足音を殺すでもなく、至し極ごく無造作に、その人影は姿を現した。

「──誰」

　問うも、その人影は答えなかった。

　距きよ離りが遠い。顔は見とれない。けれど敵意とも殺意とも取れない負の感情だけが渦うずを巻いていることだけは明確に感じ取れた。

「ア、ア、ア、ア──」

　断続的な、掠かすれたような声こわ音ね。

　それはもはや人というよりも、荒あらぶる獣けものを想起させた。

「アアアアアアアアアア──ッ！」

「……っ！」

　咆ほう吼こうとともに、人影が折紙に向かって跳ちよう躍やくしてくる。折紙は顔をしかめると、反はん撃げきに転じるため手をかざした。

　だが──

「……！　あなたは──」

　黄昏の距離を超えた瞬間、折紙は見てしまった。

　絶望に染まった、その顔を。

「────────」

　次の瞬間。

　獣の爪つめが、折紙の胸を切り裂さいた。








第二章　本ほん条じよう二に亜あ









　あたしが精せい霊れいになったのは、ええと、どれくらい前だったかな？　あー、ほら、あれ。『次元騎き士しグランガー』が放送してた頃ころ。……ん？　知らない？　あの名作を？　マジで言ってる？　見る？　あるよウチに。ＶＨＳだけど。

　……まあ、それは置いといて。精霊の話ね。

　うーん……れーにゃんを恨うらんでるか、か。そりゃいろいろあったからねぇ。さんざ人間不信にもさせられたし、ＤＥＭにとっ捕つかまって頭ガリガリされたし。もともとＦカップくらいあったおっぱい減らされたし……ん？　それはもともと？　まあとにかく、要はどんな高性能天使もらっても釣つり合わないっつーことよ。

　でも、そうだねぇ。精霊になってなきゃ、他ほかのみんなとか、少年には出会ってなかったわけだよねぇ。

　フツーに漫まん画が描かいて、フツーに連れん載さい取って、フツーに売れて……って、おっと、ちょっといいこと言おうとしたのに、元の人生がわりと順調そうで困ったことになっちゃったぜ。

　えーと、まあ、なんだ。慣れないことはするもんじゃないね。漫画家が真ま面じ目めなのは紙の上でだけなのさ。

　とりあえずあたしから言えるのは、みんなと遊ぶのは楽しいし、少年のゴハンは美味おいしいってことくらいだね、うん。

　でも、それより大事なことなんて、人生見み渡わたしてもそんなにないんじゃない？




　　　　◇




　琴こと里りがその通信を受け取ったのは、四よ糸し乃のや六む喰くろ、七な罪つみ、真ま那なという中学校メンバーとともに、喫きつ茶さ『ラ・ピュセル』に寄っているときのことだった。

　琴里たちが注文したのは、季節のオススメケーキセット。春のメニューは、宝石のようなイチゴがたっぷり載のったストロベリーショートである。琴里は四糸乃や六喰たちとともにキラキラと目を輝かがやかせながらスマートフォンで写真を撮とると、「いただきます」と手を合わせてからフォークをケーキに刺さし、あーんと口を開けた。

　その瞬しゆん間かん、撮さつ影えいの任を終えテーブルの上に安置されていたスマートフォンが、軽快な着信音を響ひびかせ始めたのである。

「……んん？」

　琴里は口を開けたまま、視線をスマートフォンの方にやった。

　画面には、『大地に咲さく一輪の花・ＭＡＲＩＡ』の名が表示されている。まあ要するにマリアからの通信だった。……当然であるが、琴里がこの名で登録したわけではない。ちなみに先週は『触ふれ得ざる者・ＭＡＲＩＡ』で、先々週は『美しい魔ま闘とう家か・ＭＡＲＩＡ』だった。気分によって変えているらしい。

「あむっ」

　とはいえ、ここまで来て手を止めることはできない。琴里はそのままケーキを頰ほお張ばった。着信音が鳴り響く中、もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「って、出ねーんですか？」

　はす向かいに座っていた真那が、目を丸くしながら言ってくる。琴里は旬しゆんのイチゴの甘あま味みと酸味を堪たん能のうしてから、ふうと息を吐はいた。

「んーん、出る出る。でも、一回フォークに刺したケーキをまた皿に置くのは、ケーキに失礼っていうか」

「そ、そういうものですかね」

　言って、真那がぽりぽりと頰をかく。

　まあ、緊きん急きゆう事態ということはあるまい。本当に火急の用がある場合は緊急回線を使うはずだし、何より、深刻な話題のときは着信時の登録名が『ＭＡＲＩＡ』のみになるのである。今のように遊び心が見えているときは大たい概がい、神かん無な月づきが艦かん橋きようで奇き声せいを上げているとか、二亜が休きゆう肝かん日びを守らないとか、どうでもいい愚ぐ痴ちや世間話が多いのだ。

　ケーキとて生なま菓が子し。あまり放置しては表面が乾かわいて風味が落ちてしまう。あまり電話が長引くようなら一度切ってかけ直すことにしよう──

　と、琴里がそんなことを考えながら通話ボタンをタップしようとすると、そこで着信音が途と絶だえた。

　一瞬諦あきらめたのかと思ったが──違ちがう。スマートフォンの画面にマリアの顔が映し出されたかと思うと、スピーカーから聞き慣れた声が響いてきたのである。

『おや、いるではないですか、琴里。早く出てください』

「うえっ!?」

　突とつ然ぜんのことにビクッと肩かたを揺ゆらす。同じテーブルを囲んでいた四糸乃や七罪も、驚おどろいたように目を丸くしていた。

「ちょ、ちょっとマリア？　何してるの？」

『何、と言われましても。相談したい用件があったので電話しただけですが』

「いやそこじゃなくて！　なんで触さわってないのに通話状態になるの!?」

　琴里が言うと、画面の中のマリアはフッと不敵に口元を歪ゆがめた。

『わたしの手にかかれば、スマートフォンの遠えん隔かく操作など、ルービックキューブの目を全すべて合わせるようなもの』

「……いやそのたとえ結構難しそうじゃない？」

　七罪が半眼を作りながら言うも、マリアはケロッとした様子で目を瞬しばたたかせた。

『そうですか？　至し極ごく容易な比ひ喩ゆとして用いたつもりだったのですが。──ああ、安心してください。事前に遠隔操作アプリを仕込んだりはしていませんので』

「仕込んでないのに操作できる方が怖こわいんだけど!?」

　琴里は「んもー……」と頭をかくと、スマートフォンを手に取り、画面のマリアと視線を合わせるようにしながら続けた。

「それで、相談って？　また神無月が何かした？」

『いえ。気にしすぎかもしれないのですが──少々、気になる反応が観測されたもので』

「……気になる反応？」

　マリアの言葉に、琴里はピクリと眉まゆの端はしを揺らした。

「それって、外じゃない方がいいかな？」

『ええ、できれば』

「んー……そっか。わかった」

　琴里はそう言うとスマートフォンの画面をタップし、通話を切った。

　そして残ったケーキをパクパクと頰張ると、紅茶を飲んでふうと息を吐く。

「──ごめん、みんな。私ちょっと先行くね」

「それは構いませんが……何かあったのなら、真那たちも同行しましょうか」

「んーん、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。大したことじゃないと思うから。せっかくなんだし、みんなはゆっくりケーキを楽しんでって。あ、これお会計ね」

　琴里は真那にケーキの代金を手て渡わたすと、「じゃーねー」と手を振ふりながら店を出ていった。

「…………」

　颯さつ爽そうと道を歩きながら白いリボンを解ほどき、代わりにポケットから取り出した黒いリボンで髪かみを括くくり直す。

　そしてそのままひとけのない路地裏へ歩いていくと、次の瞬間、ふわりという浮ふ遊ゆう感かんが全身を包み──琴里は、〈フラクシナス〉の艦橋へと移動していた。

「お待ちしていました、司令。おくつろぎのところ申し訳ありません」

〈ラタトスク〉の制服を着た女性が、敬礼をしながら言ってくる。〈フラクシナス〉クルーの一人、〈藁人形ネイルノツカー〉椎しい崎ざきだ。精霊が消えてから〈フラクシナス〉の仕事は減ったとはいえ、最低限のクルーは交代制で艦橋に詰つめているのだった。

「いいわ。それより」

「はい、こちらへ」

　椎崎に鞄かばんを預け、艦長席へと向かう。その側そばには既すでに、マリアが控ひかえていた。

「──で、気になる反応っていうのは何、マリア」

「ええ」

　マリアは短く言うと、艦橋のメインモニタに向き直った。

　するとそれに合わせるように──艦の制せい御ぎよをしているのはマリアなので、実際合わせているのだろう──モニタに数字とグラフが表示される。

「ふむ……」

　琴里は艦長席に腰こし掛かけながら目を細めた。

　それは、観測機が捉とらえた空間の揺らぎを示す数値と図であった。通常、空くう間かん震しんの予測に用いるものである。始原の精霊が消え、空間震が発生しなくなった今となってはあまり目にする機会のないものだったが、マリアは今も恒こう常じよう観測を続けていたらしい。

　と、上から順に数字を見ていた琴里は、ぴくりと眉の端を揺らした。

　ほんの僅わずかであるが──空間に揺らぎのようなものが観測されていたのだ。

「これは……」

「ええ。ここ数週間、数値に変化が見られます。とはいえ本当に細さざ波なみ程度のレベルですので、機器の誤差と考えていました。ただ──」

「ただ？」

　琴里が問い返すと、マリアはモニタに手をかざした。

　するとそれに合わせて、モニタに表示されていた画面が別のものに切り替かわる。……本来そういった動作は必要ないはずなのだが、マリアに言わせればこだわりというやつなのだろう。

　新たに表示されたのは、地図だった。しかも天てん宮ぐう市近きん郊こうを表したものではなく、日本列島を中心とした世界地図である。

　そしてその地図に重なるようにして、何やら大きな赤い波は紋もんのようなものが描えがかれていた。

　一瞬キョトンとした琴里だったが、すぐに気づいた。──世界を飲み込むその赤い波紋が、揺らぎの観測範はん囲いなのだと。

「！　まさか、こんな広範囲に？」

「はい。まるで──世界そのものが脈動しているかのように」

「…………」

　マリアの言葉に、琴里は表情を険しくした。

　確かに誤差とも言えるくらいの微び弱じやくな反応だ。恐おそらくＡＳＴあたりの観測機では捉えることさえ困難だろう。

　けれど、日本はおろか、ユーラシア大陸、太平洋、オーストラリアにアメリカ西海岸までを覆おおう観測範囲を目にすると、さすがに放置しておけとは言い難がたかった。

「……マリア、引き続き観測を続けてちょうだい。空間の揺らぎだけじゃなく、念のため霊れい波は反応や魔力反応も」

「了りよう解かいです。──二号機から五号機も、アルバイトから帰り次し第だい作業に着かせましょう」

「ええ、お願い──って、ん？」

　琴里はうなずきかけて、奇き妙みような言葉に首を捻ひねった。

「マリア、今なんて？」

「はい？　ああ、二号機から五号機ですよ。わたしのインターフェースボディが複数存在することはご存じでしょう？」

「それは知ってるけど……」

「ああ、もしや、同じＡＩで統とう括かつしている個体を複数稼か働どうさせる意味についてですか？　確かにそれらのボディは全てわたしが管理していますが、それぞれに補助用の演算装置が搭とう載さいされています。無論〈フラクシナス〉のそれとは比べるべくもありませんが、並列運用すればそれなりの効果が期待できます。いくらわたしが形から入るタイプとはいえ、別に仕事をしている風のポーズのためだけに集めるわけではありませんよ」

「いやそうじゃなくて。アルバイトってなに？」

　琴里が汗あせを滲にじませながら言うと、マリアはふっと視線を逸そらした。

「始原の精せい霊れいが消えてから一年。空間震や霊力の逆流の危険がなくなり、さすがに今までのように雑な申しん請せいでは予算が下りづらくなりました。しかしわたしもＡＩとはいえ年とし頃ごろの乙女おとめ。欲ほしいものはたくさんあります。洋服、アクセサリー、化け粧しよう品。あと外装用のワックス、演算用のスパコン、いざというときの燃料気化爆ばく弾だん……となれば、自分の身で稼かせぐほかありません」

「なんか後半おかしくない!?　ていうかそんな機密まみれの身体からだでアルバイトなんて危険過ぎるでしょ!?」

「ああ、その点はご心配なく。〈ラタトスク〉に決して迷めい惑わくのかからない場所で働いていますので。個人情報の詮せん索さくは一いつ切さいなし。多少身体に負担はかかりますが、仕事さえこなせば高収入が望めます。まあ、心情的に働きたい場所でないことは確かですが……」

「いや一体どこで働いてるのよ!?」

　あまりに怪あやしい内容に、琴里は思わず悲鳴じみた声を上げた。




　　　　◇




「──ええと、確か一八〇一号室だったよな」

　士し道どうは記き憶おくを思い起こすように独り言を呟つぶやくと、その数字を端たん末まつに入力していった。

　するとピンポーン……という音が鳴り、すぐにスピーカーから聞き慣れた声が聞こえてくる。

『はーやーくーきーてー……』

　そんな声と同時に、マンションエントランスの入り口が開く。士道は手にした買い物袋ぶくろを握にぎり直すと、その中へと足を踏ふみ入れていった。

　そしてそのままエレベーターへと乗り込み、目的の階へと上っていく。

　士道が今訪おとずれているのは、五いつ河か家隣となりのマンションではなく、市内にあるタワーマンションだった。──元精霊にして漫まん画が家か・本条二亜の住居兼けん仕事場である。

　なんでも原げん稿こうの進行がかつてないレベルで危険域に達しているらしく、先ほどわざとらしい啜すすり泣きつきで士道の携けい帯たい電でん話わに連れん絡らくが入ったのだ。

　あまりの大根芝しば居いに苦く笑しようするしかなかった士道ではあるけれど、特別忙いそがしいわけでもなかったため、こうして要よう請せいに応こたえて応おう援えんにやってきたのだった。

「にしても、随ずい分ぶん多いよなぁ。アシスタントは雇やとってなかったはずだけど……」

　ここに来る途と中ちゆうで買ってきた食料をちらと見ながら、誰だれにともなく呟く。

　ここ数日カップラーメンくらいしか食べていないらしく、まともな食事が摂とりたいと訴うつたえていたため、道中材料を買ってきたのだが、二亜からの注文がやたらと大量だったのである。……いつでも食べられるように、作り置きを保存しておこうということだろうか。

　そんなことを考えながら、目的の部屋へと辿たどり着く。士道はチャイムを鳴らそうとドアの横に手を伸のばした。

　するとその瞬しゆん間かん、まるで士道の来訪を悟さとったかのように、バーン！　と扉とびらが開け放たれた。

「わっ!?」

「来てくれたか少年！　待ってたよぉぉぉ……！」

　そう言って二亜が、力ない笑えみを浮うかべてくる。

　歳としの頃二〇歳はたちくらいの、眼鏡をかけた女性である。機能性以外を全て捨て去ったようなジャージを纏まとい、その上に野や暮ぼったいどてらを羽織っていた。利きき手には薄うす手での手袋を着けているのだが、人差し指、中指、親指部分が切り取られており、手の側面は黒く汚よごれている。ヘアバンドで制圧された前髪。それと入れ替わりになるように額を蹂じゆう躙りんする冷れい却きやくシート。それら全すべてが渾こん然ぜんとなって、彼女を鬼き気き迫せまる決死兵のように見せていた。

「お、おう……ホントに大変そうだな……」

「ヤッバいよー。あたしも連れん載さい長いけど、こんな修しゆ羅ら場ばは──ええと、二ヶ月ぶりくらい」

「わりと頻ひん度ど高いな!?」

　士道が声を裏返らせると、二亜はえっへっへ……と笑って肩かたをすくめてみせた。

「ま、とにかく来てくれて助かったよ。ここんとこインスタントなものしか食べてないからパワー出なくってさぁ……とりあえずお腹なか空すいたから朝ごはんお願いしていい？」

「お、おう」

　今の時刻は一三時。もうとうに朝ごはんという時間ではなかったのだが、士道は突つっ込めなかった。たぶん、朝から何も食べていないのだろう。

「材料は買ってきたから、台所借りるぞ。簡単な調理器具くらいはあったよな？」

「うん、あるある。新品同然ピッカピカのが」

「少しは使ってやれよ……」

　士道は額に汗を滲ませながら、幾いくつもの段ボールや本が堆うずたかく積まれた廊ろう下かを抜ぬけ、キッチンへと歩いていった。

「ん……？」

　と、その道中、士道は足を止めた。理由は単純。二亜の作業場となっているリビングスペースに、人の気配があったからだ。

「──五ページ目、背景上がりました」

「こちらも、トーン完かん了りようです」

「では双そう方ほうのデータをこちらへ。統合して確かく認にんします」

　──などと。

　作業場に並べられた机に、全く同じ貌かおをした少女が着き、タブレットに向かって作業をこなしていたのである。

「マリア？　何してるんだ、こんなところで」

　予想外の光景に、士道は目を見開いた。そう。そこにいたのは、〈フラクシナス〉ＡＩマリアのインターフェースボディたちだったのである。

　作業していたマリアたちが、一いつ斉せいに士道の方に目を向けてくる。

「こんにちは。士道も呼ばれたようですね」

「臨時のアルバイトです。わたしとしてもこのような劣れつ悪あくなる環かん境きよう下で働くのは本意でないのですが、自由に使えるお金が欲しいもので」

「ちなみに特別時給は一人あたり二万円です。二亜は切せつ羽ぱ詰つまっているとお金の勘かん定じようが雑になるので、士道も今のうちに要求した方がいいですよ」

　マリアたちが淡たん々たんとそう言って、再び作業に戻もどる。二亜がやれやれといった様子で肩をすくめた。

「マジで人手が足りなくてさー……なっつんも中学校通い始めてから捕つかまりづらくなるし……ま、口は悪いけど作業は正確だから、仕上げには重宝してるよ」

「な、なるほど……」

　と、士道はそこでもう一つあることに気づいた。

　マリアたちの並ぶ机の端はしの席に、マリアとは別の人物が一人、確認できたのである。

　黒のジャージに、乱雑に纏まとめられた淡あわい色の金きん髪ぱつ。──間ま違ちがいない。元ＤＥＭの魔術師ウイザードにして、現〈ラタトスク〉機関員・エレンだ。

「はぁ……はぁ……これでどうですか？」

　何やら息も絶え絶えといった様子で、エレンが一枚の紙を示してくる。なぜか一人だけアナログ作業だった。

　すると二亜が「んー？」とあごをさすりながらエレンの手元を覗のぞき込み──側そばに置いてあったハリセンで、ばちこーん！　とエレンの脳天を叩たたいた。

「ちがーう！」

「つ……っ！　な、何をするのです！」

「何をするのです！　じゃないわー！　ベタも塗ぬれない、トーンも貼はれない、おまけに機械オンチだっていうから仕方なくゴム掛かけさせてるのに、なんで消しゴムさえまともに使えないんじゃこらー！　線残りまくってるじゃん！　どんだけ腕わん力りよくないのエレっち！　こんなんでプロの漫画家になれると思ってんの!?」

「誰もプロになりたいなどとは……」

「シャラーップ！　とにかくやり直し！　もっと体重かけて力と愛を込こめて！」

「ぬぐぐぐぐ……」

　エレンが悔くやしそうに唸うなりながら作業に戻る。二亜が「ったく……」とハリセンを肩に担かついだ。

「え、エレンまでいたのか……」

「ん？　ああ、人手が足りないって言ったらついでに派は遣けんされてきたんだけど、んまー見ての通り。こっちも最初は、昔痛い目に遭あわされたからスパルタでこき使っちゃるわい！　と思ってたけど、予想以上に何も出来なさすぎて逆に心折れそう」

　二亜がはあとため息を吐つくと、補足するようにマリアが声を上げてきた。

「ちなみにエレンは〈ラタトスク〉機関員なので、固定給です」

「は、はは……」

　と、士道が力なく苦笑していると、二亜の背後にぬっと人ひと影かげが現れ、二亜の手からハリセンを奪うばい取って、そのまま二亜の頭をスパーン！　と叩いた。

「あたー!?　な、何するのさー！」

　二亜が頭を押さえてうずくまると、背後に現れた人影──もう一人のマリア（なぜか黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけ、『制作進行監かん督とく役』と書かれた腕わん章しようを着けている）が、やれやれといった様子で息を吐はいた。

「それはこちらの台詞せりふです。エレンのことを言える立場ですか。早くメインキャラのペン入れに戻ってください」

「はーい……」

　二亜が頭をさすりながら、インク瓶びんやペンが置かれた自分の作業机に戻る。どうやら二亜もアナログ作業らしい。そういえば、仕上げは徐じよ々じよにデジタルに移行しているが、下書きとペン入れだけはまだ慣れないらしく、アナログでやっていると言っていた気がする。

「さて、士道。食事の準備をお願いします。二亜と、エレンと、士道。あとはわたしたちが四人いるので、合わせて七人前です」

「了りよう解かいだ。ちょっと待ってな」

　なるほど、この人数ならば大量の食材も納なつ得とくである。士道は大おお仰ぎようにうなずくと、キッチンへと歩いていった。

「よし──じゃあちゃっちゃと作るか」

　そして手洗いを済ませ、調理を開始する。

　修羅場ということは事前に聞いていたので、メニューはサンドイッチにした。これならば作業をしながらでも食べられるし、挟はさむ具材を変えるだけで様々な味を楽しむことができると考えたのである。

　士道は道中のベーカリーで買ってきた焼きたてのパンをスライスすると、次々と具材を挟んでいった。ハムたまチーズにツナサンド。たっぷりのローストビーフにホースラディッシュソースを添そえて。ぴりっと辛から子しを利かせたカツサンドに、生クリームとイチゴを挟んだフルーツサンドなども用意する。

　およそ三〇分後。白い皿の平原に、食べやすい大きさにカットされた色とりどりのサンドイッチが花を咲さかせていた。

「さ、出来たぞみんな」

『……！』

　士道の声に反応してか、作業場から爛らん々らんとした視線が向けられる。まあ、主に二亜とエレンだったが。

　士道は苦笑しながらそちらに歩いていくと、サンドイッチの皿を数カ所に配置していった。

「やっほーいただきます！」

「じ、一二時間ぶりのまともな食事です……」

　などと言いながら、二亜とエレンがサンドイッチに手を伸ばす。二亜は「うーまーいーぞー！」と口から光を吐き（イメージ）、エレンは「うっ、うう……」と目に涙なみだを浮かべていた。

「まったく、二人ともみっともないですね」

「如い何かに飢うえていようと、食事は優ゆう雅がにいただきたいものです」

　言ってマリアたちもまた、除じよ菌きんシートで手を拭ぬぐってから、サンドイッチを食べ始める。マリアの内燃機関は有機物を燃料にすることも可能らしく、人間と変わらぬ食事をすることができるという話だった。

「はは……まあでも、喜んでもらえるのは嬉うれしいよ」

　士道はローストビーフサンドを手に取ると、一口囓かじって咀そ嚼しやくした。芳ほう醇じゆんな肉の旨うま味みとホースラディッシュの辛みが絶ぜつ妙みようなハーモニーを奏かなでる。手て前まえ味み噌そながら、なかなかの味だった。

「ふひー……生き返ったー……。当たり前だけどやっぱごはん食べないと駄だ目めだね。人間は仕事のために生きてるんじゃなくて、生きるために仕事をするんだよ。そこを間違えるとおかしなことになる」

　お腹が膨ふくれて幾いく分ぶんか落ち着きを取り戻したらしい二亜が、何やら悟さとったことを言い始める。が、制作進行のマリアが、やたら腰こしの入ったハリセンの素す振ぶりを始めたので、すぐに居住まいを正していた。

　インク瓶にペン先を浸ひたし、慣れた調子で線を引きながら、続ける。

「いやー、でもマジで助かったわ。いつも美味おいしい少年のごはんが神からの恵めぐみに思えたよ」

「はは、大げさだな」

「いやいやマジだって。……あーもー少年ー。ホントにウチに就職しない？　メシスタント専任でいいからさぁ」

「無茶言うなって。俺来月から大学生だぞ？」

　士道が言うと、二亜は大仰な動作で線を引いてから、「それよ」とペン先を士道に向けてきた。

「大学行くのはいいとしてさ、少年は将来やりたいこととか、なりたいものとかあるの？」

「え？」

　突とつ然ぜん問われて、士道は目を丸くした。

　二亜が、眼鏡の奥で目を細めながら続けてくる。

「なんとなく大学四年間通って、なんとなく就職して、なんとなく出世して……まあそれはそれで幸せな人生かもしれないけどさ。もしこれといった目標がないなら、もしくは人生の目標と仕事がイコールじゃないなら、仕事は日々の糧かてを得るだけの存在ってことになるよね？　だったらあたしのトコで働いてもよくない？」

「それは……」

「あたし一応税金対策のためにプロダクションを法人化してるから、正社員扱あつかいにできるよ。給料は相場の倍、いや三倍出してもいい。もちろんボーナス＆昇しよう給きゆうあり。──なんかこう、あたしが誘さそって少年が断るまでがいつもの流れになっちゃってる感あるけどさ、冷静に考えてみてよ。給料よくて、通勤しやすくて、スキルも活いかせる。ついでに美人の上司もいる。ウチ、かなり好条件の就職先だと思うんだけどにゃあ」

「…………」

　二亜の言葉に、士道は押し黙だまった。

　彼女の言うことに、理がないでもないと思ってしまったのである。

　それと同時、一八歳という自分の年ねん齢れいを改めて自覚する。一八歳。士道は大学に進学を決めたが、この歳としから働く者も少なくはない。男性も結けつ婚こんできる年齢であるし、運うん転てん免めん許きよも取れれば選挙権も有している。まだ未成年とはいえ、大人の仲間入りを果たす境界といってもいいだろう。

　今までは高校生であったし、二亜の冗じよう談だんめかした口調も手伝って、まともに取り合ってこなかったところはある。けれど、士道が大学を卒業する段になって、二亜のプロダクション以上に条件のいい会社に就職できる可能性は低いだろう。

　……いや、大事なのはそこではない。士道の心を捉とらえているのは、二亜の一つ前の発言だった。

　──少年は将来やりたいこととか、なりたいものとかあるの？

　それは、士道がずっと心の奥底で自問しながらも、答えを出せていない問いだったのである。

「……ふんむ」

　士道が思考をぐるぐると巡めぐらせていると、二亜があごを撫なでながら息を吐いた。まるで士道の反応から、頭の中の逡しゆん巡じゆんを察したかのように。

　その表情は冷静ながらも少しばつが悪そうで、「少し踏ふみ込みすぎたかにゃあ……？」というような様子が窺うかがい知れた。

「俺は……」

　士道は半ば呆ぼう然ぜんと声を発した。やりたいこと。なりたいもの。子供の頃ころ漠ばく然ぜんと描えがいた夢とは違ちがう、未来の目標。生しよう涯がいを賭としてでも成し遂とげたいこと。それは──

　と、その瞬間、二亜の頭にハリセンが落ちた。

「あいたー！」

「──手が止まっていますよ、二亜。偉えらそうなことを言う前に、キリキリ働いてください。デッドラインまであと六時間しかありませんよ」

　制作進行のマリアが、ギロリと視線を鋭するどくしながら言う。次いでマリアは、士道の方にも視線を寄よ越こしてきた。

「士道も、騙だまされてはいけませんよ。メシスタント専任といいながら、どうせなし崩くずしのままに様々な雑務を押しつけられるのが目に見えています。確かに報ほう酬しゆうはいいかもしれませんが、勤務時間は不定期ですし、残業休日出勤は当たり前です。あとスルーしていましたが美人上司とは一体誰だれのことですか？」

「えー。それはいいじゃんよー」

　二亜が不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。が、マリアのハリセンを恐おそれてか、手は滑なめらかに動いたままだった。

「とにかく、勧かん誘ゆうは修しゆ羅ら場ばを抜ぬけたあとにしてください。──あ、あとエレン。いつまで泣いているのですか。早く作業に戻もどってください。ゴム掛かけが終わったら原げん稿こうのスキャニングです」

　などとテキパキ指示を発し、士道の方に向き直ってくる。

「士道はお疲つかれ様です。非常に助かりました。報酬は後日でいいですか？」

「あ、ああ……」

　士道はマリアの言葉にうなずきながらも、作業場の様子を再度一望し、ぽりぽりと頰ほおをかいた。

「……まあ、乗りかかった船だし、最後まで手伝っていくよ。ベタくらいなら──」

「……！　マジか少年！」

　士道が言うと、二亜がバッと顔を上げ、キラキラした目を向けてきた。







　──そして、それからきっかり六時間後。

「終わっっっっっっっっっっ──────たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────っ!!」

　二亜の叫さけびが仕事場に響ひびくと同時、辺りからまばらな拍はく手しゆが送られた。

「いやー……今回はマジヤバいと思ったけど、何とかなったわー……ホントありがとねみんな……」

　言いながら、二亜がペリペリと額の冷れい却きやくシートを剝はがし、ヘアバンドを外す。長い時間押さえつけられていたからか、前まえ髪がみが寝ね癖ぐせのようにうねっていた。

「とりあえずはお疲れ様と言っておきましょう。ただ、今回なんとかなったからといって、次回以降も同じスケジュールを見込まないよう注意してください。作家は自分のマックスが常に発揮できると勘かん違ちがいしがちですので」

　制作進行のマリアが、眼鏡と腕わん章しようを外しながらほうと息を吐はく。二亜がわざとらしい動作で「へへー！」と平へい伏ふくしていた。……なんとなくだが、またそのうち同じような進行をしそうだなと思う士道だった。

　マリアもそう思ったのだろう。やれやれと肩かたをすくめる。しかし、脱だつ稿こうでテンションが上がっている今の二亜にそれを言ったところであまり効果はないと判断したのか、それ以上何も言わずに、各おの々おの身み支じ度たくを整え始めた。

「では、わたしたちはこれで失礼します。次の仕事がありますので」

　マリアが言うと、二亜が驚おどろいたように目を見開いた。

「えっ、誰のアシ!?　今回あたし以上に原稿ヤバい奴やついんの!?」

「本気なのかボケなのかわかりませんが、わたしは別にプロアシスタントではありません。普ふ通つうに〈ラタトスク〉の仕事です」

　制作進行のマリアが半眼を作りながら言う。二亜は「いっけね、そうだった」と片目を閉じながらぺろりと舌を出すという、少し古いリアクションをした。

「では、お先に」

「インターフェースボディ四体、拘こう束そく二九時間で、報酬は合計二三二万円です」

「月末までに口座に振ふり込んでおいてください」

「えっ、そんなになる!?」

　二亜が目を見開きながら、指を折って計算する。そして、計算が合っていることがわかったのだろう。頰をピクピクさせながら乾かわいた笑えみを浮うかべた。……どうやら、本当に締しめ切きり前のテンションで時給を決めてしまっていたらしい。

「……ま、まあ仕方ないか。原稿料だけだと完全に赤字だけど、連れん載さいに穴を開けずに済んだのは確かだし……」

　二亜が自分に言い聞かせるように言うと、マリアたちは「では」と礼をして去っていった。

　するとそれに次いで、今度はエレンが、幽ゆう鬼きのような表情でよろよろと立ち上がる。

「ベッド……私のベッドはどこです……」

　そしてブツブツと呟つぶやきながら作業場を出て仮か眠みん室へと歩いていったかと思うと、すぐさまバタンと倒たおれ、そのまますぅすぅと寝息を立て始めた。……どうやら、だいぶ前から限界に達していたらしい。

「あーあー……しばらく起きないなこりゃ」

　二亜はぽりぽりと頭をかくと、うつ伏ぶせに横たわったエレンに毛布を掛けてから作業場に戻ってきた。

「ロボ子抜けのエレっちダウンか……ふむ……」

　そして何やら考え事をするように唸うなりながら前髪をかき上げ、士道の方に視線を向けてくる。

「──ねえ少年、このあと時間ある？」

「え？　ああ、別に大だい丈じよう夫ぶだけど、まだ何かあるのか？」

「んー？　いや、せっかく一仕事終わったから、軽く打ち上げでもと思ってさ」

　言って、二亜が小さく肩をすくめてくる。なるほど、士道まで帰ってしまっては一人酒になってしまうだろう。

「はは……じゃあ付き合うよ。でも打ち上げって言っても、食材は粗あら方かた使い果たしちまったぞ。二亜の家の冷蔵庫には酒しかないし、また買い出しにいかないと」

「あー、うん、そうねぇ……」

　と、二亜はまたそこで考えを巡らせるようにあごに手を当てると、すぐに何かを思いついたように視線を戻してきた。

「少年、悪いんだけど、先にマンションの前で待っててくんない？　あたしもすぐ向かうからさ」

「え？　そりゃいいけど、なんでまた」

「んもう！　おねーさんの着き替がえ覗のぞきたいの？　少年のえっち！」

　言って二亜が、自分の肩を抱だきながら身をくねらせる。

「あー……」

　そういえば二亜は今、インクの汚よごれが目立つジャージ姿だった。あまりに似合いすぎているため違い和わ感かんが薄うすれていたが、さすがにそのまま外に出るには少々勇気のいる格好である。

「了りよう解かいだ。じゃあ先に出てるぞ」

「んー、ちょーっと待っててねー」

　二亜がヒラヒラと手を振ってくる。士道は小さく手を上げてそれに返すと、靴くつを履はいて二亜の部屋をあとにした。そのままエレベーターで一階まで下り、マンションの外に出る。

　そして、どれくらい待った頃だろうか。

「……ん？」

　どこかから低い駆く動どう音のようなものが聞こえてきて、士道は顔を上げた。

　その音の正体はすぐに知れた。マンションの地ち下か駐ちゆう車しや場じようから、真っ赤なボディのオープンカーが出てきたかと思うと、士道の前にぴたりと停車したのである。

　丸みを帯びながらもシャープな車体。これ見よがしな左ハンドル。明らかに普通の乗用車とは異なるエンジン音。車にさほど詳くわしくない士道でも、一いつ瞬しゆんで高級車ということが理解できる威い容ようであった。

　が、士道がもっとも驚いたのは、それらのどの要素でもない。

　その車の運転席に、見知った顔が乗っていることだった。

「はっあーい、少年。お待たー」

「に、二亜!?」

　そう。ハンドル片手に、大おお仰ぎような投げキッスを放ってきたのは、先ほどくたくたのジャージを着ていた本条二亜その人だったのである。

　今はその身に、カジュアルながらもエレガントなナイトドレスを纏まとい、その双そう眸ぼうを大きなサングラスで覆おおい隠かくしている。先ほど士道と顔を合わせていた漫まん画が家かと同一人物とは思えない変身っぷりだった。

「ど、どうしたんだよ二亜、その格好……っていうかこの車って……」

　士道が問うと、二亜はフッとニヒルな笑みを浮かべた。

「こんな話を知っているかい少年」

「え？」

「出版社は漫画家がヒットを打つと、口八丁でおだてて、家とか車とか、大きな買い物をさせるんだ」

「ほう、なんでまた」

「描き続けないと次の年の税金が払はらえなくなるから、仕事をサボれなくなるのさ」

「そ、そうか……」

　なんだか聞きたくない情報だった。頰をぴくつかせながら苦く笑しようする。

「ま、でもこんなときは重宝するもんだね。乗りなよ少年。せっかくの機会だし、夜のドライブと洒落しやれ込こもうじゃないの」

　二亜が、妖あやしい手つきで手招きをしてくる。士道は少し困こん惑わくしながらも、空気に飲まれるように車の助手席に座った。

「よっし、じゃあ行こうか少年」

　二亜は満足そうにうなずくと、ニッと笑って正面を向いた。別に中身が変わったわけでもないだろうに、その横顔はやたらと格好良く見えた。

　……が。

「えー……っと？　クラッチってどうするんだっけ？　最近オートマしか運転してなかったから……」

　魔ま法ほうが解けるのは早かった。何やらポリポリと頭をかきながら、自分の手元や足元を覗き込む。……助手席に乗せられている身としては不安で仕方なかった。

　が、やがて運転方法を思い出したらしい。気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをして、再度前を向く。

「よし、今度こそ出発だ。シートベルトは締しめたかい？」

「ああ、もちろん」

「ところで少年、いいことを教えてあげよう」

「いいこと？」

「夜にサングラスをかけると、めっちゃ道見えづらい」

「即そつ刻こく外せそんなもん！」

　思わず叫び、二亜のサングラスを外す。明らかに運転慣れしていない上にそんなものを装備するなど、自殺行こう為い以外の何ものでもなかった。

「ああっ、あたしのセレブポイントがぁっ！」

「いやなんだよそのポイント！　安全第一！」

　士道が言うと、二亜は諦あきらめたように肩をすくめた。

「はいはい……んじゃちょっと返して」

　そして士道の手からサングラスを奪だつ還かんすると、そのままテンプルを畳たたんで、ドレスの胸むな元もとに引っかけてみせる。その大人びた仕草に、士道は思わずどきりとした。

「……おっ!?　少年今ドキッとした？　ドキッとした？」

　二亜が気安い笑みを浮かべながら言ってくる。なんだか一瞬でいつもの二亜に戻もどってしまった感じがして、士道はやれやれとため息を吐ついた。

「……それがなければな」

「にゃっはっは、そいつは失敬。んじゃま、こっから挽ばん回かいしますかね。いっくよー」

　二亜はそう言うと、大仰な動作でガッ！　ガガッ！　とギアチェンジをし、アクセルを踏ふみ込んだ。盛せい大だいな排はい気き音とともに、タイヤがキュルキュルと悲鳴を上げ、車が急発進する。

「ぬお……っ！　あ、あんまりスピード出すなよ二亜……！」

「わかってるわかってる！」

　絶対にわかっていない口調でそう言って、二亜がハンドルを操あやつる。実際の運転というよりも、ゲームセンターか何かで身につけた感の強い派手な動きだった。

　やがて車は住宅街を抜ぬけ、大通りに出た。が、二亜は車を止める素そ振ぶりも、店を探す素振りも見せない。士道は不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「なあ二亜、どこまで行くんだ？　買い出しなら近所のスーパーで十分だと思うんだが……」

「んー？　誰だれが買い出しに行くなんて言ったっけ？」

「へっ？」

　士道が間の抜けた声を上げると、二亜の駆かる車はそのまま大通りを駆け抜け、インターチェンジを抜けて、高速道路に入ってしまった。
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「お、おい、二亜？」

「ヒャッハー！　グッバイ法定速度！」

　二亜は心底楽しそうに叫さけびを上げると、先ほどまでよりも強くアクセルを踏み込んだ。エンジンが歓かん喜きするように嘶いななきを上げ、微かすかに車の後部を揺ゆすってから急加速する。

「にゃーはははははっ！　どーよ少年！　気持ちいいっしょ！」

「な……ッ!?　ば、おま……ッ！」

　夜の高速道路を爆ばく走そうするその姿は、さながら赤い弾だん丸がん。屋根のない車体に風が吹ふき付け、二亜と士道の髪かみを荒あら々あらしく靡なびかせる。等とう間かん隔かくに並んだ街灯が、光の線となって士道の視界を左右に流れていった。







「……で」

　それからおよそ三〇分後。

　士道は頭を抱かかえながら、向かいの席に座る二亜に声を投げた。

「なんだってまた、こんなことになってるんだ……？」

　言いながら視線を巡めぐらせ、改めて辺りの様子を見やる。

　士道と二亜がいるのは、とあるフレンチレストランの一角であった。

　しかも、ただのレストランではない。照明の抑おさえられた広いフロア。ガラス張りの壁かべからは、星空のような夜景が一望できる。食事の邪じや魔まにならない程度にさりげなく響ひびくＢＧＭは、よく見ると生演奏だった。

　要は、士道のような高校生には縁えん遠どおい、見るからに高級なレストランだったのである。

「んー？　せっかく少年と二人っきりだし、ちょっと贅ぜい沢たく打ち上げしちゃおっかなーって」

「いやどこがちょっとだよ！　さっき頼たのんだコースの値段、俺の一ヶ月分の食費より高かったぞ……!?」

「ああ、お金は気にしなくていいよ。あたしのオ・ゴ・リ♡　もちろん今日の分のギャラとは別だから安心して」

「そういうことじゃなくてだな……！」

　周囲にちらほらと見受けられる客も、皆みなどこか余よ裕ゆうに溢あふれ、フォーマルな装よそおいに身を包んでいる。士道は自分の服を見下ろすと、頰ほおにたらりと汗あせを垂らした。

「……俺、めっちゃ普ふ通つうの格好だけど大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「だいじょーぶだいじょーぶ。一応ドレスコードはあるけど、サンダルとか短パンとかじゃない限り断られたりはしないって」

　ちゃっかり自分だけドレスに着替えた二亜が、カラカラと笑いながら言う。……なんだか腑ふに落ちないものを感じる士道ではあったけれど、先ほどまでのくたくたジャージでは、さすがに入店拒きよ否ひを食らいそうだった。

　と、士道がそんなことを考えていると、士道たちのテーブルに、柔にゆう和わな笑えみを浮うかべたウェイターがやってきた。

「──クリュッグ、クロ・デュ・メニルでございます」

　そしてそう言って、テーブルの上にグラスを置き、その中に泡あわの立つ白金色の液体を注いでいく。先ほど二亜が注文したときは、一体何を頼んだのかまったくわからなかったけれど、どうやらシャンパンの一種であるらしい。

「ジンジャーエールでございます」

　次いで、ウェイターが士道の前にグラスを置く。こちらは最初から、グラスに液体が注がれていた。

「んじゃ、少年。乾かん杯ぱい」

　二亜がグラスを持ち上げてくる。

「ああ……乾杯」

　士道はそれに応こたえるようにジンジャーエールを手に取ると、グラスの縁ふちを軽く触ふれ合わせた。

　二亜がふっと微笑ほほえみ、グラスを傾かたむける。そして間接照明を受けてきらきらと輝かがやく液体を一口飲むと、ほうと息を吐はいた。

「──ん、いい味だ。香かおりも華はなやかで申し分ない」

「…………」

　存外優ゆう雅がなその仕草に、士道はしばしの間、ポカンと二亜の姿に見入ってしまった。

　なんというか、不思議な感覚だ。普ふ段だんのぐうたらダメ人間と、今目の前にいる淑しゆく女じよが、頭の中で上手うまく結びつかなかったのである。──付け加えるなら、先ほど車を駆っていた二亜も、か。

　当たり前の話だが、二亜には自分の知らない面があるのだ。それを改めて認にん識しきして、士道は無言になった。

　するとそんな士道の様子を見てか、二亜が唇くちびるの端はしを上げてくる。

「どうしたのさ少年。おねーさんの魅み力りよくにクラクラかな？」

「そ、そういうんじゃねえよ……」

　士道は誤ご魔ま化かすように小さく咳払いをした。

　二亜が「えっへっへ」といつものような調子で笑う。

「ま、なんつーの？　少年も微び妙みような時期かもしんないけどさ、大人ってのもわりと楽しいよ。嫌いやなことがあったら酒が飲めるし、楽しいことがあったら酒が飲める」

「酒ばっかじゃねえか……」

　二亜の言葉に、思わず苦笑する。

　が、一いつ拍ぱく置いて、士道はぴくりと眉まゆを揺らした。──まさか二亜は、士道が進路について悩なやんでいる素振りを見せたから、相談に乗るつもりでこんなところまで連れてきたのではないか、と思ってしまったのである。

　きっと、二亜が士道を勧かん誘ゆうした際、士道が答えに窮きゆうしてしまったのを覚えていたのだろう。あのときはマリアの一いち撃げきによって曖昧なまま終わったが、二亜の目は、士道の逡しゆん巡じゆんを捉とらえていたのだ。

　無論、いくらなんでも突とつ飛ぴに過ぎる。が、その妙な方向にぶっ飛んだ不器用さがやたらと二亜らしく思えて、士道はもう一度苦笑してしまった。

「……なあ、二亜」

　数秒ののち。

　士道は、小さく顔を上げながら言葉を発した。

「ん？　どしたの少年」

「いや、大したことじゃないんだけどさ……二亜って、いつ頃ごろ漫まん画が家かになりたいと思ったんだ？」

「漫画家を目指した歳とし……か。んー、何歳だったかな。昔から漫画ばっか読んでたから、そのまま自然にって感じかなー。確か初めてノートに鉛えん筆ぴつで漫画っぽいものを描かいたのが小学校入ったくらいのときだったかな？　その頃にはもう、将来の夢は漫画家だった気がする。うんで、初めて賞もらったのが、確か高一の頃」

「ず、随ずい分ぶん早いんだな……」

　士道は驚おどろきの表情を作りながら言った。まさか、今の自分より二つも年下のときにプロデビューしていたとは。

　普段のおちゃらけた姿を見すぎているためか、つい忘れがちになるのだが、そういえば本条蒼そう二じこと本条二亜は、実は業界では知らぬ者がいないくらいの有名人だったのだ。

「凄すごいな、二亜は……」

「んー……？」

　二亜は、そんな士道の表情を眺ながめると、何かを察したように優やさしげに目を細めながら頰ほお杖づえを突ついてきた。

「何よ少年。──将来の目標でも決まった？　それとも、もう心の中では決まってたものを、ちょっとくらい言ってもいいかなって気になった？」

「────！」

　二亜の言葉に、心臓が跳はねる。士道は少し俯うつむきがちになっていた顔を上げ、二亜の目を見つめた。

「ありゃ。ビンゴ？」

「……なんで、そう思ったんだ？」

「んー、なんでって言われてもなー。勘かんよ勘。ニュアンス的に、『そんな小さいうちから目標決めてて凄い』ってより、『そんな早くに目標を達して凄い』って感じに聞こえたから。それに、なんていうのかな──」

　二亜は少し恥はずかしそうに笑いながら、続けた。

「夢はあるけど、言うのは恥ずかしい。でも、誰かに宣言することによって、自分の中でその言葉に責任が持てるなら──みたいな感じ？　よく言えば決意とか覚かく悟ごの匂においっていうの？　あたしも一度通った道だからさ」

「────」

　二亜が、目を伏ふせながら小さく息を吐く。士道は、またも心しん拍ぱくが激しくなるのを感じた。──まるで、見えない何かに背を押されたかのように。

　二亜はその言葉を最後に、しばしの間無言になった。

　ただ、士道を見守るように優しげな視線を向けてくる。

　恐おそらく、待っているのだろう。士道の決心が定まるのを。

　士道は大きく息を吸ってから、吐き、二亜の目を見返した。

「……まだ、どうなるかはわからないけど」

「ん」

「俺、大学を卒業したら、アスガルド・エレクトロニクスに入ってみようと思うんだ。もっと正確に言えば、〈ラタトスク〉に。──今この世界で、精せい霊れいについて研究できるのは、そこくらいだと思うから」

「へえ──」

　意を決して士道が言うと、二亜は笑うでも驚くでもなく、静かにそう返してきた。

　まるで、士道の言葉から、その意図を全すべて察したかのように。

「それは──もう一度出会うため？」

　二亜が、真まっ直すぐな眼まな差ざしで士道を見つめながらそう問うてくる。

　精霊は秘ひ匿とく存在であり、その上もうこの世には存在しない。そんなものを研究したいというのだ。その目的に考えを巡らせるのは当然だろう。

　無論、それは危険な思考だ。先日琴里に止められたように。最悪の場合、歪いびつながらもなんとか収まったパズルのピースを、再度バラバラにしてしまいかねない。

　だから、軽々にうなずくことは憚はばかられた。けれど、真っ直ぐ自分に向き合おうとしてくれている二亜に偽いつわりの答えを返すことは──できなかった。

「…………、……ああ」

　数すう瞬しゆんの逡巡ののち、そう答える。

「そっか」

　すると、二亜は短くそう返してきた。

「いいじゃないの。たぶんきっとそれが、一番少年らしい。あたしとしては、優ゆう秀しゆうなメシスタント候補にフラれてしょんぼりだけど」

「はは……」

　士道が苦く笑しようすると、二亜はふっと口元を緩ゆるめながら、グラスを小さく揺ゆすった。

「まぁ、将来のコトとか自分のコトとか、いろいろ考えなきゃなんない時期だとは思うけど、めんどくさいと楽しいってのは表ひよう裏り一体なんだよね。

　──たっぷり悩めよ少年。厳しい環かん境きようの方が、付いた実は甘いってなもんだ」

「二亜──」

　その言葉に、士道は細く息を吐いた。

「…………まったく、格好いいな、おまえは」

「え？　何？　もっかい言って？　二亜ちゃん聞こえなかった」

　二亜が身を乗り出しながら言ってくる。明らかに聞こえていた。もう一度苦笑しながら「やだね」と返す。

「えー、少年のケチー」

　二亜はぶー、と不満そうに唇を尖とがらせると、グラスを呷あおって、残っていたシャンパンを飲み干した。

「っはー、うんっま！　とりあえず少年、二年後、二〇歳はたちになったら一いつ緒しよに飲もうじゃないの。最初に飲むときは絶対あたしと一緒ね！　最高の一いつ杯ぱいを約束するぜー？」

「はは……初めて飲むのに、そんなにいい酒は勿もつ体たいないんじゃないか？」

「何言ってんの。最初が肝かん心じんなんだよこういうのは。下手なモン飲まれて酒嫌ぎらいになられたら、一緒に晩ばん酌しやくしてくんなくなっちゃうじゃん。いいから、それくらいはおねーさんに任せなさい」

　二亜が空のグラスを士道に向けながら、ビシッと言ってくる。士道は観念したように小さく両手を上げた。

「わかったわかった。任せるよ」

「よっしゃ！　少年の初体験予約ね！　サークルの女とかに奪うばわれんじゃないぞー？」

「言い方……」

　士道はやれやれと笑い──そこで、とあることに気づいた。

「……なあ、二亜。俺たち、今日ここに車で来たよな……？」

「ん？　そーだね。あたしの愛機、スカーレット・フェニックスだね」

　士道の問いに、二亜がうんうんとうなずきながら言ってくる。……その名前も気にはなったが、今はもっと重大な事じ項こうが存在した。テーブルを叩たたきながら声を上げる。

「なんでおまえ普ふ通つうに酒飲んでんだよ!?　ナチュラル過ぎて気づかなかったわ！　帰りの運転どうする気だ!?」

　士道が叫さけぶと、二亜は「あっ」と目を丸くしたのち、誤魔化すように笑った。

「……お泊とまり、しちゃう？」

「しねえよ！」

　つい数十秒前までは格好よかったのに、これである。士道は大きなため息を吐つきながら、〈ラタトスク〉にドライバーを派は遣けんしてもらおうと決めた。




　　　　◇




　──夜。

「──、──、────」

　暗くら闇やみに抱だかれるように大地に横たわりながら、本条二亜は断続的に荒あらい呼吸を繰くり返していた。

　目に映るは、漆しつ黒こくの夜闇と、その直ただ中なかにぽつんと打たれた月の光のみ。

　否いな──もっと正確に言うならば。

　その月光に照らされた『獣けもの』の影かげもまた、二亜の視界の端はしに、入っていた。

「参ったね……こりゃあ……」

　二亜は喉のどを絞しぼり、掠かすれた声を発した。それと同時に腹部と胸部に痛みが走り、激しく咳せき込んでしまう。濡ぬれた音。喉の奥から灼しやく熱ねつ感かんと嘔おう吐と感かんがせり上がり、口こう腔こうの端から何かが零こぼれる。

　色の途と絶だえた夜闇の中といえど、それが血であることは容易に知れた。

　霞かすむ視界。痺しびれる手足。辛かろうじて意識を繫つなぎ止める痛みすら、段々と薄うすれていく。

　──嗚あ呼あ、死というのはこういう感覚か。くそう、もっと早くに知れていたのなら、一九巻のあのシーンはもっと印象的に描けたのに──

　ぼやけた思考の中、詮せんない考えがぐるぐると巡めぐる。けれど、最後の最後に考えるのがそんなことであるのが、この上なく自分らしい気がして、二亜は思わず笑ってしまった。

「────ア、あ──」

　──『獣』が。

　つい今し方二亜に致ち命めい傷しようを与あたえた狂きよう獣じゆうが、小さくうなり声を上げながら近づいてくる。

　不思議と、恐きよう怖ふはなかった。怒いかりすらも、なかった。あるとすれば後こう悔かいと疑問──あとは、途方もない憐れん憫びんか。

「……やめときなよ。こんなのは、あたしで……最後に……」

　その言葉を最後に、二亜は意識を失った。








第三章　時とき崎さき狂くる三み









　──強い味を感じ続ければ、いずれそれに慣れるように。

　──激しい痛みを受け続ければ、いずれそれを感じなくなるように。

　人の心もまた、環かん境きようによって耐たい性せいを得るものです。

　強い絶望も、激しい悲しみも、身を焦こがす怒いかりも、やがては少しずつ穏おだやかになっていく。

　よく言えば適応。悪く言えば、摩ま耗もう。きっとそれは、人が人として生きるための機能なのでしょう。あまりに強い感情は、心を抉えぐり、穿うがち、焦がしてしまう。それこそ、生存の妨さまたげになってしまうほどに。

　そしてやがて、人は忘れるのです。辛つらい過去を。悲しい記き憶おくを。苦痛に満ちた道程を。

　心に満ちた絶望はいつしか実像を失い、単なる情報となって記録される。新たな出来事に上書きされる。時間は何よりも優やさしく、その傷口に蓋ふたをする──

　けれど。嗚あ呼あ、けれど。

　その絶望を、悲しみを、怒りを。あらゆる負の感情を忘れてしまうことこそを苦痛とする者はどうすればいいのでしょう。

　答えは至し極ごく明快。──絶望を、新たに刻み続けるしかないのです。

　命を、人生を、己おのが存在全すべてを賭として果たさねばならぬ使命のために、負の感情を絶え間なく焼くべ続ける。

　幾いく年とせもの間、わたくしはそうしてきました。

　そうすることでしか、わたくしはわたくしの道を歩むことができなかったのです。

　けれど、今この平へい穏おんを得て、ふと考えてしまいます。

　常人では耐たえられぬほどの絶望を、心の炉ろに焼べ続けた精せい霊れいが、精霊の力を失ったとして。

　──できあがるのは果たして、人間と呼べるものなのでしょうか。




　　　　◇




　三月も下げ旬じゆんとなれば、冬の寒さは鳴りを潜ひそめ、段々と春らしい陽気が満ちていく。

　地には土筆つくし、木々には蕾つぼみ、そして風には花粉が混じり始め、道行く人々の装よそおいも、数週前よりだいぶ涼すずしげになっていた。まあ季節柄がら、眼鏡とマスクを着用し始め、冬場より重装になる人々もちらほらと見受けられはしたのだけれど。

「んー……」

　ぽかぽかと暖かな日差しを全身で浴びるように、士し道どうは大きく伸のびをした。

　士道が今いるのは、五いつ河か家から徒歩一〇分程度のところにある街路である。住宅街と郊こう外がいのちょうど境目くらいに位置する、閑かん静せいなエリアだ。

　歩みを進めるに連れて家々の数はまばらになり、その代わりというように、木々や草花が増えていく。散歩をするにはうってつけの場所であった。

　とはいえ、別に士道は春の陽気に誘さそわれたわけでも、日ひ頃ごろの運動不足を解消するために歩いていたわけでもない。

　単純な理由である。士道は、この辺りに住む人物を訪ねてきたのだ。

「と……ここだな」

　士道は小さく呟つぶやくと、一いつ軒けんの家の前で足を止めた。

　背の高い塀へいに囲まれた、古めかしい洋館風の一軒家である。仰ぎよう々ぎようしい鉄製の門に、壁かべに這はった蔦つた。よく言えば荘そう厳ごんな、悪く言えば、暖かな春の日差しの中にあって、唯ゆい一いつお化け屋や敷しきのような寒々しさを感じさせる佇たたずまいであった。

　門の脇わきには、『ＴＯＫＩＳＡＫＩ』と記された金属製の表札が掲かかげられている。それだけは比ひ較かく的てき新しいものであるはずなのだが、住人の趣しゆ味みなのか、この一年よほど厳しい環境に晒さらされたのか、細かな傷と錆さびに彩いろどられており、やたらと家の雰ふん囲い気きに馴な染じんでいるように見えた。

　──そう。時崎狂三。かつて『最悪の精霊』と呼ばれた彼かの少女こそが、この家の主あるじだったのである。

　一年前の戦いが終わったあと、狂三の居住地を定めるに当たり、〈ラタトスク〉は彼女に五河家隣のマンションの一室を用意しようとしたのだが、狂三はそれを拒きよ絶ぜつし、この洋館に住み始めたのだ。どうやら、狂三が以前から保有していた拠きよ点てんのうちの一つらしい。

〈ラタトスク〉としては、組織の管理下にある物件に入居してもらいたかったらしいが、精霊の希望が第一ということで、そこまで揉もめることなく居住が決定したのだった。──まあ、もし今もまだ彼女に精霊の力が残ったままだったなら、もっと紛ふん糾きゆうした可能性はあったけれど。

　ともあれ、一年前から、狂三はこの家に一人で暮らしている。

　学校には籍せきを置いたままであったし、五河家も徒歩圏けん内ないであるため、たまに皆みなと一いつ緒しよに夕食を食べにくることもある。が、そこは狂三の気分次し第だいであるため、他ほかの皆に比べて頻ひん度どは低かった。

　そこで士道は時折こうして、作りすぎたおかずのお裾すそ分わけをしがてら、狂三の様子を見にきていたのである。

　なお、今日のお土産みやげは、士道特製の肉じゃがと、ほうれん草のごま和あえだった。まあ、狂三は料理も達者なため、二に亜あのように飢うえる心配はしていないのだが。

「さて、と」

　士道は独り言を呟くように言うと、塀に設しつらえられた呼び鈴りんを鳴らした。




　　　　◇




「…………」

　自宅の書しよ斎さいで、時崎狂三は無言のまま本を読み耽ふけっていた。

　部屋の広さは確か二〇畳じようほどあったはずだが、壁に沿うように隙すき間まなく敷しき詰つめられた本ほん棚だなと、その前に堆うずたかく積まれた書物や書類に圧あつ迫ぱくされて、随ずい分ぶんと狭せまく感じる。部屋の東側に設えられた窓の前にも本の山が聳そびえているため、まだ昼間だというのに電灯が皓こう々こうと光を放ち、紙面を白々と照らしていた。

　眼球を運動させて文字を読み取り、重要な事じ項こうを帳面に書き留める。同時に頭の中で想像を巡めぐらせ、数あま多たの式と文言を躍おどらせる。

　──一体どれくらいの時間そうしていただろうか。手元に置いていたスマートフォンから小さなアラームが聞こえてきて、狂三は微かすかに肩かたを揺ゆらした。

　見やると、画面にスケジュールの通知が表示されていることがわかる。どうやら、そろそろ予定の時刻らしい。

「……あら、あら。もうそんな時間ですの」

　そして小さく呟きながら、机に齧かじり付くように前ぜん傾けいしていた背筋を伸ばす。凝こり固まった肩と首が軽く痛んだ。

　集中が途と切ぎれると同時、今まで無視していた疲ひ労ろうや空腹感が顔を出してくる。狂三はふうと息を吐はくと、肩を叩たたきながら椅い子すから立ち上がった。

「──さて、そろそろ準備するといたしましょうか」

　いつもならもう少し粘ねばるところであるが、今日は外出をする予定があった。独り言を呟きながら、書斎の出入り口へと進路を取る。

　無造作に本が積まれた扉とびらへの道は、さながら迷めい路ろかアスレチックのようであったけれど、幾いく度ども出入りを繰くり返している狂三にとっては慣れたものだった。軽かろやかな足運びで廊ろう下かへと至る。

　と、そこで狂三はふと足を止めた。

　理由は単純。廊下の窓ガラスに映った自分の姿が目に入ったからだ。

　黒の装いに身を包んだ、華きや奢しやな体たい軀くの少女である。烏からすの濡ぬれ羽ばの如ごとき艶つややかな黒くろ髪かみに、白磁のような面おもて。そしてその直ただ中なかに鎮ちん座ざする左右揃いの色をした双眸が、こちらをジッと見つめていた。

「…………」

　それらの特とく徴ちようを見て、狂三は窓ガラスに歩み寄った。

　そしてそのまま手を伸ばし、自分の左目に当たる部分を指先で撫なでる。

「慣れたつもりでしたけれど、やはりまだ少し違い和わ感かんが残りますわね。

　──不思議なものですわ。かつては、この身を呪のろう象しよう徴ちようにさえ思えていた時期もあったというのに」

　狂三は感かん慨がい深げに息を吐き、目を伏ふせると、気を取り直すように顔を背そむけ、予定通りの進路に戻もどった。

　廊下を進んで階段を上り、寝しん室しつへと至る。そしてそのまま隣りん接せつしたウォークインクローゼットへ入ると、ずらりと並んだ服の中から、適当なものをチョイスした。

「ふむ……まあ、こんなところでしょう」

　狂三は慣れた調子でゴシックロリータ調のドレスに着き替がえると、姿すがた見みの前でくるりと一回転してみた。フリルに飾かざられたスカートが翻ひるがえり、美しい軌き跡せきを描えがく。

　と──

「──あら」

　そこで狂三は、小さく眉まゆを揺らした。ターンをした瞬しゆん間かん、視界の端はしにとあるものが映ったのである。

　部屋の隅すみにある化け粧しよう棚だな。その上に、贈ぞう答とうなどに用いられる四角い焼き菓が子しの缶かんが置かれていた。

　とはいえ無論、中に入っているのはクッキーやビスケットの類たぐいではない。淑しゆく女じよたる狂三は、寝室で菓子を食べ散らかすような真ま似ねはしないのだ。

「ふふ、懐なつかしいですわね、『わたくしたち』」

　狂三はふっと頰ほおを緩ゆるめながら呟くと、その缶の蓋を開けた。

　──中に収められていたのは、それぞれ形の異なる、四種類の眼帯だった。

　一つは、医い療りよう用の白い眼帯。一つは、血の滲にじんだ包帯。一つは、フリルで飾られたハートのアイ・パッチ。そして一つは、刀の鍔つばを模した形の眼帯。

　そしてそれらの下には、薔ば薇らの髪飾りや、十じゆう字じ架かのアクセサリー、レースのついたリボンや、鈴すずのついた組くみ紐ひもなども見受けられる。

　そう。かつて狂三が精霊の力を有していた頃、狂三の分身体たちが身につけていたものである。

　一年前、この世界から精霊の力が失われた瞬間、天使〈刻々帝ザフキエル〉の権能によって再現されていた狂三の分身体もまた、消え去った。

　いわばこの眼帯やアクセサリーは、彼女らの形見のようなものだったのである。

　無論、霊れい力りよくで編まれた衣ころも──霊装は、彼女らとともに既すでに消失している。どうやら特定の個体は、霊装の形態変化では飽あき足らず、気に入ったアクセサリーを購こう入にゆうして身につけていたらしい。

　今日の外出先は、彼女らにも無関係というわけではない。狂三は缶の中に手を伸ばすと、医療用の眼帯を摘つまみ上げた。

「……『わたくしたち』も、一緒に参りまして？」

　そして小さく呟きながら、戯たわむれにその眼帯を左目に着けてみる。

　顔を上げて姿見を見やると、過去の自分を再現した分身体が、その場に甦よみがえったかのような錯さつ覚かくを覚えた。

「あらあら、当然ですけれど、そっくりですわね」

　何だか無む性しように可お笑かしくなって、狂三はくすくすと笑った。

「他の眼帯は──さすがに目に着けるわけには参りませんわね」

　両目を隠かくしては何も見えなくなってしまう。狂三は包帯を手に巻き、ハートのアイ・パッチと刀の鍔風眼帯を服に括くくり付けていった。

「なるほど……これはここで、あとは……」

　などとやっているうちに、段々と楽しくなってきてしまう。狂三は残った髪飾りやアクセサリーを身につけ、ついでにクローゼットの奥に立てかけられていたフリル付きの日ひ傘がさを差すと、姿見の前でポーズを決めてみせた。

「ふむ──」

　──なかなかどうして、悪くない。

　狂三はニマニマと崩くずれそうになる頰をどうにか制すると、次々とポーズを取っていった。

　スカートを両手で摘まみ上げ、恭うやうやしい会え釈しやく。傘を閉じ、ステッキの如く目の前に立てる紳しん士し然とした凜り々りしいポーズ。うなじが眩まぶしい見返り美人ポーズ──と、様々な角度で姿見に己おのれの姿を映す。気に入ったポーズはスマートフォンで撮さつ影えいもしておいた。

「…………」

　が、どれくらい経たった頃ころだろうか。

　自分で撮影した写真を見て、狂三は急に冷静になった。

　まるでもう一人の自分が、自分の姿を上空から俯ふ瞰かんしているかのような感覚。胸の奥に、先ほどまではなかった別の感情が去来する。

　──眼帯。医療用の。まあ一応霊力があった頃は左目に変化が表れていたので意味がないではなかったのだが、別に怪け我がもしていないのになぜ今自分は眼帯などしているのだろうか。

　他のアクセサリー類もそうだ。傷があるわけでもないのになぜ包帯を？　敬虔なクリスチャンというわけでもないのになぜ十字架を？　かと思えばなぜ髑どく髏ろのリングを？　部屋の中だというのになぜか日傘を差しているのも謎なぞだったし、刀の鍔に至ってはもう意味がわからない。

　要は、急に自分の装よそおいが気き恥はずかしくなってきたのである。

「……………………脱ぬぎましょう」

　しばしの間鏡の中の自分と目を合わせたのち、狂三はぽつりと呟つぶやいた。

　数分前までなぜあんなにテンションが高かったのか、自分でもわからない。眼帯やアクセサリーに、分身体たちの情念が宿っていたとでもいうのだろうか。

　ともあれ、ここが自宅でよかった。もしこんなところを誰だれかに見られていたなら、狂三は絶対にバレない死体の処理方法を調べねばならなくなるところだった。

　狂三はほうと安あん堵どの息を吐きながら日傘を閉じようとし──

「──おーい、狂三、いないのか？」

　扉が開く音と同時に後方から響ひびいたそんな声こわ音ねに、バッと後方を振ふり向いた。

「…………っ!?」

「────!?」

　瞬間。扉を開けた士道と、目が合う。

　それから一いつ拍ぱく置いて。

「──きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああ──ッ!?」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」

　二つの悲鳴が、時崎邸ていにこだました。




　　　　◇




「…………」

「…………」

　時崎邸のリビングには、なんとも気まずい沈ちん黙もくが流れていた。かち、かち、という時計の音が、やたらと大きく聞こえる。

　とはいえそれも無理からぬことだろう。士道はつい先刻起こってしまった悲劇を思い起こし、小さく息を吐いた。

　……いや、無論士道とてわざとではなかったのだ。呼び鈴りんを鳴らしても応答がなかったのに玄げん関かんの鍵かぎが開いていたため、何かあったのではと様子を見に家に入っただけなのだ。

　それに、大声を上げるつもりもなかった。あれは狂三の装いというよりも、彼女の悲鳴に驚おどろいてしまった結果なのである。

　……けれどどうも、狂三はそうは思っていないようだった。

「…………」

　狂三は今、無言で士道の向かいに座っている。もう既に眼帯やアクセサリーは菓子の缶に仕舞い込み、ついでに服まで着替えていたのだが、先ほどから士道と目を合わせようとはしない。どうやらあの姿は、狂三にとってよほど見られたくないものだったらしい。

「……え、ええと……」

　士道は間が持たなくなって、テーブルの上に置かれたカップに手を伸のばした。そして、先ほど狂三が淹いれてくれた紅茶を一口飲む。

「ん……う、美味うまいな。茶葉もいいし、淹れ方も上手うまい」

　ほう、と息を吐きながら感想を述べる。狂三のご機き嫌げんを取ろうという意図がないといえば噓うそになったが、その感想自体は本心からのものだった。

　すると狂三が、ようやくちらと士道の方に視線を向けてくる。

「……それは何よりですわ。ところで士道さん、こんな話をご存じでして？」

「ん、なんだ？」

「猛もう毒どくであるストリキニーネは、強い苦みがあるため、毒殺に使う際にはお茶やコーヒーなどに混ぜるのが定番らしいですわよ」

「ぶ……ッ!?」

　狂三の言葉に、士道は思わず咳せき込んだ。が、狂三は至し極ごく落ち着いた様子で目を細めてきた。

「いかがいたしましたの、士道さん。そんなに咳き込んだりして。わたくしはただ世間話をしただけですわ」

「そ、そうか……」

　士道が掠かすれた声で返すと、狂三が「まあ、もっとも──」と続けた。

「精せい霊れいの力を失った非力なわたくしが、お喋しやべりな誰かの口を封ふうじねばならない事態に直面したなら、きっと毒という結論に辿たどり着くことになるとは思いますけれど」

「…………」

　婉えん曲きよくなようで直球な脅きよう迫はくに、士道は頰をぴくつかせた。

「誰にも言わないって……」

「……何のことですの？　士道さんが何を言っているのかわかりませんわ」

　士道の言葉に、狂三がプイと顔を背そむける。……どうやら狂三は、先ほどのことを秘密にして欲しいというよりも、何もなかったことにして欲しいらしかった。

　とはいえ、士道がそのように振る舞まったところで、狂三の不信感が完全に拭ぬぐえるわけでもあるまい。士道はううむと唸うなりながら思案を巡めぐらせた。

　そしてやがて、一つの方法を思いつく。

「……ぐぅ」

　士道としてはできれば取りたくない手段ではあったが……仕方ない。士道は覚かく悟ごを決めて顔を上げた。

「なあ狂三。ちょっと見て欲しいものがあるんだが」

「……なんですの？」

　狂三がぶっきらぼうな様子で言ってくる。士道はスマートフォンの写真フォルダを開くと、とある写真を選び、狂三に向けた。

「──っ、これは……」

　それを見て、狂三が目を丸くする。

　だがそれも当然である。何しろそこに表示されていたのは──先ほどの狂三のように眼帯と包帯を身につけた、中学生の頃ころの士道の姿だったのだから。

「……いや、今となっては恥ずかしい話なんだけど、なんかちょっと、こういうのが格好いいと思った時期があってな。幸い家の中でやってるだけで満足してたけど。……誰にも言わないでくれよ？」

　士道が顔を赤くしながら言うと、狂三はしばしの間驚いたような表情をしたのち、やがてふふっと破顔した。

「──ええ、ええ、心得ましたわ。人に歴史あり、とはよく言ったものですわね」

　そう言う狂三の表情からは、先ほどまでの険が綺き麗れいに消え失うせていた。どうやら、互たがいの恥ずかしい秘密を共有したことにより、奇き妙みような連帯感が芽生えたらしい。──まあ、言い方を変えれば、士道の過去という人質を手に入れたことにより、狂三が安心感を覚えただけかもしれなかったけれど。

　ともあれ、ようやく気まずい雰ふん囲い気きを解消することができた。士道は安堵の息を吐はきながら、テーブルの上に置かれた菓か子しの缶かんを見やった。

「それ……分身体のか？」

　そして、恐おそる恐るながらも問う。先ほど狂三が着けていた医い療りよう用の眼帯。それは五年前の──否いな、今から数えれば六年前か──狂三がしていたものによく似ていたのである。

「ええ──」

　狂三は落ち着きを取り戻もどした様子で缶を開けると、中に入った眼帯やアクセサリーを士道に示してきた。

「分身体の中でも、特に厄やつ介かいな四人の忘れ形見でしてよ。──騒さわがしくて仕方のなかった個体たちでしたけれど、いなくなってみれば寂さびしいものですわ」

　ふっと遠い目をしながら、狂三が細く息を吐く。その表情からは、昔を懐なつかしむような色と、得がたい友を失ってしまったかのような哀あい愁しゆうが感じられた。

　とはいえ、それは仕方のないことではあった。狂三の分身体は、天使の権能によって形作られた疑ぎ似じ生命。精霊の力がなくなった今、その形を保っていられるはずはない。

「…………」

　と。そこで士道はぴくりと眉まゆの端はしを揺ゆらした。長らく頭の隅すみにあった微かすかな疑問が、鎌かま首くびをもたげてきたのである。

「なあ、狂三。ずっと気になってたことがあるんだけど、いいか？」

「うふふ、安心してくださいまし。交際している殿との方がたはおりませんわ」

　士道が問うと、狂三は冗じよう談だんめかすような調子で片目を閉じてくる。士道は頰ほおをかきながら苦く笑しようした。

「そ、そういうことじゃなくてだな……」

「あら、では一体なんですの？」

「ああ──」

　士道は気を取り直すように小さく咳せき払ばらいをしてから、続けた。

「一年前のあの戦いのとき──おまえの中から澪みおが出てきただろう。そしておまえは、【八の弾ヘツト】で生成した分身体に、自分の記き憶おくと霊結晶セフイラを託たくすことによって、生き存ながらえた」

「ええ──ありましたわね、そんなことも」

　士道の言葉に、狂三は目を伏ふせ、紅茶をひと啜すすりしてからそう答えてきた。

　そう。今ここにいる狂三は、厳密に言えば、一年前の狂三とまったく同じ存在というわけではなかったのである。

　澪によって運命づけられた死を回かい避ひするために、己おのれの全てを別の身体からだに移行することにより生まれた、新たな狂三。

　つまり今の狂三の身体は、霊れい力りよくの消失と同時に消えてしまった他ほかの分身体と同じ組成をしているはずだったのだ。

「なんでおまえは、精霊の力が消えても、存在し続けていられるんだ？　他の分身体は消えちまったっていうのに」

「あら、あら。士道さんは、わたくしが消えた方がよかったと仰おつしやいますの？」

　狂三が、士道の顔を覗のぞき込むようにしながら言ってくる。士道は困り顔をして首を横に振った。

「そ、そんなことは言ってないだろ。おまえが無事だったのは素す直なおに嬉うれしいよ。ただ──」

「──わたくしと十とお香かさんに一体どんな違ちがいがあったのか知りたい、と」

「────っ」

　狂三の言葉に、士道は息を詰つまらせた。

　別に、そこまで考えながらした質問ではなかった。けれどそれを口に出された瞬しゆん間かん、きっと自分はそれを求めていたのではないかと自覚させられてしまったのである。

　狂三はそんな士道の様子を面おも白しろがるように、しかしどこか悲しげに見たのち、小さく肩かたをすくめてきた。

「答えるのは構いませんけれど、種は拍ひよう子し抜ぬけするくらいに簡単でしてよ」

　そして右手で銃じゆうの形を作りながら、人差し指を自分のこめかみに当ててみせる。

「今のわたくしは、分身体の身体ではないから、ですわ」

「……どういう、ことだ？」

「単純な話ですわ。記憶と霊結晶セフイラを分身体に移行したあと、澪さんに捨て置かれた元のわたくしの身体を【四の弾ダレツト】で再生し、再度記憶と霊結晶セフイラを移行しなおしたのですわ」

「な──」

　士道は目を見開いた。まさか、あの戦いの裏で狂三がそんなことをしていたとは。

「なんでそんなことを？　まさか、精霊の力が消えるってわかってたのか？」

「いいえ、そこまでは。けれど、どうにか生き存えたとはいえ分身体の身体は不安定ですし、寿じゆ命みようも短い。一時的な避ひ難なん先として使うのが精せい一いつ杯ぱいですわ。──まあ、元のわたくしの身体が塵ちりも残らないくらい粉々にされていたら、そこでゲームオーバーでしたけれど」

「な、なるほど……」

　頰に汗あせを垂らしながら、首しゆ肯こうする。……記憶の移行だの身体の修復だの、なんだか生身の生物というより、マリアのような機械体の話を聞いているような感覚だったが、確かにそれならば納なつ得とくはできる。

　要は澪の霊結晶セフイラが消しよう滅めつした瞬間、人間の身体を有していたのが生存の鍵だったのだ。もし霊力で編まれた分身体の身体に居続けていたなら、狂三も十香のように消滅してしまっていたかもしれなかった。

　と、士道がそんなことを考えていると、狂三が目を細めながらぺろりと唇くちびるを舐なめた。

「でェ、もォ──一つ、困ったことが起こってしまいましたの」

「困ったこと？」

　士道が問うと、狂三は「ええ」とうなずきながらソファを立ち、士道の隣となりに腰こし掛かけてきた。

　そして、何やら扇せん情じよう的な仕草で士道にしなだれかかってくる。士道は小さく肩を震ふるわせた。

「く、狂三？」

「うふふ……確かにわたくしは、分身体の身体を経由することにより、あの戦いを生き抜きましたわ。けれど、分身体の身体に記憶を移行した際、わたくしの意識と、その分身体に元あった意識が、混ざり合ってしまいましたの」

「え……？」

　士道は目を丸くした。

　が、話自体は理解できないではない。記憶の一時的な退避先とはいえ、その身体には分身体の意識が備わっていたはずだ。要は成り立ちこそ違えど、折おり紙がみと似たような状態になってしまったのだろう。

　そして、一度混じり合った意識がそう簡単に分ぶん離りするとは思えない。それこそ、たとえ分身体の身体から、元の狂三の身体に記憶を再度移行したとしても。そして、元の狂三と混じり合ったことにより、澪の死後も分身体の意識が残り続けたとしたなら──

「つまり……今の狂三は、元の狂三と、その分身体の融ゆう合ごう体たいみたいなもの……ってことか？」

「ええ、そういうことですわ。無論、元がわたくしですから、そこまで大きな違い和わ感かんはないのですけれど──」

　狂三は妖あやしく笑うと、士道の頰を指先で撫なでてきた。

「──わたくしよりも若く、積極的で、好こう奇き心しん旺おう盛せいな個体が、わたくしの中に混じってしまったのですわ」

「な、な、な……」

　耳元で囁ささやくように告げられ、士道は顔を真っ赤に染めた。慌あわててソファから立ち上がり、距きよ離りを取るように後ずさる。

「あらあら、どうしましたの士道さん」

「お、おまえな……」

　と、その際士道は、テーブルの上に置いてあった菓子の缶を床ゆかに落としてしまった。分厚い絨じゆう毯たんが敷しかれていたためあまり音は立たなかったが、そこに収められていた眼帯が辺りに散ってしまう。

「っとと……すまん……」

　と、士道は眼帯を拾って缶に収めながら、とあることに思い至った。思わずぽろりと口から言葉を零こぼしてしまう。

「……もしかして、さっき眼帯着けてたのも、その若い個体の影えい響きようなのか……？」

「…………っ!?」

　士道が言った瞬間、狂三は余よ裕ゆう綽しやく々しやくな笑えみを消し、ポカンとした表情を作った。

　そしてすぐに額に冷や汗を浮うかべ、頭を抱かかえるような姿勢を取る。

「まさかそんな……いえ、確かにあり得ますわ……でなければ僅わずかな間とはいえ、わたくしがあんな過あやまちを犯おかすはずは……」

　狂三は顔を真っ青に染めながら立ち上がると、額を柱に打ち付け始めた。

「わたくしの！　中から！　出ていってくださいまし！　悪あく霊りよう退散！　悪霊退散ですわ！」

「お、落ち着け狂三！　悪霊じゃなくておまえの過去だろ!?」

「だから嫌いやなのではありませんのぉぉぉぉっ！」

　士道が狂三を羽は交がい締じめにするような格好で止めると、狂三が足をじたばたさせながら悲鳴じみた声を上げた。

　とはいえ、そこは狂三である。肩を大きく上下させながらも、すぐに落ち着きを取り戻す。

「……お騒がせしましたわ。もう大だい丈じよう夫ぶでしてよ」

「お、おう……」

　士道が手を離はなすと、狂三はよろよろとした足取りで元いた席に戻り、カップに残っていた紅茶を一気に呷あおった。アルコールは入っていないはずなのに、なんだか自棄やけ酒ざけのように見えた。

「だ、大丈夫か、狂三……」

「……ええ。お見苦しいところをお見せしましたわ。混じり合ったとはいえ所しよ詮せんは分身体。わたくしが意識を制してみせましてよ。──それに、ああしなければわたくしは生き延びることができなかったのですもの。これも一つの聖痕ステイグマータとして受け入れる他ありませんわ」

「…………」

　なんだか言葉の端はし々ばしに若い狂三の影響が出ている気がしないでもなかったが、本人は気づいていないようなので黙だまっていることにした。

　と、そのとき。リビングの壁かべ際ぎわに置かれていた柱時計が、ボーン、ボーン……と低い音を立て始める。狂三がぴくりと眉まゆを揺ゆらし、そちらに視線をやった。

「──あら、もうこんな時間ですの。思いの外経たってしまいましたわね」

「ああ、悪い。そんなに長居するつもりはなかったんだが……」

「うふふ、士道さんと一いつ緒しよだと、時が過ぎるのを早く感じてしまうのかもしれませんわね」

「はは……」

　狂三がぱちりと片目を閉じながら、戯おどけるような口調で言ってくる。士道は曖あい昧まいに苦笑した。

「それより、何か用事でもあったのか？」

「ええ、まあ。そう厳密に決めていたわけではないのですけれど──」

　狂三はそう言うと、何かを思いついたように小さくうなずいてきた。

「もしお時間がありましたら、士道さんもご一緒にいかがでして？」

「それはいいけど……何をするんだ？」

　士道が問うと、狂三はふっと複雑そうな笑みを浮かべながら、続けた。

「──少し、旧友に挨あい拶さつをしに行こうと思っておりましたの」




　　　　◇




　──吠ほえる。咆ほえる。『獣けもの』が吼ほえる。

　悲鳴のように。嗚お咽えつのように。慟どう哭こくのように。

　天を裂さき空を割り地を砕くだき、もはやどこにも敵はいない。

　あらゆるものを屠ほふり尽つくした。全すべてのものを喰くらい尽くした。

　けれど渇かわきは収まらぬ。されど心は満たされぬ。

　ぐるう、ぐるうと『獣』は吼える。

　もはやこの世のどこにも、『獣』を満たすものなどはなかった。

　もはやなぜ吼えているのか、『獣』自身にさえも思い出せなかった。

　けれど吼えるしかなかった。されど吼えずにはいられなかった。

　それ以外に『獣』にできることなど、ありはしなかったのだから──

「あ……ア……、──」

　だが、その瞬間。

『獣』の耳に、何かが聞こえてきた。

　それは、声だ。呼び声だ。何かが『獣』を呼んでいる。

　音というには儚はかなすぎ、震えというには弱すぎる。

　けれど、目的も意味も忘ぼう却きやくの彼方かなたへ捨て去ってしまった『獣』にとって、それは唯ゆい一いつの道標だった。

「あ、あ、アアアアアアアア──」

『獣』は一ひと際きわ大きな咆ほう吼こうを上げると──

　その爪つめで、虚こ空くうを切り裂いた。




　　　　◇




　天てん宮ぐう市から電車とバスを乗り継つぐことおよそ一時間。

　士道と狂三は、とある郊こう外がいの墓地を訪おとずれていた。

　広大な敷しき地ちを誇ほこる、手入れの行き届いた霊れい園えんである。見み渡わたす限りの広場に、背の低い墓石が規則的に並んでいた。

「──こちらですわ」

　静かに言って、狂三が墓と墓の間に縦横に張り巡めぐらされた通路を歩いていく。きっと今まで幾いく度どもここを訪れたのだろう。その足取りに迷いは見受けられなかった。

　その装よそおいは先ほどと同じモノトーンのドレスであるのだが、場所が場所だけにどことなく喪も服ふくのように見える。まあ、彼女が差した黒の日ひ傘がさと、手に抱えた花束も、その印象を形作るのに一役買っていたのかもしれなかったけれど。

　そう。狂三の予定とは、墓参りであったらしい。

　二十数年前命を落としたという狂三の親友──山やま打うち紗さ和わの。

　わざわざ分身体たちの形見を引っ張り出してきた理由も、それに起因するらしかった。分身体とは狂三の過去の姿の再現体。要は彼女らも、紗和との思い出を色いろ濃こく持っていたのである。

　ゆえに狂三は、彼女らも一緒に紗和の墓ぼ参さんをさせてやろうと思ったのだろう。狂三が肩かたに掛かけたポーチの中には今、四つの眼帯が収められていた。

「…………」

　士道は狂三のあとを追って霊園を歩きながら、軽く頭をかいた。──そんな大事な親友の墓参りに、自分などがついてきてよかったのだろうか、と思ってしまったのである。

　すると、そんな士道の様子に気づいたように、狂三がちらと後方を振ふり向いてきた。

「そう気負わないでくださいまし。紗和さんも、賑にぎやかな方が喜びますわ。いつもわたくしだけでは、飽あきてしまうかもしれませんし」

　言って、狂三がくすくすと笑う。無論場を和なごますための冗じよう句くではあるのだろうが、軽々に同意するわけにもいかず、士道は苦く笑しようするしかなかった。

　ほどなくして、狂三が足を止める。見やると、目の前の墓石に『ＳＡＷＡ　ＹＡＭＡＵＣＨＩ』の名が刻まれていた。

「ここが──」

「ええ。紗和さんのお墓ですわ。──もっとも、墓石の下にご遺体は埋うまっていないのですけれど」

　狂三が、どこか寂さびしげに目を細めながら言う。

　──山打紗和は、狂三が精せい霊れいになる前からの親友であったという。

　だが、始原の精霊によって霊結晶セフイラを埋め込まれた彼女は、暴走する怪かい物ぶつと化し──狂三の手によってその生しよう涯がいを閉じた。

　それゆえ遺体は残らず、正確には『死亡』ではなく『行ゆく方え不明』扱あつかいなのだという。原因不明の失しつ踪そうということで、当時は神かみ隠かくしと騒さわがれたとの話だ。

「……紗和さんのご両親も捜そう索さくを続けられていたようですけれど、行方不明から一〇年経って、心の区切りを付けるために、このお墓を作ったそうですわ。──まさか、娘むすめを手に掛けた女が、こうして毎年花を手た向むけているとは夢にも思わないでしょうけれど」

　自じ嘲ちよう気味にそう言いながら、狂三が手にしていた花を墓前に供える。

　そして狂三は日傘を置くと、ポーチから四つの眼帯を取り出し、手首に軽く巻き付けてから、祈いのるように両手の指を組み合わせて目を伏ふせた。

「…………」

　士道もまた、それに倣ならうように指を組み合わせ、黙もく禱とうを捧ささげる。さらさらと草木を撫なでる風の音が、少しだけ大きく感じた。

「──ふふ」

　どれくらいそうしていただろうか。小さな狂三の声こわ音ねに、士道は目を開けた。

「きっと、紗和さんも喜んでおられますわ。──わたくしが殿との方がたなど連れてきたものだから、驚おどろいているかもしれませんけれど」

「はは、そうかもな」

「わたくしたちの関係を説明するまで離してくれませんわよ。うふふ、そうしたなら、士道さんは一体なんと答えてくださいまして？」

　狂三が、面おも白しろがるように目を笑えみの形にしながら言ってくる。士道は突とつ然ぜんの問いに、軽く目を泳がせながら返した。

「そ、そりゃあ……友だち、だろ。いや、仲間、かな？」

　士道が答えると、狂三は大おお仰ぎように肩をすくめながら「はふー」と息を吐はいた。
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「駄だ目めですわね。落第ですわ。きっと紗和さんのスペシャル尋じん問もんコースでこってり絞しぼられますわ」

「えっ、そんな子だったの!?」

「それはもう。一度食らいついたら離さないことから、雷らい魚ぎよの紗和ともスッポンの紗和とも呼ばれていましたわ」

「お、女の子に付けるような異名じゃないな……」

　士道が汗あせを垂らしながら言うと、狂三が可お笑かしそうに口元を押さえながら笑った。

「もしここに紗和さんがいたなら、なんで信じるんですかー！　と士道さんの肩を揺すっていたことでしょう」

「やっぱり噓うそかよ!?」

　士道の叫さけびに、狂三がさらに楽しげに笑う。

　屈くつ託たくのない狂三のその表情に、士道は思わず目を細めた。

「……仲、よかったんだな」

「……ええ。とても」

　狂三はそう言うと、空を見上げるように顔を上げた。

「大人しそうでいて、その実芯しんが強くて──高校生だというのに、随ずい分ぶん落ち着いた方でしたわ。本当に──わたくしとは大おお違ちがいで」

「そうなのか？　狂三もだいぶ大人びて見えるけど……」

「うふふ、当時のわたくしと今のわたくしでは、潜くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違いますもの」

「ま、まあ……そりゃそうか」

　士道が苦笑すると、狂三は思い出したように「というか」と続けてきた。

「確か士道さんも、紗和さんに会ったことがあるではありませんの。お忘れでして？」

「え？」

　言われて、士道は首を傾かしげた。

　紗和が命を落としたのは、今から二〇年以上前である。士道は今一八歳。写真などで顔を見たことがある、などならまだしも、普ふ通つうに考えれば出会いようがない。

　まさか、士道が『崇たか宮みや真しん士じ』であった頃ころに会ったことがある……ということだろうか。いや、確かに士道には真士としての記き憶おくもあるが、山打紗和という名の少女に覚えはない。一体──

　と、士道が首を捻ひねっていると、狂三が微び笑しようを浮うかべながら続けてきた。

「澪さんの霊結晶セフイラが消える前、十香さんが作り出した世界の中で、よくわたくしと登校していた女の子がいたでしょう。あの方ですわ」

「……！　ああ……！」

　言われて、士道は手を打った。確かにあのとき、狂三と一いつ緒しよに女の子がいた気がする。どうやらあれが紗和だったらしい。

「そっか、あれが……すまん、今まで気づいてなかった」

「うふふ、仕方ありませんわ。もう一年前のことですもの。何よりあれは──夢ゆめ幻まぼろしのようなものでしたから」

「狂三……」

　士道が痛ましげに名を呼ぶと、狂三は「でも」と目を伏せた。

「あの一ヶ月間があったから、今のわたくしが在あるのですわ。もちろん十香さん──いえ、天てん香かさんは、わたくしのことなど気にも留めていなかったでしょうけれど、わたくしにとってあれは、何ものにも代えがたい時間でした。本当に──」

　──と。

　そこで、士道は思わず息を詰つまらせた。

　昔を懐なつかしむように呟つぶやく狂三の目から、ひとすじの涙なみだが零こぼれるのを見てしまったのだ。

「────」

　狂三。時崎狂三。彼女は常に余よ裕ゆうに溢あふれ、士道を手のひらの上で転がす、底の知れない精霊だった。

　そんな彼女が垣かい間ま見みせた、か弱い少女の表情に、心臓を引き絞られるような感覚を覚えてしまったのである。

「……ああ、ああ、失礼しましたわ。少し、感傷的になりすぎましたわね」

　狂三はそう言って苦笑すると、手の甲こうで涙を拭ぬぐった。

　その際、手首に巻き付けていた眼帯に、じわりと涙が染み渡わたる。──まるで分身体たちが、狂三の涙を拭ったかのようだった。

「ともあれ、十香さんと天香さんには、わたくしも感謝しているということですわ。──いつかきっと、その恩を返さねばならないと思うくらいには」

「…………」

　狂三の言葉に、士道は唇くちびるを引き結んだ。

　彼女の思いが、痛いほどに理解できてしまったのである。

　夢幻の一ヶ月。ほんの僅わずかな時間。

　けれど、天香が最後に用意してくれたその世界で、士道は、十香との最後の時間を過ごすことができた。幾いくつもの思い出を刻むことができた。──最後の言葉を、聞くことができた。

　もしあの時間がなかったなら、士道の人生は、きっと今とは少し違ったものになっていただろう。

「……っ」

　だが、それを認にん識しきすると同時、もう一つの痛みが、鋭するどく士道の胸を刺さした。

　それは悔かい恨こんであり、自責だ。狂三の紗和に対する思いを、そして自らの罪に対する覚かく悟ごを知れば知るほどに、士道の心を締しめ付ける鎖くさりであった。

　──時崎狂三。〈ナイトメア〉。曰いわく、最悪の精霊。

　彼女がその異名で呼ばれた所以ゆえんは単純明快。他ほかの精霊よりも遥はるかに人的被ひ害がいを出していたからだ。

　けれどそれは、〈刻々帝ザフキエル〉に力を蓄たくわえ、【一二の弾ユツド・ベート】で以もつて全すべてをやり直すという目的を果たすために拓ひらかれた道に他ならなかったのである。

　全ては過去に戻もどり、始原の精霊の誕生を『なかったこと』にするため。

　紗和の死を否定し、己おのれの罪業を贖あがなうため。

　それだけを標しるべに、正義感に溢れた心優やさしい少女は、その両手を血で汚よごし、修しゆ羅らの道を歩んできたのである。

　だが、その道は完全に閉とざされた。

　──精霊の力の、消しよう滅めつによって。

　全てが終わったあと、この世界に残されたのは、とても贖いきれない罪をその背に負った、人間の少女のみだった。

「……すまない、狂三。俺は──」

「……あら、あら」

　士道が絞り出すように言うと、狂三は困ったような笑みを浮かべた。

「突然異なことを仰おつしやいますわ。士道さんが謝られることなど、何一つありませんでしょうに。それとも、わたくしの知らないところで何かしでかしまして？」

　そしてそう言って、冗じよう談だんめかすように肩かたをすくめてくる。……無論、本当に気づいていないはずはなかった。拳こぶしを握にぎりしめながら、続ける。

「俺は……おまえとの約束を、守れなかった」

　そう。士道と狂三が、互たがいの霊れい力りよくを賭かけて勝負をしていたとき、士道は狂三に言ったのだ。

　──自分が、【一二の弾ユツド・ベート】で、全てをやり直してみせると。

　幾いく度どでも歴史を辿たどり直し、都合のいい世界を作り上げてみせると。

　それを聞いた狂三は可笑しそうに笑い出し──士道に、霊力を託たくす決断をしてくれた。

　無論、狂三とて士道の言葉を杓しやく子し定じよう規ぎに受け取ったわけではあるまい。

　けれど、狂三は僅かとはいえ士道を信じてくれたのだ。士道に、夢を託してくれたのだ。

　なのに士道は、それに応こたえることができなかった。

　その後こう悔かいは、一年を経へた今でも、重く士道の心にのし掛かかっていた。

　しかし狂三は、目を伏せながら首を横に振ふる。

「士道さんはよくやってくださいましたわ。始原の精せい霊れいという圧あつ倒とう的な存在を相手に、針の穴を通すような奇き跡せきを起こし、皆みなの命を繫つないでくださいました。もしほんの僅かでも躓つまずいていたなら、今わたくしたちは、誰だれも生き残っていないでしょう。これ以上の結果を望むことはできませんわ。どうか、胸を張ってくださいまし」

「でも──」

　と。士道はそこで言葉を止めた。

　士道が言葉を続けようとしたところで、狂三が人差し指を一本立て、士道の唇を塞ふさぐように押し当ててきたのである。

「それ以上は無ぶ粋すいですわよ、士道さん。──それに、士道さんはどうやら一つ、勘かん違ちがいをしていらっしゃるようですわ」

「勘違い……？」

　士道が困こん惑わくするように眉まゆ根ねを寄せながら言うと、狂三は唇を三日月の形にニッと歪ゆがめてみせた。




「──きひひ、ひひ」




「──っ」

　──その表情に、心臓が跳はねる。

　その笑えみは、この頃狂三が浮かべるようになった穏おだやかなそれではなく──最悪の精霊と呼ばれていた頃の、凄せい絶ぜつな笑みだったのである。

「わたくしが、この時崎狂三が、全てを諦めたと、本当にそうお思いですの？　亡き友を思い、殺めた命を悔い、ひたすら神に許しを請うか弱き人間に成り果てたと」

「な……」

　狂三が、士道の顔を覗のぞき込むように目を細めながら言ってくる。その突とつ然ぜんの豹ひよう変へん振ぶりに、士道は思わずたじろいでしまった。

　が、狂三は構うことなく続けてくる。歌うように。唱えるように。

「こんなところで膝ひざを折るくらいなら、わたくしは最初からこの道を選ぶことなどしなかったでしょう。わたくしは何一つ諦あきらめていませんわ。何一つ捨てていませんわ。紗和さんの死。わたくしの罪業。その全てを清算してみせますわ」

「一体……どうやって。精霊の力はもうないんだぞ……!?」

　士道が言うと、狂三はさらに笑みを濃こくした。

「ええ、ええ。その通りですわね。けれど、なくなった、とはどういうことですの？　完全な消滅？　何も残さない消失？　本当にそんなことがあり得まして？」

　狂三は芝しば居いがかった調子で肩をすくめると、両手を広げながら続けた。

「思い出してくださいまし。そも、精霊とは何ものなのか。精霊は、ある日突然宇宙から飛来した異星人でもなければ、無から生じた生命体でもありませんわ。魔ま術じゆつ師しアイザック・ウェストコットが精霊術式を用い、世界に満ちるマナを集め集めて生成した魔ま導どう生命でしてよ。

　──ならば、精霊の消滅とは、一体何を意味するのでしょう」

「…………っ」

　士道は、小さく息を詰まらせた。

　狂三の言うことが、まるで水が染しみ入るように、すんなりと理解できてしまったのである。

　建物を砕くだけば瓦が礫れきができる。本を破れば紙かみ屑くずが生まれる。たとえ原型がないくらいにバラバラにしたとしても、それらは『建物』や『本』という形を失うだけで、それを構成する存在が消えてなくなるわけではない。

　──精霊も、同じことではないのだろうか。

「形を失った精霊は、マナとなって世界へ還かえる──」

　震ふるえる声で士道が答えると、狂三は大おお仰ぎように首しゆ肯こうしてみせた。

「ご明察ですわ。──まるで、以前から考えていたかのようですわね」

「…………」

　狂三がからかうように笑ってくる。士道は微かすかに視線を逸そらした。

「ともあれ、マナは未いまだ世界に満ちている。ならばそれらを再び結集することも、不可能ではないと思いませんこと？　──いえ、今は当時と違ちがい、顕現装置リアライザも存在している。三一年前のアイザック・ウェストコットよりも遥かに高い精度で、理想の霊結晶セフイラを生成することも可能かもしれませんわ。それこそ──士道さんの語った荒こう唐とう無む稽けいな夢を実現することができるような代しろ物ものでさえ」

「──っ、そんな、ことが……」

　士道は眉根を寄せながら唸うなるように声を絞しぼった。

　確かに考え方は理解できる。けれどそれはまさしく机上の空論だ。そもそもこの世で精霊術式に辿り着いたのはアイザック・ウェストコットただ一人であり、その術式の根幹となる理論は、かつての同志であったウッドマンやカレンでさえも知らないという話だった。

　つまり精霊術式とは、彼の死とともに再現が不可能となった、いわば失われたロスト・技術テクノロジーなのである。

　無論、ウェストコットが実際に精霊を作り上げた以上、いずれ誰かがそれに到とう達たつする可能性はゼロではない。だが、魔術師でもない狂三にそれを知る方法など──

「────あ──」

　そこまで考えたところで、士道は声を詰つまらせた。

　思い出してしまったのである。──一年前、天香の作り出した世界の中で起こった出来事を。

　そう。あのとき、あの世界が偽にせ物ものであると士道たちに告げたのは、他ならぬ狂三だったのである。

　書の天使〈囁告篇帙ラジエル〉を持つ狂三は、あの世界の中で、最初に真実に至っていた。それはすなわち、あの世界の崩ほう壊かいとともに精霊の力が失われると知っていたということと同義だ。

　ならば、狂三は何をする？

　自分が狂三であったなら、その世界で何を為なす？

　世界の真実に気づいてから、それを士道たちに告げるまでの間に。

　全知の天使を手にした少女は、一体何を調べる──？

「──うふふ」

　士道が半ば呆ぼう然ぜんと目を見開いていると、狂三が面おも白しろがるように笑った。──最悪の精霊の顔ではなく、可か憐れんな少女の微笑ほほえみで。

「本当に、士道さんは面白い反応をしてくださいますわね。──そこまで驚おどろいていただけると、冗談の言い甲が斐いがありますわ」

「…………は？」

　狂三の言葉に、士道はポカンと口を開けた。

「じ、冗談……？　今のが？」

「ええ、ええ。まさか、本気にしてはいませんでしょう？」

「……いや、狂三、おまえな」

「夢を絶たれ、後の生しよう涯がいを贖しよく罪ざいに捧ささげるしかない、哀あわれな女のつまらぬ戯ざれ言ごとですわ。それくらい、許してくださってもよろしいではありませんの」

　言って狂三が、くすくすと笑う。──その双そう眸ぼうに宿る光は、夢を絶たれたというには、少々輝かがやきすぎている気がしないでもなかった。

「…………」

　士道は汗あせを垂らしながら頰ほおをかいた。

　士道を煙けむに巻こうとしたのか、〈ラタトスク〉の監かん視しを警けい戒かいしたのか、それとも本当に全すべて冗談だったのか──狂三の真意は正確にはわからなかったけれど、今はこれ以上追つい及きゆうするべきでないということはなんとなく知れた。

　だから──士道はこう返した。

「……そうかい。まあ、俺なんかでよければいくらでも付き合うよ。もしまた冗談を言いたくなったら、いつでも呼んでくれ」

「うふふ、そうですわね。ならばお言葉に甘えさせていただくとしますわ。──そのときには、是非士道さんの冗談もお聞かせいただきたいですわね」

　士道と狂三はしばしの間視線を合わせると、どちらからともなくふっと頰を緩ゆるめた。

「──そろそろ、行こうか」

「ええ、そうですわね」

　二人は小さくうなずき合うと、紗和の墓にもう一度礼をしてから、歩いていった。

　霊れい園えんの広大な敷しき地ちを横断しながら、狂三が声を発してくる。

「今日はありがとうございます、士道さん。遠いところまでお付き合いいただいて」

「いや、俺も狂三と話したかったし、ちょうどよかったよ。なかなか刺し激げき的な冗じよう談だんも聞けたしな」

「あら、あら」

　口元に手を当てながら狂三が笑う。

「もちろんあれは冗談ですけれど、その願い自体は噓うそではありませんわ。士道さんも、成したいことがあるのなら、口に出しておいた方がいいですわよ。誰かに聞かれるのが恥はずかしいのであれば──星に願うだけでも心持ちが違うものですわ」

「星に……ねえ」

　士道は何とはなしに空を見上げた。空は日が傾かたむきかけているもののまだ青く、星が見えるようになるにはもう少しかかりそうだった。

「特に、短たん冊ざくに願いをしたためるのがお勧すすめですわ」

「おっと、流れ星かと思ったら七夕たなばたの方だったか」

「ええ。だって──短冊に書いた願いは、本当に叶かなうのですもの」

「──え？」

　狂三の言葉に、思わず首を傾かしげる。

　けれど狂三はそれ以上何も言わず、ただ微笑みながら霊園の道を歩いていった。




　　　　◇




　霊園をあとにし、狂三と別れた士道は、ゆったりとした歩調で、一人静かな郊こう外がいの道を進んでいた。

　空にあった日は既すでに建物の陰かげにその身を沈しずめ始め、辺りの風景を赤く染めている。そろそろ家に帰って夕飯の支し度たくをせねばならない時間だろう。

「…………」

　が──それを自覚していながらも、士道の歩調は一向に速くならなかった。

　理由は単純。狂三と別れて話し相手がいなくなってから、士道の頭の中で思考が渦うずを巻いていたのである。

　別にそれ自体は、今に始まったことではない。少なくともこの一ヶ月間、士道はずっと考え続けてきた。自分は何をしたいのか。自分に何ができるのか。

　けれど、この数日で、折紙や二亜、狂三と話したことにより──ずっと胸の裡うちで燻くすぶっていた感情が、思いが、より強く実像を帯びていったのである。

　自分は、今の平へい穏おんを得がたいものと思っている。それに噓はない。皆みなが協力して摑つかみ取ったこの世界を否定するつもりは毛頭ない。

　しかし、こうして一人になると、普ふ段だんは抑おさえている感情が顕けん在ざい化してしまうのだ。

　何か嬉うれしいことや楽しいことがあると、十香はどんな風に喜んでくれるだろうと思ってしまう。

　悲しいことや辛つらいことがあると、十香に背を叩たたいて欲しいと願ってしまう。

　何をしていても──十香の笑顔がちらついてしまう。

　元来、士道はそう器用な性しよう分ぶんではない。自分ではそれを隠かくしているつもりでも、皆には見破られてしまっていたのかもしれなかった。

　否いな──ただ単純に、皆も士道と同じことを思っていただけかもしれないけれど。

　嗚あ呼あ、そうだ。もはや自分を騙だますことはできない。

　やはり、自分は──

「──十香に、もう一度……会いたいんだ」

　士道は天を仰あおぎながら、零こぼすようにそう呟つぶやいた。

　夕ゆう陽ひに侵おかされた空には、気の早い一番星が、微かながら輝いている。別に狙ねらったわけではないのだけれど、なんだか狂三の言葉通り、星に願ったようになってしまった気がして、士道は小さく笑った。

　と──その瞬しゆん間かんであった。




　──ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥ────




　天宮市の空に、不ふ穏おんな警報が響ひびき渡わたったのは。

「は────？」

　突とつ然ぜんの警報に、士道は驚きよう愕がくや戦せん慄りつより先に、啞あ然ぜんとした表情を作ってしまった。

　これは空くう間かん震しんの発生を予測し鳴らされる──要は、精せい霊れいの出現を報しらせる警報である。少なくとも過去一年間、士道はこの音を聞いていなかった。

　だがそれも当然だ。何しろもうこの世界には、空間震を起こす精霊が存在しないのだから。

　とはいえそれは、一年前のあの戦いの結末に立ち会った者しか知り得ない事実である。近きん隣りんの住民たちは、久ひさ方かた振ぶりの空間震警報に驚きを示しながらも、速すみやかにシェルターへの避ひ難なんを開始した。呆然と立ち尽つくす士道の脇わきを、幾いく人にんもの人々が駆かけていく。

　しかし士道は動かなかった。動けなかった。

　予想外の事態に頭が混乱する。──一体何が起こったというのだろうか。

「ＤＥＭの仕し業わざ……か？」

　士道は眉み間けんに皺しわを寄せながら唸うなるように呟いた。

　そう。考えられるとすればそれだ。空間震警報は確かに空間震の発生を予測して鳴らされるものであるが、過去幾度か、ＤＥＭインダストリーが人ひと払ばらいをする際に使用したことがあった。

　だが、ウェストコットを失ったＤＥＭは今内部分ぶん裂れつ状態であるという。無意味にことを荒あら立だてて対たい抗こう勢力に付け入る隙すきを与あたえるような下手を打つとは考えづらかったし、何より精霊がいない今、ＤＥＭが何を目的に警報を鳴らすのかもわからなかった。

　だとするならば──

「まさか、新しい精霊──？」

　士道はごくりと息を吞のんだ。

　無論、そんなことが起こるはずがないことは理解している。始原の精霊たる澪は消え、彼女から派生した霊結晶セフイラもまた、消え去った。精霊を生み出す術式は失われ、新たな精霊が生まれる余地は残っていない。

　だが。

　だが、だ。

　士道は思考を巡めぐらせた。

　──もし、ウェストコットに比ひ肩けんする天才魔術師が、精霊術式に辿たどり着いたとしたら？

　──もし、士道たちの知らない精霊の発生原因があるとしたら？

　──もし、世界に溶とけたマナが何らかの理由で再結集したとしたら──

「…………っ」

　己おのれの思考に、士道は息を詰つまらせた。

　もし仮にそんなことが起こっているとするならば、今顕けん現げんしようとしているのは──

　と、そのとき。そんな士道の思考を遮さえぎるように、ポケットに入れていたスマートフォンが震ふるえだした。

「！　琴こと里り──」

　士道は着信画面を確かく認にんすると、すぐに通話ボタンをタップしてスマートフォンを耳に押し当てた。すぐに、聞き慣れた声が聞こえてくる。

『──士道！　無事!?』

「ああ。でも一体この警報は何なんだ？」

『詳くわしいことはまだわからないわ。けど──〈フラクシナス〉の観測機は、さっきから強力な霊れい波は反応を感知してる』

「……っ！　精霊ってことか……!?」

　士道は喉のどを絞しぼるように声を発した。先ほど頭を掠かすめた可能性が、再び鎌かま首くびをもたげてくる。

『だから、まだわからないって言ってるでしょ！　とにかく、そこにいたら危険よ。〈フラクシナス〉で拾うから──』

「待ってくれ！」

　琴里の声を遮るように、士道は叫さけびを発した。──その声の大きさに、琴里のみならず自分自身さえも驚おどろいてしまう。小さく咳せき払ばらいをしてからあとを続ける。

「精霊……かもしれないんだろ。だったら、俺が対応しなきゃならないんじゃないか？」

『な──』

　士道の言葉に、琴里が息を詰まらせるのが聞こえてきた。

『何を言ってるのよ！　今のあなたには精霊の力がないのよ!?　〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護も、〈破軍歌姫ガブリエル〉の歌も！　一年前とは状じよう況きようが何もかも違うわ！』

「それは──」

　琴里の声を聞いて、士道は髪かみをくしゃくしゃとかいた。全すべて、琴里の言うとおりだったのである。これ以上ここに士道がいても、邪じや魔まにしかなるまい。

「……悪い。久々だったもんで焦あせってたみたいだ。拾ってくれ」

『ええ。空間震発生まであと約一〇分よ。すぐに──』

　が、琴里がそう言った、そのとき。

「え──？」

　士道は、目を見開いて空を見つめた。

　赤から黒に変わりゆく夕暮れの空に、突然、『傷』が生じたのである。

「あれは──」

『傷』。そうとしか表現のしようがなかった。

　まるで巨きよ大だいな爪つめで空を引き裂さくかのように、数本の裂れつ傷しようがそこに現れたのだ。

　そして、次の瞬間──

「…………ッ!?」

　その『傷』を起点とするように空が弾はじけ──辺りを、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが襲おそった。

　その威い力りよくは、まさに空間震を想起させた。衝撃の中心部にあった家々が、道路が、木々が消し去られ、その周囲が、不可視の槌つちで薙なぎ払はらわれていくかのような光景。

　無論そんな暴ぼう虐ぎやくの宴うたげの中で、無力な人間が姿勢を保っていられるはずはない。士道はぼろきれのように軽々と吹ふき飛ばされると、遥はるか後方の壁かべに叩き付けられ、激しく咳せき込んだ。

「かふ……っ、けふ……っ」

　全身が強く痛む。肋ろつ骨こつの二、三本くらいは折れているかもしれなかった。

　だが、それでも士道は幸運な方だったろう。もしも立っていた位置が数十メートル違ったならば、或あるいは爆ばく発はつの中心が空中でなかったならば、士道の身体からだは細かな肉片のみを残して消え去ってしまっていたやもしれなかったのだから。

　しかし、解げせない。琴里が言うには、空間震の発生は一〇分後だったはずである。〈フラクシナス〉のＡＩが、そこまでの誤差を出すとは考えづらかった。

　まるで、あと少しで破は裂れつする風船に針を突つき立て、無理矢理爆発させたかのような違い和わ感かん。士道は困こん惑わくするように渋じゆう面めんを作った。

「ぐ……」

　──何かが、おかしい。けれど確認をしようにも、吹き飛ばされた際にスマートフォンを紛ふん失しつしてしまい、琴里と通信が取れない。士道は激しい痛みの中、壁に体重を預けながらどうにか立ち上がった。

　と──
















「──────え？」

　そこで、士道は、言葉を失った。

　士道の目の前に、先ほどまでは存在していなかった人ひと影かげが現れていたのである。

　色を失った長い髪。俯うつむきがちなため表情は窺うかがい知れないが、髪の間からちらと覗のぞく肌はだもまた、幽ゆう鬼きのような蒼そう白はく。

　その装よそおいは、襤らん褸るの如ごとく千切れ擦すり切れた外がい套とうに、罅ひびの入った霊装。その周囲に浮ふ遊ゆうした大小様々な剣けんの群れは、彼女を鎧よろう城じよう壁へきのようでもあり、彼女を捕とらえる牢ろう獄ごくのようにも見えた。

　けれど、もっとも特とく徴ちよう的だったのは、その手だ。

　士道を威い嚇かくするように向けられた手の上には、五本の指それぞれに沿うように巨大な爪が浮遊し、華きや奢しやにすら見える彼女の姿を、まるで一いつ匹ぴきの獣けもののように見せていたのである。

　一目見て、尋じん常じような存在でないことは理解できた。

　──精霊。その名が脳のう裏りを掠める。

　士道は、目前に迫せまる命の危機さえ忘れて、半ば呆ぼう然ぜんと声を発していた。

「──君、は……」

「────、ァ──、──」

　すると少女は、微かすかに顔を上げ──消え入るような掠れた声で、応こたえてきた。




「……名、か。……そんなものは、忘れた──」








第四章　氷ひ芽め川かわ四よ糸し乃の









　人の人格は、生まれ持ったものだけでなく、環かん境きようによって形成されると言います。

　私はその話を初めて聞いたとき、少し嬉うれしくなりました。

　だってそれが本当なら、今の私は、士し道どうさんたちのおかげでいるということになりますから。

　皆さんは、私にたくさんのことを教えてくれました。たくさんの思い出をくれました。

　街のこと、学校のこと、社会のこと。

　人と人との繫つながりの大切さ。

　そして──誰だれかを、愛するということ。

　きっとそんな日々の積み重ねが、私を作ってくれたのです。そう考えると、私はとても誇ほこらしい気持ちになります。まだまだ半人前で未熟者だけれど、皆さんに恥はじることのない人間になろうと思うことができます。

　──澪みおさんの霊結晶セフイラが消えても、私は消えませんでした。それはつまり人間としての身体からだがあったからだ、と琴こと里りさんは言っていました。

　けれど、私には人間であった頃ころの記き憶おくがありません。

　別に、そのことに不満があるとか、そういうことではないんです。

　でも、ふとしたときに、気になってしまうことがあります。

　──私は、一体、誰なのでしょう。

　そして、もしそれを思い出したなら。

　私は、私のままでいられるのでしょうか？




　　　　◇




　──天てん宮ぐう市上空に浮ふ遊ゆうする空中艦かん〈フラクシナス〉に四糸乃が呼び出されたのは、今からおよそひと月前のことだった。

　精霊の力が消え、空くう間かん震しんが発生しなくなってからは訪おとずれる機会の減った場所ではあるけれど、艦かん橋きようを中心とした各施し設せつと居住スペースの位置は、今でも色いろ濃こく記憶に刻まれていた。慣れた足取りで、指定されたブリーフィングルームへの道を歩いていく。

「でも……急にどうしたんだろうね、琴里さん」

　道中、四糸乃はぽつりと呟つぶやいた。

　別に、隣となりを歩く者がいたわけではない。けれど、それを独り言というのもまた、適当ではなかった。

　なぜならその言葉に応こたえるように、四糸乃の左手に装着されたウサギのパペット『よしのん』が、コミカルな動作を伴ともないながら口を開いたからである。

『ねー。なんだろねー。は……っ、まさか愛の告白……!?　琴里ちゃんにとって空中艦のブリーフィングルームは体育館の裏と同義だった……っ!?』

　言って『よしのん』が、情熱的に身をくねらせる。四糸乃は小さく苦く笑しようした。

「あはは……それはないと思うけど」

　などと話しているうちに、目的のブリーフィングルームに辿たどり着く。四糸乃は入り口で簡単な認にん証しようを済ませると、部屋の中に入っていった。

　と、そこで四糸乃は目を丸くした。

　理由は単純。部屋の中に、先客がいたからだ。

「あ──七な罪つみさん。それに、耶か俱ぐ矢やさん、夕ゆ弦づるさんも」

　そう。ブリーフィングルームには既すでに、三人の少女の姿があったのである。

　ちなみに七罪はテーブルに着いてスマートフォンを弄いじっていたのだが、八や舞まい耶俱矢・夕弦姉妹しまいは、なぜか壁かべ際ぎわで空気椅い子すの姿勢を取りながら、足をぷるぷる震ふるわせていた。
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「ふ……くく、そろそろ……辛つらくなってきたのではないか、夕弦よ。い、いい加減負けを認めたら……どうだ？」

「平然。夕弦はまだまだ余よ裕ゆうです。そういう耶俱矢こそ限界が近いのではないですか？　無理はいけませんよ」

　などと、お互たがいを煽あおり合う。どうやら、どちらが長く空気椅子を保てるか勝負しているらしい。

　瓜うり二ふたつの顔をした双ふた子ごの姉妹である。普ふ段だんは髪かみ型がたと体型の差くらいでしか互いを見分けることができないのだが、今は顔中に汗あせを浮うかべて歯を食いしばる耶俱矢と、同じくらい足をぷるぷるさせながらもポーカーフェイスを保つ夕弦という、わかりやすい差異が生まれていた。

「あ、四糸乃も琴里に呼び出されたの……？」

　四糸乃の姿を認めるなり、七罪がスマートフォンをテーブルに置き、顔を向けてくる。四糸乃はそれに返すようにこくりとうなずいた。

「はい。ということは、七罪さんも？」

「……ん。正直最初は〈ラタトスク〉の援えん助じよ打ち切り通告か、マンションからの退去勧かん告こくかと思ったけど、四糸乃がいるなら違ちがうみたいね……」

　言って七罪が、ホッとした様子で息を吐はく。相変わらずのネガティブ具合に、四糸乃は力なく苦笑した。

　と、七罪の言葉を聞いてか、耶俱矢が不満そうに唇くちびるを尖とがらせてくる。

「こ、こら七罪、どういう意味であるか。まるで我々だけではその可能性があったような言い草ではないか……！」

　するとそれに応えるように、正面の夕弦が小さく笑う。

「納なつ得とく。耶俱矢は日頃から騒そう音おんの苦情が多いので、退去勧告はあり得るかもしれません」

「は、はぁー!?　そんなんいったら夕弦もじゃん！　ていうかどこからそんな苦情出てるってのよ！」

「紹しよう介かい。『耶俱矢のいびきがうるさくて眠ねむれません。どうにかしてください。Ｙ・Ｙ』」

「いや明らかに同じ部屋からの投書じゃん！　ていうかそのイニシャルもう正体隠かくす気ないじゃん！」

「……まーた、何をやってるのよ、あなたたちは」

　と、八舞姉妹の小こ競ぜり合いに、やれやれといった調子の声がかけられる。

　見やると、いつの間にかそこに現れた軍服姿の琴里が、大判の封ふう筒とうを小こ脇わきに抱かかえながら半眼を作っていることがわかった。

「琴里さん」

「ええ、わざわざ来てもらって悪いわね、四糸乃。とりあえず座ってちょうだい」

「あ、はい」

　四糸乃は素す直なおに首しゆ肯こうすると、七罪の隣の席に腰こし掛かけた。七罪が頰ほおを染めながらビクッと肩かたを揺ゆらし、少し距きよ離りを取ろうとしたが、何やら思いとどまって深呼吸をしていた。

「ほら、あなたたちもよ」

　言いながら琴里が、耶俱矢と夕弦の足をつんつんとつつく。

「ふは……っ！」

「落城。くう……」

　もう既に二人とも限界が近かったらしい。まったく同時に床ゆかにくずおれた。

「ふ、ふ……零れいコンマ一秒差で我の勝ち……と言ったところか」

「否定。耶俱矢の方が足が短いので先にお尻しりが床に着いていました」

「股また下したの長さは同じなんですけど!?」

「いいから早く座りなさいってば」

　琴里がため息を吐つきながらやれやれと肩をすくめる。耶俱矢と夕弦は了りよう解かいを示すように手を上げて立ち上が──ろうとしたのだが、足が上手うまく動かなかったらしい。這はい蹲つくばるような格好でなんとかテーブルに着いた。

　四人が着席したのを確認して、琴里が手にしていた封筒をテーブルの上に置く。

「──さて、今日集まってもらったのは他ほかでもないわ。ここにいるみんなに、とある事じ項こうを伝えようと思うの」

「とある事項……ですか？」

『えー、なになにー？　はっ、まさかよしのんがウサギではないことがバレてしまった……？』

「……妙みように気になるカミングアウトで話の腰こしを折るんじゃないの」

『よしのん』の軽口に、琴里が半眼を作る。四糸乃は「めっ」と『よしのん』の頰をつついた。

「話を戻もどすわよ。これはある意味で、非常に重大な案件よ。まあ──勘かんの良い子は、今集まってる面子メンツを見て、どんな話か薄うす々うす勘付いてるかもしれないけれど」

　テーブルに着いた面々を見み渡わたすように視線を巡めぐらせながら、琴里が言ってくる。

　しかし四糸乃は琴里の言っていることに見当が付かず、首を傾かしげた。八舞姉妹もまた、似たような表情を作っている。

　だがそんな中、七罪だけが複雑そうな顔をしながら、視線を逸そらしていた。

「……全員、昔の記憶がない……ってこと？」

「あ──」

　七罪の言葉に、四糸乃は目を見開いた。

　言われてみれば確かにそうだ。澪の霊結晶セフイラが消えても生き残っている時点で、ここにいる面々は、十とお香かのような純じゆん粋すいな精霊ではない。

　けれど、琴里や折おり紙がみ、美み九く、六む喰くろのように、澪に霊結晶セフイラを与あたえられたことを覚えているわけでもなければ、二に亜あや狂くる三みのように、天使の権能によってその記憶を甦よみがえらせていたわけでもなかったのである。

「ご名答よ」

　琴里は大おお仰ぎようにうなずいた。

「──そして、〈ラタトスク〉の調査の結果、人間であった頃のあなたたちの情報が手に入ったわ」

　言って琴里が、持参していた封筒の中から、一回り小さい封筒を三つ、取り出す。

　それを見て、耶俱矢と夕弦が目をまん丸に見開いた。

「え……っ、マジで？」

「驚きよう愕がく。夕弦たちが人間であった頃の情報……ですか？」

「ええ。──まあ、もっと正確に言うならば、この情報自体を摑つかんだのはだいぶ前なんだけどね。決して愉ゆ快かいな情報ばかりってわけじゃないから、あなたたちに開示するかどうか上でも少し揉もめてたのよ」

　琴里が、三つの封筒をヒラヒラさせながら続けた。

「けど、あなたたちの生活ぶり、及および精神の安定性を鑑かんがみて、この前の会議で晴れて開示許可が下りたってわけ。要は、あなたたちの自立が認められたってことね。そのこと自体は喜んでもいいんじゃないかしら」

「……精せい霊れいの力がなくなって、仮に精神状態が乱れても霊れい力りよくが逆流しなくなったからじゃなくて？」

　七罪が言うと、琴里は肩をすくめながら苦笑した。

「まあ、それが大きな材料になったのも否定はしないけど……」

　とにかく、と琴里が、封筒を一つ一つ、四糸乃たちの前に置いていった。

「あなたたちには選せん択たく権けんがあるわ。一つは、この封筒を受け取るか、受け取らないか。仮に受け取ったとして、開けるか、開けないか。そして仮に開けたとしても、全すべての情報に目を通す必要もない。

　さっきも言った通り、この中に収められているのは、愉快な情報ばかりじゃないわ。むしろ、知らなければよかったと思うこともあるかもしれない。

　知らない、という道を選択するのも勇気よ。これはどちらが正しいという話じゃない。もしすぐに決断ができなければ、また後日相談してくれても構わない。──全ては、あなたたちに委ゆだねるわ」

　言って、琴里が目を伏ふせる。四糸乃たちがどんな行動を取ろうと、一いつ切さい何も咎とがめない、と示すかのように。

「…………」

　四糸乃は無言のまま、こくんと息を吞のんだ。

　目の前の封筒に、自分の正体が収められている。それを考えると、心臓の鼓こ動どうがどんどん早くなっていくのを感じた。

　と、そこで、バン！　とテーブルを叩たたくかのような音が響ひびき渡る。

　見やると、耶俱矢と夕弦が、自分たちの前に置かれた封筒の上に手を乗せていた。

「くく──面おも白しろい。これを見れば、この耶俱矢こそが姉であるということが確定するというわけだ！」

「微び笑しよう。今後は耶俱矢に、夕弦お姉ちゃんと呼んでもらうことにしましょう」

「ちょっ、どう考えても私が姉だし!?」

「説明。耶俱矢は知らないかもしれませんが、一いつ般ぱん的に、大きい方が姉なのです」

「いや何の話よ!?」

　などと、耶俱矢と夕弦がまたも小競り合いを始める。なんだか二人が早々に決断をしたのも、先に封筒を取られるのが嫌いやだったからなのではないかと思えた。

　反して、慎しん重ちよう派はだったのは七罪である。難しげな顔で腕うで組ぐみをしながら唸うなったのち、躊躇ためらいがちに手を掲かかげる。

「……私は、とりあえず保留にしとく。どうせロクなこと書いてないだろうし……」

「…………」

　二組の反応を見て、四糸乃はちらと自分の左手──『よしのん』の方を見た。

「よしのん……」

『──うん。四糸乃の好きなようにして、いいんだよ』

　四糸乃が名を呼ぶと、『よしのん』は戯おどける様子もなく、真まっ直すぐ四糸乃の目を見つめながらそう言ってきた。

「……うん。そうだね」

　四糸乃は意を決してうなずくと、再び正面に向き直った。




　　　　◇




「──あの」

「ん？」

　とある日の午後。士道が五いつ河か家のリビングで洗せん濯たく物ものを畳たたんでいると、不意に後方からそんな声が掛けられた。

　振ふり向くと、そこに四糸乃の姿があることがわかる。否いな、それだけではない。よく見ると、その陰かげに隠れるような格好で七罪の姿もまた、見受けられた。

「おう、どうした？　あ、もしかしておやつか？　なら棚たなの中にクッキーがあるし、ちょっと待っててくれればパンケーキもできるぞ」

　士道が言うと、四糸乃は一いつ瞬しゆんパァッと表情を明るくした。が、すぐに気を取り直すように首をブンブンと横に振る。

「いえ、あの、おやつはいただきますけど、そうじゃなくて……」

　四糸乃はそう言うと、どこか緊きん張ちようした面持ちで士道の向かい側に歩いてきて、背筋をピンと伸のばしながら正座した。七罪もまた慌あわてるようにそれに倣ならい、足を畳んで背筋を伸ばす。

「もしお時間があったら……一いつ緒しよに、見てもらいたいものがあるんです」

「見てもらいたいもの……？」

　随ずい分ぶんと改まった四糸乃の様子に、士道は首を傾げた。

　すると四糸乃はこくんと喉のどを鳴らしてから、手にしていた大きな封ふう筒とうをテーブルの上に置いた。

「これは？」

「……それは──」

　士道が問うと、四糸乃は神しん妙みような面持ちで説明し始めた。

　それを聞いて、思わず目を丸くする。

「四糸乃が人間だった頃ころの情報……？」

「はい……そうらしいです」

　言って四糸乃がこくりとうなずく。士道はテーブルの上に置かれた封筒に視線を落とした。

　確かに考えてみれば道理である。四糸乃、七罪、そして八舞姉妹は、他の皆みなと違ちがい精霊としての記き憶おくしか持っていなかったものの、澪の霊結晶セフイラ消しよう滅めつ後ごも存在を保っている点からみて、元人間であることは確定していたのである。であれば、その頃の経歴が存在するのも当然だろう。

「ってことは……七罪もか？」

「……私のも一応あったみたいだけど……保留中。今日はただの付き添そいよ。四糸乃が、一人じゃ不安だっていうから」

　ばつが悪そうに視線を逸らしながら七罪が言ってくる。その表情は、封筒を受け取らなかった自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさを責められるとでも思っているかのようだった。無論、士道にそんなつもりは微み塵じんもなかったのだが。

「そっか。自分の過去、か……確かに気になるよな」

　士道は洗濯物を畳むのを中断すると、四糸乃たちの方に向き直った。

　四糸乃たちとは境きよう遇ぐうが違うとはいえ、士道もかつて、昔の記憶を失っていたことがある。その気持ちは痛いほどに理解できたのである。

　無論、五河家の両親は士道によくしてくれたし、生活に不満などは一切なかった。けれどふとした瞬間、漠ばく然ぜんとした不安に駆かられてしまう。──自分は一体どこから来たのか。自分は一体何をしていたのか。己おのれの存在の根がどこにあるのかわからないというのは、存外大きなストレスなのだ。

　幼少期の記憶がないだけの士道でさえそうだったのである。精霊になる前の記憶を全て失っている四糸乃が、それを知りたいと思うのも当然といえば当然だった。

「でも、まだ四糸乃も確かく認にんしてないんだろう？　俺が一緒に見てもいいのか？　その……あんまり見られたくないこととかもあるんじゃ……」

「……っ！」

　士道が言うと、四糸乃はかあっと顔を赤くして顔を俯うつむかせた。それに合わせるように、七罪がバーン！　とテーブルを叩いてくる。

「なっ、何考えてるのよ！　四糸乃が何か変なコトしてたとでも思ってるの!?」

「えっ!?　い、いや、そういうことじゃなくて……！」

　士道が慌てて否定すると、四糸乃の左手のパペット『よしのん』が、器用な仕草で肩かたをすくめてきた。

『んもー、士道くんたら野や暮ぼなコト言っちゃやーよ。四糸乃はむしろ、士道くんに見て欲しいって言ってるの』

「え？」

『よしのん』の言葉に士道が目を見開くと、四糸乃が俯かせていた顔をゆっくりと上げてきた。

「……その、私は、自分がどんな人間だったか、知りたいんです。どんな風に生まれて、どんな風に育ったか。そして──どうして精霊になったのか」

　でも、と四糸乃が続ける。

「少しだけ……不安なんです。もしそれで昔のことを思い出したら、今の私とは、何かが変わってしまうんじゃないかって。

　私は、今の生活が好きです。皆さんがいて、士道さんがいる、この今が。毎日が楽しくて、本当に幸せなんです。だから──」

　四糸乃は一瞬言葉を止めると、躊躇いがちに士道に手を伸ばしてきた。

「……手を、握にぎっていて欲しいんです。私が、どこにもいかないように。私が、ずっと私でいられるように」

「四糸乃……」

　士道は呟つぶやくように四糸乃の名を呼ぶと、膝ひざに手をついて立ち上がり、四糸乃の隣となりに腰こし掛かけた。

　そして、四糸乃の右手をぎゅっと強く握る。

「ああ、任せとけ。何があろうと、四糸乃は四糸乃だ」

「……！　はい、士道さん」

　四糸乃が、弾はじけるような笑え顔がおでうなずいて、手を握り返してくる。士道は力強く首しゆ肯こうを返した。

「何より、俺は先せん輩ぱいだからな。──真しん士じの記憶が甦よみがえったあと、俺は何か変わったか？」

「いえ、士道さんは、士道さんです」

「だろ？　つまり、心配ないってことさ」

　士道がぱちりと片目を閉じながら言うと、四糸乃はふふっと微笑ほほえみながら「はい」とうなずいた。

　と、そこで『よしのん』が、何かに気づいたようににゅっと手を伸ばす。

『ちょーっとちょっと、七罪ちゃん？　どこへ行こうというのかね』

「え？」

　その言葉に弾かれるようにそちらを見やると、先ほどまで四糸乃の左隣にいた七罪が、そろそろと部屋を出て行こうとしているのが見て取れた。まあ、『よしのん』に服の裾すそを摑つかまれ、その逃とう亡ぼうは未み遂すいに終わっていたのだけれど。

　退たい避ひを妨さまたげられた七罪は、何やら気まずそうに元の姿勢に戻もどると、視線を逸そらしながら口を動かしてきた。

「……いや、なんか、殺意ラブコメの波動オーラにやられて……あれこれもしかして私いない方がいいんじゃね？　って……」

「…………！」

　七罪の言葉に、四糸乃が顔を真っ赤に染める。が、繫つないだ手を離はなそうとはしなかった。

『よしのん』が、器用に腕組みしながら首を横に振る。

『んー、センサー感度高いのはいいけど、駄だ目めだよ七罪ちゃーん。七罪ちゃんにはよしのんの手を握っておくという大役があるのだから』

「よ、よしのんの……？」

『そうそう。よしのんも、過去を知ったらよしのんでいられなくなるかもしれない。そう。かつて世界を喰くらう兎うさぎと言われたあの頃の記憶を思い出してしまったら──うっ、ウウ……ミンナ、逃にゲテ……デナイト、ミンナヲ喰ベチャウ……』

「……そ、そう。それは大変ね……」

　七罪は頰ほおに汗あせを垂らしながらも、『よしのん』の小さな手をきゅっと握った。

　士道はそんな様子を微笑ましげに眺ながめると、気を取り直すように息を吐はき、件くだんの封筒に向き直った。

「よし……じゃあ開けるか。四糸乃──は手が塞ふさがってるな。開けちゃっても大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい……お願いします」

　四糸乃が緊張した面おも持もちで言ってくる。士道は首を前に倒たおすと、片手で封筒を開け、内容物をテーブルの上に取り出した。

　──中に入っていたのは、クリップで留められた数枚の書類と、一枚の古びた写真だった。

　その写真を見て、皆が「おおっ」と目を見開く。

「これ……四糸乃か？」

「うん……だね……うっわ、かわい……」

　そこに写っていたのは、今よりも少し幼い顔立ちをしているものの、紛まぎれもなく四糸乃であった。

　可愛かわいらしいパジャマを着て、ベッドの上に腰掛けている。その表情ははにかんだような笑みだったのだが、なぜか少し歳としに似合わぬ憂うれいを帯びているような気がしないでもなかった。

「ん……？」

　と、士道は微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。何だろうか、少し違い和わ感かんがある気がしたのである。

　が、その理由はすぐに知れた。同じように写真を覗のぞき込んでいた七罪が、不思議そうに声を発したのだ。

「あれ……よしのんは？」

　そう。それが違和感の正体だった。写真に写る四糸乃の左手には、『よしのん』が着けられていなかったのである。

「まだよしのんを手に入れる前の写真……ってことか」

『いやー？　まだ生えてないだけじゃない？』

「えっ、よしのんって生えるものだったの……？」

『よしのん』の軽口に、七罪が汗を滲にじませる。

「────」

　が、普ふ段だんならそれに苦く笑しようして返す四糸乃は、何も言わず、一番上の書類──簡単なプロフィールが書かれたものを見て、目を丸くしていた。

「──氷ひ芽め川かわ、四糸乃……」

　四糸乃が、小さな声で呟く。

　まるで、その名を自分の中で幾いく度ども反はん響きようさせるように。

　そう。そこには、今まで謎なぞに包まれていた四糸乃のフルネームが記されていたのである。

「氷芽川四糸乃──か。いい名前だな」

「うん……なんていうか……高貴な感じがする。女め神がみっぽい……」

　士道が小さくうなずきながら、七罪がしみじみと感じ入るように言うと、四糸乃は少し恥はずかしそうに微笑んだ。

「ありがとうございます。なんだかちょっと照れくさいですけど……嬉うれしいです」

　言ってから、数度「氷芽川四糸乃……氷芽川四糸乃……」と呟き、感かん慨がい深げに息を吐く。

「…………」

　それを見てか、七罪が何やら複雑そうな表情を作った。

「どうした七罪。七罪も自分の苗みよう字じが知りたくなったか？」

　士道が言うと、七罪はハッと肩を揺ゆらしてから、力いっぱい頭を振ふった。

「……っ！　べ、別に!?　私の苗字なんて、どうせ、根ね暗くら川がわとか陰いん伽キヤ田だとかそういうのに決まってるし……！」

「そんな苗字存在するのか……？」

　士道は苦く笑しようすると、四糸乃とともに、書類の情報を読み進めていった。

　──氷芽川四糸乃。今からおよそ二六年前に突とつ如じよ失しつ踪そう。恐おそらくこのとき、精せい霊れいになったのだろう。

　そのときの年ねん齢れいは一三歳。どうやら病弱な子だったらしく、長らく入院生活を送っていたらしい。先ほどの写真も、そのときに撮とられたもののようだ。

　父とはこのとき既すでに死別しており、母が働いて入院費を賄まかなっていたらしい。母の名は氷芽川渚なぎ沙さ。当時三四歳。生きていれば今は還かん暦れきを迎むかえているだろう。

　そして二枚目の書類には、当時の住所や、入院していた病院などの情報が記されていた。

「…………」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、四糸乃が黙もく々もくと書類に目を通していく。

　そして全すべての書類を読み終わったところで、士道はその横顔に声をかけた。

「どうだ、四糸乃。何か思い出したか？」

「…………、いいえ」

　士道の声に、四糸乃が少し残念そうな様子で首を横に振った。

「この写真に写っているのが私だっていうのはわかるんですけど……書かれていることにまったく実感が伴ともなわないっていうか……まるで、知らない誰だれかの経歴を読んでいるみたいです」

「そっか……」

　士道は難しげに息を吐いた。

　とはいえ、そういうものかもしれない。無論、何らかのきっかけで失われた記き憶おくが甦ることはあるのだろうが、そのきっかけが何かは人それぞれだろう。記憶にない過去の経歴を読んだところで、そんな感想になるのは無理のないことだった。

「…………」

　と、そこで士道は気づいた。

　四糸乃が、当時の住所が記された二枚目の書類を見ながら、どことなくそわそわしていることに。

「……行ってみるか？　明日はちょうど学校休みだし」

「ふぇっ!?」

　士道が声を掛けると、四糸乃がビクッと肩かたを震ふるわせた。

「な、なんで……」

　そして、目をまん丸に見開きながら、士道の方を見てくる。その「なんで」は、「なんで行くんですか」ではなく、「なんで私の考えていることがわかったんですか？」という意味であるように思えた。

「そりゃあ、そんなにそわそわしてたらな」

　士道が苦笑しながら言うと、四糸乃は恥ずかしそうに頰を染めて肩をすぼめた。

『やーん、二人の間に言葉はいらないのねー！』

「よ、よしのん……！」

　四糸乃が『よしのん』の口を押さえる。士道は笑いながら四糸乃の頭をわしわしと撫なで、言葉を続けた。

「よし、じゃあ決定だ。明日の朝、準備が終わったら家の前に集合な。四糸乃、よしのん、七罪」

「……へっ!?」

　士道が言うと、七罪が素すっ頓とん狂きような声を発した。

「わ、私も!?」

「何言ってるんだ。当然だろ。それとも、何か用事でもあるのか？」

「そ、そういうんじゃないけど、でも、二人の邪じや魔まになりそうだし……」

　と、七罪がぶつぶつ言っていると、四糸乃が潤うるんだ目を七罪に向けた。

「駄目……ですか？」

「う……っ」

　七罪は唸うなるような声を発すると、観念したように手を上げた。

「……わかった。行くわよ」

「……！」

　四糸乃が、先ほどまでの悲しそうな表情から一変、パァッと顔を明るくする。それを見てか、七罪が安あん堵どの息を吐いた。

「……でも、まだそこに四糸乃のお母さんが住んでるかはわからないのよね？　〈ラタトスク〉に調べてもらってから行った方がいいんじゃない？」

「いえ、そこまでご迷めい惑わくはかけられません。それに……もしいなくても、昔自分が住んでいた街を見れば、何か思い出せるかもしれませんし」

　七罪の言葉に、四糸乃が苦笑しながら返す。

　なんとなくではあるが、士道も四糸乃の気持ちがわからないではなかった。確かに〈ラタトスク〉にもっと詳しよう細さいな情報をもらってから行動した方が無駄はないのだろうが──こういうのは、少し曖あい昧まいな方がいいのである。

　可能性は低いが、記憶を思い出せる『かもしれない』。

　母に会える『かもしれない』。

　それくらいが、ちょうどいいのだ。

　もしそれが確定していたのなら、きっと身構えてしまって、逆に決心が付かないだろう。

「でも……もしお母さんに会えたら、最初にすることは決めてあるんです」

「……何？」

　七罪が問うと、四糸乃は満面の笑えみを作りながら言った。

「私の大切な友だちを、紹しよう介かいするんです」

　四糸乃の言葉に、七罪は顔を真っ赤に染めながら目を逸そらした。




　　　　◇




　翌朝。五河家の前に集まった士道たちは、天宮駅へと歩いていき、そこから電車に乗って神か奈な川がわ県けんのとある街へ向かった。

　昨日のうちに、書類に記された住所へのルートは調べてある。最も寄より駅からバスに乗ること二〇分。士道たちは、遠くに海を望む閑かん静せいな住宅街へと辿たどり着いた。

「ん──風が気持ちいいな。景色も綺き麗れいだし、いい街だ」

「うん。四糸乃の住んでた場所……なるほど、これが聖地……」

　士道が伸のびをしながら言うと、七罪がそれに続くように、あごを撫でながらぶつぶつと呟つぶやく。

「…………」

　反して四糸乃は何も言わず、ただ目を見開きながら辺りの様子を眺ながめていた。

「どうだ、四糸乃」

　士道が問うと、四糸乃はしばしの間考え込むような仕草をしたのち、頭を振ってきた。

「見覚えがある感じは……しないです」

「そっか。まあ、じゃあとりあえず、家の住所に向かってみようか」

「──はい」

　四糸乃は表情に緊きん張ちようの色を滲にじませながら、こくりと首しゆ肯こうしてきた。

　とはいえそれも無理のないことだろう。何しろこれから、二六年前に自分が住んでいた家に赴おもむこうというのだ。

　そしてもしかしたら、長らく会っていなかった自分の生母に会えるかもしれない。当時からほとんど歳としを取っていない四糸乃を自分の娘むすめと理解してくれるかどうかはわからなかったけれど、仮に遠くから眺めるだけであったとしても、間ま違ちがいなく特別な体験になるだろう。緊張するなという方が無理な話だ。

　士道はスマートフォンに地図を表示させながら、四糸乃と七罪を先導するように街路を歩いていった。

　が──

「……あれ？」

　不意に、士道は足を止めた。背中に四糸乃がドンとぶつかり、その背にさらに七罪がぶつかる。

「きゃっ……！」

「のわっ！　な、何よ急に……」

　後方から小さな悲鳴と、不満そうな声が聞こえてくる。士道はすまんと謝ると、前方に視線を戻もどした。

「地図によると、ここが四糸乃の家だったみたいなんだよな……」

「え……？」

　士道の言葉に、四糸乃が驚おどろいたような顔をする。

　だがそれも当然である。何しろそこに建っていたのは一いつ軒けん家やでもアパートでもなく、天宮市でもよく見かけるコンビニエンスストアだったのだから。

「ここ……ですか？」

『ひゃー、ずいぶんファンキーな場所に住んでたんだねぇ』

「あー……まあ、二六年前だからね……」

　七罪が頰ほおをかきながら零こぼす。……まあ、確かに予想できた事態ではあった。実際、七罪はこういった可能性を見み越こして、事前に〈ラタトスク〉に確かく認にんしてもらうことを提案してきたのだろう。

　とはいえ、四糸乃もそれは覚かく悟ごしていたのか、さほど残念そうな様子は見せなかった。まあ、まだ自分の過去に実感が伴っていないためかもしれなかったけれど。

　一応念のためということで、近きん隣りん住民にも話を聞いてみたが、有力な情報は得られなかった。わかったことは、二〇年ほど前からここに住み始めた人でも、ここに氷芽川という人が住んでいたことを知らない、ということくらいである。

「結構前に引っ越こしたってことかな……？」

「うーん……」

　士道が頭をかきながら言うと、七罪が何やら難しげに唸りながら、目配せをしてきた。まるで、四糸乃に聞かせたくない話でもあるかのような調子である。士道は声を潜ひそめながら七罪の方に顔を向けた。

「……どうした、七罪」

　すると七罪もまた、四糸乃に聞こえないくらいの小声で返してくる。

「……いやさ、二六年前に娘が失しつ踪そうしてるんでしょ？　そんなにすぐに引っ越しなんてするかな？　そりゃあ、嫌いやな思い出がある場所から離はなれたいって考える人もいるかもだけど、娘が帰ってくる場所を守ろうとするのが親心なんじゃないの……？　いや私子供いないからわかんないけど……」

「む……」

　確かに七罪の言っていることももっともだった。小さく唸ってあごを撫でる。

「じゃあ、なんでここに住んでた痕こん跡せきさえないんだよ」

「それは……」

　七罪が気まずそうに口を噤つぐむ。……とはいえその表情から、彼女がどんな可能性を考えているかはすぐにわかった。なるほど、確かにあまり四糸乃には聞かせたくない話である。

「──士道さん、七罪さん」

「うおっ!?」

「ひゃっ!?」

　と、突とつ然ぜん四糸乃に話しかけられて、士道と七罪はビクッと身体からだを震わせた。

『んー？　なになに？　二人で内ない緒しよ話ばなしー？　どんなよからぬことを企たくらんでたのさー』

『よしのん』が腕うで組ぐみしながらずずいと顔を寄せてくる。士道と七罪は曖昧に笑って誤ご魔ま化かした。

「な、なんでもないよ。それより四糸乃、どうかしたか？」

「あ、はい」

　士道が問うと、四糸乃は顔を上げて、住宅街から延びる長い坂道の上を指さした。

「次は……あそこに行ってみたいです」

「え？」

　四糸乃の指の先を追うように視線を動かす。

　そこには、大きな病院の姿があった。







　──四糸乃が指さした病院は、まさしく過去に彼女が入院生活を送っていた場所であった。

　はっきりと記き憶おくを思い出したわけではないらしいが、街を見み渡わたしていたところ、妙みようにここが気にかかったのだという。

　もとより家の次に見にいこうとしていた場所である。士道たちは連れ立って長い坂道を上り、白い壁かべで構成された巨きよ大だいな建物へと辿り着いた。

「ふう。近くに見えたけど、わりと遠かったな」

「ね……意外と……坂が……キツかった……」

　七罪が肩かたで息をしながら返してくる。そのあまりの疲つかれっぷりに、士道は思わず笑ってしまった。

「すみません、士道さん、七罪さん。付き合わせてしまって……」

「……!?　い、いや!?　ちょうど運動不足だったし!?　むしろありがたいっていうか!?」

　四糸乃が申し訳なさそうに言うと、七罪は背筋をシャキンと伸ばして両手をブンブンと振ふり回して見せた。その様子に、さらに士道は噴ふき出してしまう。さすがにそれはバレたようで、七罪が「な、何よ」と睨にらんできた。

「いや、はは……それより、どうだ四糸乃。見覚えはあるか？」

「…………」

　士道が言うと、四糸乃は先ほどと同じように、病院のロビーを見回した。

「どうでしょう……見たことがあるような……ないような……」

『うーん……でもなんだかこの消毒液の匂においには覚えがあるような……はっ、これはよしのんが無む免めん許きよ医いだった頃ころの記憶……？』

　などと、四糸乃が眉まゆ根ねを寄せながら、『よしのん』が身体を震ふるわせながら言う。どうやら、まだはっきりとは思い出せないらしい。

「んー……入院してた病室の番号もわかってはいるんだけど、さすがにそこまでは入れてくれないだろうしなあ……」

　と、士道が思案を巡めぐらすように言った、そのときであった。

「──よしのん……!?」

　背後から、そんな声が聞こえてきたのは。

「え……？」

「だ、誰だれ……？」

　四糸乃と七罪が弾はじかれるようにそちらを向く。士道もまた、それに倣ならうように振り向いた。

　そこにいたのは、一人の看護師であった。歳の頃五〇代くらいの、上品そうな女性である。多分、この病院の看護師長なのだろう。胸に付けられた名札に、肩書きが記されていた。

　そんな女性が、驚きよう愕がくに目を見開きながら大声を上げたのである。周囲の看護師や外来患かん者じやたちも、驚きを露あらわにしていた。

　だが、女性は構うことなく小走りになると、四糸乃のもとへとやってきて膝ひざを折った。そしてまじまじとその顔と、左手の『よしのん』を見やる。

「まさか、そんなはずは……でも──」

『たはー、参ったね。よしのんの知名度もついに全国区になってしまったか』

『よしのん』が戯おどけるように言うと、女性はその手て触ざわりを確かめるように『よしのん』を撫なでたのち、四糸乃に視線を戻した。

「もしかしてあなた……四糸乃ちゃんの娘さん……？」

　そして、四糸乃の顔を見ながらそんなことを言ってくる。その言葉に、士道たちは一様に目を丸くした。

「え……っ!?」

「あ、あなた、四糸乃のことを知ってるんですか……!?」

　士道が問うと、女性は大きくうなずいてみせた。

「ええ……もう二〇年以上前になるけど……私が昔担当してた女の子よ。この子に瓜うり二ふたつだったわ。それで、こっちのぬいぐるみはよしのんよね？」

『うん。よしのんだよー。それでこっちは、四糸乃の子供の、四よ糸し絵えです』

「え……っ？　あ、はい、四糸絵です……」

『よしのん』の言葉に、四糸乃が慌あわてて首肯する。まあ、四糸乃が失踪してから二六年もの時が経たっているのだ。四糸乃がかつての姿のまま現れたというよりは、そうしておいた方が面めん倒どうがないだろう。

　すると、女性は感かん慨がい深げな表情を作ると、目を潤うるませながら、四糸乃をぎゅうと抱だき締しめた。

「え……っ？　あの……」

「よかった……四糸乃ちゃんは、無事だったのね。本当に……よかった」

　女性は戸と惑まどう四糸乃をしばしの間抱き締めていたが、やがてハッとした様子で身体を離した。

「あ、ご、ごめんなさいね、突然。まさか四糸乃ちゃんの娘むすめさんに会えるだなんて思っていなかったから……」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。それより、もしよかったら、その──お母さんのこと、教えてもらえませんか？」

　四糸乃が言うと、女性は不思議そうに首を傾かしげた。

「それは構わないけど……四糸乃ちゃんはどこにいるの？　今日は一いつ緒しよじゃないの？」

「えっと、それは……」

　女性の問いに、四糸乃が口ごもる。

　まあ、その疑問も当然ではあった。四糸乃の背格好ならば、親が同どう伴はんしていると考えるのが普ふ通つうであるし、何より母のことを聞きたいならば母本人に聞けばよい話である。

　かといって、四糸乃の前で『四糸乃は亡なくなりました』などという噓うそを吐つくのも気が引ける。どうしたものかと士道は思案を巡らせた。

　と、そこで七罪が一歩前に進み出る。

「……あの、実は、四糸絵のお母さんの四糸乃さんは、昔の記憶を失ってまして……」

「え……っ!?」

　七罪の言葉に、女性が驚愕の声を発する。七罪は視線を逸そらしながら続けた。

「それで、昔の持ち物からこの病院の名前が出てきたもので、何か手がかりはないものかと。本当は本人が来れればよかったんですが、なにぶん身体が弱いもので、代わりに四糸絵と私たちが調査に伺うかがった次し第だいでして、はい……」

　などと、つらつらとそんな話を並べ立てる。無論噓ではあるのだが、節々に真実が織り交ぜられている。そのためか、妙な説得力があった。

「なるほどね……」

　女性はふうむと唸うなると、やがてこくりと首を前に倒たおした。

「わかったわ。私にわかる範はん囲いのことでよければ。──でも、ここじゃあない方がいいでしょう。場所を移してもいい？」

「……！　はい！」

　四糸乃が表情を明るくしながらうなずき、女性のあとをついていく。士道と七罪もまた、そのあとを追って歩いていった。

「……にしても、よく咄とつ嗟さにあんな話が出てきたな」

　道中、士道が小声で話しかけると、七罪は自じ嘲ちよう気味に渇かわいた笑えみを浮うかべた。

「……贋にせ物もの作りと詐さ欺ぎ詐さ称しようくらいしか取り柄えがないからね」

「おいおい……」

　自じ虐ぎやく的な七罪の物言いに、思わず苦く笑しようする。その才能も使いようであるし、まさに今士道たちはそれのお陰かげで助かったのであるが。

　と、そうこうしているうちに、小さめの応接室へと辿たどり着く。女性は士道たちを部屋に招き入れると、紙コップに麦茶を注ついで出してくれた。

「──そういえば、申し遅おくれました。ここの師長をしています、澄すみ田だ果か穂ほと申します」

「あ、五河士道です」

「……五河七罪です」

　士道に続いて、七罪が自己紹しよう介かいをする。フルネームを名乗らないのは不自然かと思ってか、中学校に通う際の名を使用していた。結果、果穂は士道と七罪のことを兄妹きようだいと認にん識しきしたらしかった。

「えっと……氷芽川、四糸絵です」

　次いで、四糸乃が、少し照れくさそうに言う。多分偽ぎ名めいを名乗ることに対してよりも、初めて苗みよう字じを名乗ることに緊きん張ちようしたのだろう。

『ヴィルヘルム・フォン・ヨッシーノンです』

　そして最後に、『よしのん』が腕うで組ぐみしながら宣言する。

　果穂はそんな『よしのん』の軽口にふっと噴き出してから、昔を懐なつかしむように目を細めて話を始めた。

「ええと……そうね。どこから話したものかしら。さっきも言った通り、四糸乃ちゃんは私の担当していた患者さんだったの。難しい病気でずっと入院していて、学校にもあまり通えていなかったみたい。まあ、病室でちゃんと勉強はしてたから、むしろ頭のいい子だったけど」

　言ってから、果穂が『よしのん』に視線を向ける。

「で、そのよしのんは、四糸乃ちゃんのお母さんの渚沙さんが、四糸乃ちゃんにプレゼントしたものだったはずよ」

「そうだったん……ですか……」

　四糸乃が目を丸くしながら『よしのん』を見やる。『よしのん』が『キャー！　よしのんの秘密が丸まる裸はだかにされちゃうー！』と身をくねらせた。

「傍はた目めから見ても、仲のいい親子だったわ。本当に、羨うらやましくなるくらい。だから、あのときは──」

「あのとき？」

「……ええ、まあ」

　と、そこで果穂が口ごもる。

　その様は、昔のことを覚えていないというよりも、何か話しづらいことがあるといった調子だった。

「──大丈夫です。話してください」

　四糸乃もまたその気配を感じ取ったのだろう。真まっ直すぐ果穂の目を見つめながら、力強くうなずいてみせる。

　果穂は少し逡しゆん巡じゆんした様子を見せたが、四糸乃の言葉に折れたように、続きを話し始めた。

「……あれは、いつのことだったかしら。突とつ然ぜん病院に連れん絡らくが入ったの。渚沙さんが職場で事故に巻き込まれて、重体だって」

「……！」

　士道は思わず息を詰つまらせた。七罪もまた、同じような表情をしている。

　そんな中、四糸乃だけが、覚かく悟ごをしていたかのように拳こぶしを固め、唇くちびるを引き結んでいた。

「……結局、治ち療りようの甲か斐いなく渚沙さんは帰らぬ人となったわ。……渚沙さんの家族は四糸乃ちゃんだけだった。もちろんその事実を伝えなきゃならない。……でも私には、なんて言ったらいいかわからなかった。だってそうでしょう？　難病と闘たたかう女の子に、そんな残ざん酷こくな事実をどう伝えろっていうの？」

　目を伏ふせ、頭を振ふりながら果穂が言う。その気持ちは痛いほどにわかった。仮に士道がその立場だったとしても、軽々に伝えることはできなかっただろう。

　果穂は大きく息を吐はくと、顔を上げて話を続けてきた。

「──そんなときよ。あの事件が起こったのは」

「あの事件……？」

「ええ。──四糸乃ちゃんが、突然病室から失しつ踪そうしたの」

「あ──」

　そうか、と士道は目を見開いた。

　恐おそらくそこで、始原の精せい霊れい──澪が四糸乃に霊結晶セフイラを渡わたし、四糸乃を精霊化させたのだ。

　しかし無論、果穂がそんなことを知るはずはない。肩かたをすくめながら、もう一度大きく吐と息いきしてくる。

「あのときは大おお騒さわぎだったわよ。面会に来なくなった渚沙さんを探しに行ったんじゃないかとか、どこかから渚沙さんの死を知ってしまって、後を追ったんじゃないかとか、いろんな説が囁ささやかれたわ。もちろん警察にも捜そう索さく願ねがいを出して探してもらったけど……結局、見つからなかった」

　だから、と果穂は四糸乃の方に向き直った。

「よしのんを見たときは驚おどろいちゃって。まさか四糸乃ちゃんが生きていて、こんなに大きな娘さんまでいたなんて。本当に……嬉うれしいわ」

　言って果穂はまたも目を潤ませると、ポケットからハンカチを取り出して、目め頭がしらを拭ぬぐった。

「あはは……ごめんなさいね。歳としを取ると涙なみだもろくなっちゃって」

「澄田さん……」

　四糸乃は複雑そうな表情をしていたが、やがて一いつ瞬しゆん目を伏せたのち、顔を上げた。

「──ありがとうございます。お母さんのことを教えてくれて。お母さんのことを……覚えていてくれて」

「いえ、そんな。こちらこそお礼を言いたいくらいだわ。ここを訪ねてくれて、ありがとう。おかげで、長年の胸のつかえが取れた気分よ」

　どこか晴れやかな顔でそう言って、果穂が小さく頭を下げる。

　すると四糸乃はそれに返すように礼をしたのち、少し遠えん慮りよがちに続けた。

「それで……あの、駄だ目めならいいんですけど、最後に一つだけ、お願いをしてもいいですか？」

「お願い？　何かしら」

「はい。内科病びよう棟とうの三〇二号室を見せてもらいたいんです。そこの写真を、お母さんに見せてあげたくて」

　三〇二号室。その病室は──かつて四糸乃が入院していた部屋に他ほかならなかった。

「三〇二号室……か。確か今は誰だれも入ってなかったわね。ううん、普通は駄目なんだけど……内ない緒しよよ？」

　言って、果穂が悪戯いたずらっぽくウインクをしてくる。

「！　ありがとうございます……！」

　四糸乃がぺこりと礼をする。士道と七罪もまた、それに倣ならって頭を下げた。

「じゃあ、さっそく行きましょう。ついてきて」

　果穂が皆みなを導くようにそう言って、部屋を出ていく。士道たちはそのあとに従い、病院の廊ろう下かを歩いていった。

　そして病棟を渡り、エレベーターに乗って、目的の三〇二号室へと辿り着く。

「──ここよ。さ、どうぞ」

「……はい」

　果穂に促うながされ、四糸乃が緊張した面おも持もちで、病室に足を踏ふみ入れた。

　そして部屋の中央に歩みを進めながら、ぐるりと中の様子を見回す。士道と七罪もそのあとについて室内に入っていった。

　すると、それと同時、果穂が何かを思いだしたように「あ」と声を発してくる。

「そうだ。忘れてた。──四糸絵ちゃんに渡さなきゃいけないものがあるの。すぐ取ってくるから、ちょっと部屋を見ててくれる？」

「え？　あ、はい──」

　士道が振り向いて返事をしたときにはもう、果穂の姿は廊下に消えていた。パタパタと小走りになるような音が、廊下を遠ざかっていく。

　渡さなきゃいけないもの、というのが一体何なのかはわからなかったが、ゆっくりと病室を観察できるようになったのは僥ぎよう倖こうかもしれなかった。視線を前方に戻もどしながら、部屋の中を見回す。

　白いベッドと丸椅い子す、棚たなに小さなテレビが置かれた、何の変へん哲てつもない病室である。ただ、カーテンの隙すき間まから覗のぞく窓の外には、街の風景と、その先に広がる海が見て取れた。

「ここが……四糸乃の」

「ああ、そうみたいだな。どうだ四糸乃、何か──」

　と、士道はそこで言葉を止めた。

「────」

　四糸乃が、呆ぼう然ぜんと目を見開きながら、その場に立ち尽つくしていたのである。







　──ぐるぐると意識が巡めぐる。きゅるきゅると記き憶おくが渦うずを巻く。

　今まで何をどれだけ聞いても、何をどれだけ見ても、実像を伴ともなわなかった情報が、段々と形を帯びていく。四糸乃は痺しびれるような頭痛に、思わず膝ひざを突つきそうになった。

　けれど、耐たえる。もう少しだ。もう少しで何かが思い出せそうだった。

　嗚あ呼あ、そうだ。自分は確かにかつて、この部屋にいた。この小さな空間だけが、四糸乃の城だった。この窓から見える景色だけが、四糸乃の世界だった。そして──

「……っ！」

　──コンコン、と扉とびらがノックされる。

　それに気づいて振り向いたとき、四糸乃はベッドの上に座り込んでいた。

　否いな、それだけではない。四糸乃の装よそおいは可愛かわいらしいパジャマに変へん貌ぼうし、病室からは士道や七罪の姿が消えていた。そして四糸乃の左手には、『よしのん』の姿がなかった。

　しかし、不思議と違い和わ感かんはない。そうだ。むしろこれが普ふ通つうだったのだ。今はそんなことより、ノックに応こたえなければ。四糸乃は今日もずっと、この来訪を楽しみにしていたのだから──

「──はーい」

　四糸乃が言うと、病室の扉が勢いよく開け放たれた。

「やっはー！　今日も元気にしてたかい四ー糸乃ー！　お母さんが来ったぞー！」

　そして元気よくそう言って、一人の女性が病室に入ってくる。

　髪かみを無造作に引っ詰めにした、化け粧しようっ気けのない女性である。現場作業用のツナギを着ていたのだが、道中暑かったのか、上半身部分を脱ぬいでタンクトップ姿になっていた。肩にはくたびれたリュックサックを担かつぎ、手にはバイク用のヘルメットを提さげている。

　病弱な四糸乃とは正反対の活発そうな女性であるが──彼女こそが四糸乃の母・氷芽川渚沙その人であった。

「──お母さん！」

　四糸乃は弾はずんだ声を上げると、読んでいた本を閉じてそちらに向き直った。

「ふっふっふ、待たせたねー」

　すると渚沙はのしのしとベッドの方に歩いてくると、そのままわしわしと四糸乃の頭を撫なでてきた。

「ふふ、くすぐったいってば」

　四糸乃がそう言って小さく身を捩よじると、渚沙は面白がるように、今度は両手で四糸乃の頰ほおを撫でた。

「もう遅おそいから、今日も来れないのかと思ってたよ」

「ごめんごめん。ちょっと現場が長引いちゃってさー」

　渚沙は手をパンと合わせると、大おお仰ぎような仕草で謝ってきた。

　が、すぐに何かを思いだしたように目をキラリと輝かがやかせる。

「実は今日はそんな四糸乃に、プレゼントがあるのです」

「プレゼント……？」

　四糸乃が目を丸くしながら首を傾かしげると、渚沙は、んっふっふ……と不敵な笑えみを浮うかべながら、ベッド脇わきの丸椅子に腰こし掛かけた。

「そう。今まで内緒にしてたけど、実はお母さん、忍にん者じやの末まつ裔えいでね」

「……そうなの？」

「あっ、信じてないなー？　見てて見ててー？　はっ！　忍法・分身の術！」

　そして何やらベッドの下でリュックサックをごそごそしたのち、バッと手を掲かかげてみせる。
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「あ──」

　それを見て、四糸乃は目を見開いた。ベッドの下から取り出した渚沙の手に、可愛らしいウサギのパペットが装着されていたのである。

『やあ四糸乃。新しいお母さんだヨ』

「おっと早さつ速そく調子のってるなー？　私が本物だぞー」

『えー？　何言ってくれちゃってるのかな？　ウサ耳もないのにねぇ』

「なんだとー？　霊れい長ちよう類るい舐なめてもらっちゃ困るなー？」

　などと、渚沙とパペットが会話してみせる。四糸乃はキラキラと目を輝かせた。

「すごい。どうしたの、これ」

「へっへー、ちょーっと空き時間にね。上手うまいもんっしょ？」

「うん、すごく可愛い。……でも、なんで右目が眼帯なの？」

「よく聞いてくれた。それは昔宿敵との戦いで負った傷ということになってるんだけど、実は拘こう束そく具ぐでね。その封ふう印いんが解かれたとき、世界を喰くらう兎うさぎが──」

「……本当は？」

「……途と中ちゆうで材料が足らなくなって」

　四糸乃が改めて問うと、渚沙は頰に汗あせを垂らしながら白状した。そんな渚沙の様子が可お笑かしくて、四糸乃は思わず笑ってしまった。

「ねえ、着けてみてもいい？」

「ん？　ああ、もちろん。ククク、しかし上手く操あやつれるかな……？」

　渚沙が不敵に笑ってくる。四糸乃はパペットを左手に着けると、できるだけ自分の口を動かさないようにしながら喋しやべってみた。

『──やっはー！　ご苦労だったねもう一人の私。ククク、全すべては計画通りさ。こうして私は、新たな身体からだを手に入れることができた』

「な……なんだと!?　おのれウサギめ、私の四糸乃をどうするつもりだ!?」

『知れたこと。我がウサギ帝てい国こくの尖せん兵ぺいとなってもらうのさー！』

「く……っ、そうはさせるか！　くらえ必殺、ウサ耳絞しぼり！」

『ぎゃーっ！　ちーかーらーがー抜ぬーけーるー』

　……などと。そこまでやったところで、四糸乃と渚沙は、どちらからともなく噴ふき出してしまった。

「ふふっ、あはははっ」

「なんだよなんだよ四糸乃ー。私より上手いじゃんかー」

「そんなことないよ。お母さんの真ま似ねしただけだし。……ところで、この子はなんていう名前なの？」

「へ？　うーん……じゃあ、よしのん」

「ええ？　それじゃあお母さんじゃなくて私の分身みたいだよ」

「いーじゃんいーじゃん。『なぎさん』より『よしのん』の方が可愛いし」

　言って、渚沙がヒラヒラと手を振ふりながら愉ゆ快かいそうに笑ってくる。四糸乃は「じゃあ」と返した。

「今度私が、お母さん用のぬいぐるみを作ってあげる。──私の、分身を」

「え？」

「だって、私がお母さんの分身と一いつ緒しよにいられるのに、お母さんが一人じゃかわいそうでしょ？」

「ひゅー！　マジか。お母さん感激で泣いちゃうぜ。あ、じゃあ名前は『よしのんジュニア』でよろしく」

「えっ、なぎさんじゃないの？」

「だってよしのんが私の分身でなぎさんが四糸乃の分身じゃわかりづらいじゃーん。ならもうウサギパペットをよしのんシリーズと位置づけた方が、四糸乃いっぱいで幸せ度もアップするのではないかとね」

「もう……お母さんは私のこと大好きだなあ」

「ふはは！　今さら気づいたか！　お母さんは四糸乃大好き人間だぞぉぉぉ！」

　渚沙は快活に笑うと、もう一度四糸乃の頭を撫でてきた。

「──とにかく。面会に来れない日でも、いつも私は、四糸乃のことを見守ってるから」

「……うん」

　四糸乃はぎゅっとウサギのパペット──『よしのん』を抱だき締しめると、強くうなずいた。

「大好きだよ……お母さん」







「──糸乃、四糸乃！」

「────っ」

　肩かたを揺ゆすられ、四糸乃はハッと顔を上げた。

　辺りを見回すと、病室の中に、士道や七罪がいることがわかる。

　それはそうだ。四糸乃はつい今し方、二人と一緒にこの病室を訪おとずれたのだから。

「あ──」

　そして、理解する。自分が今見ていたものが、紛まぎれもない自分の──氷芽川四糸乃の記憶であることを。

「思い出し……ました……」

「……！　本当か、四糸乃──」

　四糸乃が辿たど々たどしく言うと、士道が驚おどろいたように声を上げてくる。

　だが、それきりだった。士道はそこで言葉を止めると、困こん惑わくしたような顔で四糸乃を見つめてくるのみだったのである。

　けれど、それも無理からぬことなのかもしれなかった。

　──四糸乃の目から、滂ぼう沱だと溢あふれる涙なみだを見たならば。

「う、あ……ああ、ああああああああああ──」

　四糸乃は言葉にならない嗚お咽えつを漏もらして、ベッドにもたれかかるように身体を折った。小さな手で引き絞られたシーツの上に、ぽたぽたと涙が落ちる。

　病院の備品を汚よごしてしまってはいけないという意識はありながらも、涙も、声も、止めることができなかった。

　今まで別人の記憶のように眺ながめていた情報が、色を帯びていく。

　目に見えない何かに堰せき止められていた感情が、溢れ出してくる。

　──なぜ、なぜ今まで忘れていたのだろう。

　自分は、こんなにも愛されていたのに。

　渚沙は、こんなにも近くにいてくれていたのに。

　四糸乃は震ふるえる手を動かすと、左手に着けられたウサギのパペットと向き合った。

「ごめんね……私、長い間忘れていて……『よしのん』は──お母さんは、ずっと、私を見守ってくれていたのに……」

　すると『よしのん』は、ゆっくりと頭を振ると、ぽんぽんと四糸乃の頭を撫でてきた。

『──ううん。いいんだよ、四糸乃。四糸乃が元気ならそれが一番さ』

「────」

　その、声が。頭を撫でる感かん触しよくが。まるで渚沙のもののように思えて。

　四糸乃は『よしのん』を抱き締めると、少しの間、泣いた。

「四糸乃……」

「……ん」

　士道と七罪が小さく呟つぶやき、しかしそれ以上は何も言わず、黙だまって四糸乃の背を撫でてくる。

　その温かな感触は、四糸乃に不思議な力強さと、頼たのもしさを感じさせた。

　──ああ、私は幸せ者だ。

　四糸乃は、涙を流しながらそんなことを思った。

　優やさしいお母さんのもとに生まれて、愛いっぱいに育てられ──そして今、こんなにも頼もしい仲間に支えられている。

　悲しみと、苦しみと、けれどそれに負けないくらい大きな喜びや嬉うれしさ。そんなものが頭の中でない交ぜになって、四糸乃はひたすらに泣いた。

　そうして──どれくらい経たった頃ころだろうか。

　四糸乃がようやく落ち着きを取り戻もどし、涙を拭ぬぐったところで、先ほど病室をあとにした果穂が戻ってきた。

「あら、どうかしたの？」

「……！　いえ、少し転んで……ごめんなさい、ベッドを汚しちゃいました」

　四糸乃は居住まいを正すと、果穂の方に向き直った。彼女の前では四糸乃は、四糸乃の娘むすめ・四糸絵ということになっている。病室を見て昔のことを思い出したとは言えなかった。

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？　ベッドの方はあとで直しておくから気にしないでいいわよ」

「すみません……ありがとうございます」

　四糸乃は頭を下げ──そこで目を丸くした。

　果穂が、何やら大きな箱を小こ脇わきに抱かかえていることに気づいたのである。

　四糸乃の反応から果穂もそれを察したのだろう。四糸乃の方に歩み寄ってきて、ベッドの上にその箱を置く。

「そうそう。もし四糸乃ちゃんが戻ってきたら、返さなきゃと思ってずっと保管してたの」

　そしてそう言いながら、箱の蓋ふたを開ける。

「──っ、これは……！」

　箱の中に収められていたものを見て、四糸乃は目を見開いた。同じくそれを覗のぞき込んだ士道や七罪もまた、似たような表情を作る。

　だがそれも当然ではあった。何しろそこに入っていたのは──『よしのん』そっくりのウサギのパペットだったのだから。

　けれど、過去の記き憶おくを取り戻した四糸乃にはすぐにわかった。そのパペットの正体が。

　そう、それは──

「よしのん……ジュニア」

「よ、よしのん──」

「ジュニア!?」

　士道と七罪が、驚きよう愕がくの声を上げてくる。

　四糸乃はこくりとうなずくと、箱の中からパペットを取り出した。

　よくよく見ると、『よしのん』とまったく同じというわけではない。『よしのん』のように眼帯はしておらず、耳もロップイヤーのように少し垂れていた。

　間ま違ちがいない。それは、四糸乃が渚沙のために作った四糸乃の分身、『よしのんジュニア』であった。

　果穂が、感かん慨がい深げに『ジュニア』の頭を撫なでながら小さく息を吐はく。

「四糸乃ちゃんが、お母さんにプレゼントするんだって作ってたお人形よ。……結局、渚沙さんが亡なくなってしまって、渡わたせなかったみたいだけど。──四糸絵ちゃん、だったわよね。よかったら、四糸乃ちゃんに渡してもらえる？」

「……はい、必ず」

　四糸乃は大きくうなずくと、『ジュニア』を右手に装着してみせた。

　そして、『よしのん』と『ジュニア』を向き合わせると、右手の指を動かし、『ジュニア』を操作しながら声を発した。

『……久しぶり、よしのん。ずっと会いたかったよ』

　すると、それに返すように──

『──うん、よしのんもだよ！』
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『よしのん』が、『ジュニア』をぎゅっと、抱き締めた。
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　その後、士道たちは『ジュニア』を丁てい寧ねいに鞄かばんに収め、病院のロビーへと戻ってきた。

「本当に。いろいろありがとうございます」

　四糸乃が申し訳なさそうに言って、果穂に深々と頭を下げる。その目は未いまだに少し赤かったものの、もう涙は見受けられなかった。

「ああ、気にしないで。私もあなたに会えてよかったわ。──今度は是ぜ非ひ四糸乃ちゃんにも会いたいわね。こっちからお伺うかがいするから、四糸乃ちゃんの体調がいい日があったら教えてちょうだい」

「あはは……は、はい」

　果穂の言葉に、四糸乃が曖あい昧まいに笑いながらそう返す。先ほど果穂とは連れん絡らく先を交こう換かんしたようだったが、成長した四糸乃の姿を用意できない以上、なかなか面会は叶かないそうになかった。……顕現装置リアライザでどうにかなるものだろうか。あとで琴里に聞いてみなければなるまい。

「それじゃあ、いろいろお世話になりました。──失礼します」

「ええ、またね」

　士道たちは果穂に挨あい拶さつをすると、病院をあとにした。

　来たときは気づかなかったが、長い坂の上に位置する病院からは、坂の下に広がる街並みと水平線を一望することができた。陽光を反射しキラキラと輝かがやく水面を遠くに望みながら、大きく伸のびをする。

「──よかったな、四糸乃。お母さんのことを思い出せて」

「……はい」

　四糸乃が、少し照れくさそうに言いながら微笑ほほえむ。するとそれに合わせるように、『よしのん』が大おお仰ぎように腕うで組ぐみした。

『いやー、なんかスッキリしたねー。ジュニアにもまた会えたし、よしのんもちょっとグレードアップ？　みたいな？』

　などと言ってから、シュッシュッとシャドーボクシングをしてみせる。

『よしのん』は四糸乃の心を守るため、四糸乃の中に生まれた別人格という話である。きっと四糸乃が無意識のうちに、母である渚沙をモデルに人格を形成していたのだろう。今回四糸乃の記憶が呼び起こされたことによって、『よしのん』にも何らかの変化が表れたのかもしれない。

　否いな、その考えは些いささか無ぶ粋すいか。『よしのん』は渚沙の分身で、今までずっと四糸乃を守ってきたのだ。その方が──素す敵てきな気がした。

「──それと、もう一つ思い出したんです」

　と、バス停への坂道をゆっくりと下っていく途と中ちゆう。

　不意に四糸乃が、ぽつりと呟いた。

「思い出した？　何を？」

「──私の前に、〈ファントム〉が現れたときのことです」

「…………！」

　四糸乃の言葉に、士道はぴくりと眉まゆを揺ゆらした。

〈ファントム〉。それは、始原の精せい霊れいたる澪が、己おのれの正体を隠かくしていたときの識別名である。

　人間に霊結晶セフイラを渡し、精霊にする存在。覚えているか否かの差こそあれど、元精霊たちの前には、例外なく彼女が現れているはずだった。

「お母さんがずっと面会にこなくなって、寂さびしくて、寂しくて、私はずっと泣いていました。それのせいなのか、病状もどんどん悪くなって、ある日の夜、呼吸もできないくらいに胸が苦しくなって──

　そんなときです。私の前に〈ファントム〉が現れたのは」

　四糸乃は、細く息を吐きながら目を伏ふせた。

「……澪さんは、真士さんを永遠の存在にするために、私たちを精霊にしたって聞いています。でも──私はあのとき澪さんに出会わなければ、とっくに死んでしまっていたと思います」

　そして顔を上げながら、続ける。

「精霊になって、いっぱい辛つらいこともありました。悲しいこともありました。でも──それより遥はるかにたくさん、楽しいことや、嬉しいことがありました。──私、思うんです。澪さんは私の命を使うつもりだったけど、その代わり、私に生きる時間をくれたんじゃないかって」

「それは……」

　士道は言葉を詰つまらせた。すると四糸乃が、ふふっと微笑んでくる。

「私は、澪さんのことをあまり知らないので、それが本当かどうかはわかりません。──でも、私のよく知る令れい音ねさんなら、そんな風に考えたんじゃないかなって、思います」

「…………、ああ、そうかもしれないな」

　四糸乃の言葉に、士道は小さくうなずきながら返した。

　真実はどうかわからないけれど、確かに令音ならば──そう考えてもおかしくはないと思えたのである。

「そうだ──忘れてました」

　と、そこで四糸乃が、少し早足になってトントンと坂を駆かけ下りたかと思うと、士道たちの正面に立ちはだかるように向き直ってきた。

「よしのん、……ちょっとだけ、いいかな」

『ん、もっちろん』

　四糸乃の言葉に、『よしのん』が大仰にうなずく。まるで、四糸乃のしたいことなど百も承知だというように。

　すると四糸乃は、自分の左手から『よしのん』を外すと、その身体からだを両手で抱えた。

「改めて、紹しよう介かいするね。──お母さん」

　そしてそう言って、『よしのん』を七罪の方に向ける。

「この人は七罪さん。私の──大切な友だちなんだ」

「ふぇっ!?」

　突とつ然ぜんのことに、七罪がビクッと身体を震ふるわせる。が、黙だまっているのも無礼に当たると思ったのか、頰ほおを真っ赤に染めながらも、『よしのん』に小さく礼をした。

「……ど、どうも。七罪です」

　もちろん四糸乃の左手から離はなれた『よしのん』がそれに返事を返すことはなかったが──それは四糸乃とてわかっていただろう。

　嗚あ呼あ、そうだ。士道はここに来る前、四糸乃が言っていたことを思い出した。

　四糸乃は、母に──母の分身に、友だちのことを紹介したかったのだ。

　きちんと。──自分だけの、言葉で。

　次いで、四糸乃が士道の方に向き直ってくる。士道もまた改めて紹介されるのだろう。コホンと咳せき払ばらいをして居住まいを正す。

　が、四糸乃は、少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべながら言ってきた。

「この人は士道さん。私の──大好きな人だよ」

「へ……っ!?」

　予想外の言葉に、素すっ頓とん狂きような声を発する。すると四糸乃が困ったような顔を作りながら続けた。

「でも、私が勇気を出して告白したのに、まだはっきり答えを返してくれないの」

「や、よ、四糸乃？　それはだな……」

　まさかの追つい撃げきに士道が口ごもった。

　確かに一年前、士道は四糸乃に告白された。

　けれどそれはまさに十香が消える瞬しゆん間かんのことで──結局曖昧なままになっていたのである。まさか、このタイミングでその話題が出てくるとは。

　士道が慌あわてていると、四糸乃は可お笑かしそうに笑った。

「ふふ、いいんですよ、士道さん。ちょっと意地悪したくなっちゃっただけです。──あれは、十香さんに本音を話してもらいたくて言っただけですから」

「四糸乃……」

「でも、私がもっと大人になったら、そのときは──」

「え──？」

　士道が聞き返すも、四糸乃は答えず、ふふっと頰を緩ゆるめるのみだった。そのまま、『よしのん』を左手に着け直す。

　すると『よしのん』が、水浴びをした動物の如ごとくぶるぶるっと身体を揺すった。

『っふはー！　よしのん復ッ活！　んで、どうだったの四糸乃ー』

「ふふ──内ない緒しよ」

　四糸乃が微笑みながら、人差し指を唇くちびるの前に立ててみせる。『よしのん』が『ええー？　おーしーえーてーよー』と四糸乃の頰をぷにぷにしていた。

　そんな様を見ながら、顔を赤くしながら目を覆おおっていた（しかし指の隙すき間まからしっかり見ていた）七罪が、絞しぼり出すように声を発する。

「よ、四糸乃……いつの間にそんな大人な感じに……」

「あ、ああ……」

　同意を示すように、士道もまた唸うなるように声を上げる。まさかあの純真無む垢くな四糸乃が、あんなにもこちらを翻ほん弄ろうしてくるとは思わなかったのである。

　……あれも、『よしのん』を外していたからこそ、だろうか。なんだか親おや離ばなれの瞬間を目撃した気がして、士道は不思議な感かん慨がいを覚えた。

　けれど、考えてみれば道理だ。最後の戦いが終わってから、もう一年近い月日が経たっている。人は成長するものだ。四糸乃くらいの年ねん齢れいの女の子なら、尚なお更さらに。

「…………」

　士道は思わず無言になった。──果たして自分は、一年前からどれだけ前に進めたのだろうと思って。

（──あれは、十香さんに本音を話してもらいたくて言っただけですから）

　四糸乃の言葉が胸にちくりと刺ささる。

　確かに四糸乃は成長したのだろう。けれど、それは今に始まったことではない。一年前のあのときでさえ、四糸乃は士道より遥かに立派だった。十香が消えてしまうと知りながら、十香や皆みなを悲しませまいと本音を言えずにいた士道などより、遥かに。

　──思えばこの一年間、士道は十香が消えてしまったことを引きずりながらも、十香の情報からあえて目を背そむけていた。きっと頭では理解できていても、十香がもういないという事実と向き合うのが、怖こわかったのだ。

　……なんと情けない話だろうか。四糸乃の勇気と成長に当てられてようやく、それを自覚するだなんて。

「──士道さん」

　と、不意に声をかけられて、士道は小さく肩かたを揺らした。

「ど、どうした四糸乃」

「改めて、今日は、本当にありがとうございます。──士道さんと七罪さんのお陰かげで、お母さんと再会することができました」

　言って、四糸乃が礼をしてくる。

「……いや、そんな。……お礼を言いたいのは、俺の方だよ」

「え？」

　四糸乃が不思議そうな顔をしてくる。

　別に、言葉にされたわけではない。だが、今日の四糸乃の行動は──足あし踏ぶみをし続けていた士道の背を押すには、十分に過ぎる出来事だった。

　無論、いきなり何ができると言うわけではない。

　けれど──まずは、もっと『知る』ことから始めよう。

　十香のことを。空くう間かん震しんのことを。精霊のことを。

　──知ることによって、前に進める可能性があるのなら。

「士道……さん？」

「……どうしたのよ、さっきから」

　四糸乃と七罪が、首を傾かしげながら問いかけてくる。士道は「いや」と頭を振ふると、海を見み渡わたすように顔を上げた。

「──坂の途中に公園があったよな。ちょっと遅おそいけど、昼にしようか。せっかくの遠出だから、弁当を作ってきたんだ」

　どこか吹ふっ切れた顔で士道が言うと、四糸乃と七罪は一瞬顔を見合わせたのち、笑え顔がおでうなずいてきた。
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　三月。冬の寒さが鳴りを潜ひそめ、そこかしこに春の息い吹ぶきが感じられるようになった頃ころ。

　四糸乃は、同じマンションに住む七罪のもとを訪ねていた。

　とはいえ、七罪が住む部屋は四糸乃の部屋のすぐ隣となりである。もともとはあまり人と関かかわりたくない、と最上階の一番端はしの部屋を選んでいた七罪だったけれど、一年前の戦いが終わったあと心境の変化があったらしく、ここに引っ越こしてきていたのだ。

　チャイムを鳴らすと、すぐにバタバタという足音が聞こえてきて、ドアが開け放たれる。ラフな部屋着を纏まとい、髪かみを大おお雑ざつ把ぱに纏まとめた七罪が顔を出した。

「い、いらっしゃい……」

「七罪さん……そんなに急がなくても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

　四糸乃が苦く笑しようしながら言うと、七罪は少し荒あらくなった息を整えながらブンブンと首を横に振った。

「いや、私みたいなのが四糸乃を待たせるわけにはいかないし……ていうかわざわざ来てくれなくても、言ってくれればこっちから出向いたのに……」

「そんな。お隣さんなんですし、もっと気楽にいきましょう」

「お、お隣さん……」

　四糸乃が言うと、七罪はなぜか照れるように頰を赤くした。

　が、すぐにハッとした様子で四糸乃を招き入れてくる。

「ごめん、立たせっぱなしで。よかったら入って」

「はい、お邪じや魔まします」

　四糸乃は小さくお辞じ儀ぎすると、靴くつを揃そろえて脱ぬぎ、七罪の部屋に上がっていった。

　すると七罪が早足でキッチンへと向かい、手早くお茶の用意をしてくれる。

「えっと……紅茶でいい？」

「はい。わざわざありがとうございます」

「いやいや、こちらこそありがたき幸せ……」

　七罪が何やらぶつぶつ言っていたが、後半の方はよく聞き取れなかった。

　四糸乃がリビングのソファに腰こし掛かけて待っていると、程ほどなくして、七罪がお茶とお菓か子しを運んでくる。

　四糸乃が改めて礼を述べると、七罪は恐きよう縮しゆくしたように肩をすぼめながら、四糸乃の対面に座った。

「……それで、今日はどうしたの？」

「あ──そうでした。七罪さん、今度のお休み、空いてますか？」

「空けます」

　即そく答とうだった。思わず苦笑してしまう。

「で、何をするの？」

「あ、はい。実はあのあと、澄田さんからメールがあって、お母さんのお墓の場所を教えてくれたんです。だから、今度のお休みに行ってみようかと思って。『ジュニア』も会わせてあげたいですし。それで……もしよかったら、七罪さんもどうかなって」

『んまー、人んちのお墓参りとか退たい屈くつだと思うし、無理にとは言わないけどねー』

　あっはっは、と軽く笑いながら『よしのん』が言う。すると七罪はとんでもない、とでも言うようにブンブンと頭を振った。

「もちろん行くわよ。だって私、四糸乃の、と、とと……と……」

　七罪は湯気が立つのではないかと思えるほどに顔を赤くすると、絞り出すように声を発した。

「……友だち、だし……」

「……！　はい！」

　四糸乃が笑顔で応こたえると、七罪はボンッ！　と頭から煙けむりを噴ふいた。

「じゃあ、よろしくお願いします。場所はあの街の近くらしいので、ちょっと遠いですけど……」

「全然大丈夫。……と、そういえば、士道にはもう声かけたの？」

「いえ、まだですけど……」

　四糸乃が言うと、七罪がピンと指を立ててきた。

「休日のあいつ、結構倍率高いから、早めに声かけた方がいいかも。確か今日は、昨日のおかず持って狂三の家に行くって言ってたし」

「そ、そうですね……じゃあ、先にメッセージだけでも……」

　四糸乃はポケットからスマートフォンを取り出すと、士道にメッセージを送ろうと画面をタップした。

　が──その瞬間。




　──ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥ────




　そんな不ふ穏おんな警報が、空気を震ふるわせた。

「え……っ!?」

「く、空間震警報……ッ!?」

　四糸乃と七罪は息を詰つまらせると、驚きよう愕がくに染まった顔を見合わせた。

「な、なんで警報が……？　精霊はもういないはずじゃなかったの？」

「わかりません……でも、とにかく、今は」

　四糸乃がぐっと拳こぶしを握にぎりながら言うと、七罪はその意図を察したように大きく首しゆ肯こうを返してくる。

　二人は素す早ばやく部屋を出ると、状じよう況きようを確かく認にんするため〈フラクシナス〉へと向かった。








第五章　五いつ河か琴こと里り









　私と士し道どうの出会いは、士道が五河家に養子にやってきたときのことだと思う。

　まあもちろん、子供だった私は、そのときのことをよく覚えてはいないのだけれど。

　実際、しばらくの間、私は士道を義理の兄と知らずに過ごしていた。優やさしくて、大好きなおにーちゃん。それが私にとっての士道で、そのときはそれでいいと思っていた。

　──私の世界が変わったのは六年前。

〈ファントム〉の手によって精せい霊れいになったときだ。

　今思えば、きっと士道に〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護を授さずけるために私が選ばれたのよね。まったく、迷めい惑わくな話だわ。しかもこっちが文句を言う前に消えちゃうんだから身勝手よ。本当に──仕方ない人なんだから。

　ともあれ、私は精霊になった。そして同時に〈ラタトスク〉に見み出いだされ、来たる精霊出現の日に向けて司令官になった。

　士道に助けられた私は、士道を助けるための準備を始めた。

　──だって私は、おにーちゃんの妹だから。

　私はそのことを好ましく思っているし、誇ほこりにも思っている。

　実際、今いる皆の中で、誰だれよりも士道と過ごしてきたし、誰よりも士道のことを知っている。

　でも、ふと感じることがある。

　妹というのは、誇りであると同時に──呪のろいのようなものだ。

　誰よりも近いけれど、近すぎる。

　きっと士道が恋こいをするとき、その中に私は入らない。

　もし。──もしも。士道が養子に来たのが私の家じゃなかったとしたら。

　私たちは、もっと違ちがった形で出会えていたのかしら？




　　　　◇




　──どくん、どくん、という鼓こ動どうの音が、やたらとうるさく感じる。

　まるで胸骨を突つき破って飛び出してきそうなほどに、強く心臓が跳はねる。

　それはきっと、恐きよう怖ふとか戦せん慄りつとかといった感情からくるものなのだろう。実際、士道の目の前に立った謎なぞの少女から発される凄すさまじい圧力は、観測機などを通さずとも士道の肌はだをビリビリと震ふるわせていた。

「……っ」

　原始的な恐怖。死の直感。生物としての圧あつ倒とう的な格の違いを、本能が訴うつたえかけてくる。今すぐに逃にげろ。目の前にいるのは、絶対的な捕ほ食しよく者である──

　けれど、士道は逃げなかった。

　足が竦すくんで動かなかったというのもあるかもしれなかったが、それ以上に──この少女から目が離はなせなかったのだ。

　──なんだ、この感覚は。

　早はや鐘がねのような心音の中、士道は奇き妙みような既き視し感かんに襲おそわれていた。未知の存在。知るはずのない少女。だが、なぜだろうか。士道はこの少女に、どこかで会ったことがある気がしてならなかった。

「……、ぅ、ア──」

　そんな膠こう着ちやく状じよう態たいを破ったのは、少女の方だった。小さく唸うなるような声を漏もらしながら、ゆっくりと『爪つめ』を纏まとった腕うでを振ふりかぶる。

「……ッ、──」

　士道は少女の意図を察すると、息を詰つまらせ、その場から転がるように飛び退のいた。

　少女の手が振り下ろされ、ひゅん、と風を切るような音が響ひびく。

　──瞬しゆん間かん。

　辺りの景色が、ずれた。

「は────」

　目の前で起こったことの意味がわからず、士道は間の抜ぬけた声を発した。

　だがすぐに理解する。少女の前方にあった道や家々、街路樹や車などが──まるで豆とう腐ふでも切るかのように滑なめらかに切断され、重い音を立てて崩くずれていったのである。

　しかもそれは、少女の目の前のみに起こった現象ではなかった。崩ほう壊かいの音が、段々と遠くなっていく。次々と土つち煙けむりが上がっていく。

「な……」

　士道は息を詰まらせた。何しろ少女が『爪』を振るった方向にあった街並みが、遥はるか数キロ先まで、綺き麗れいに切断されていたのだから。

　もしも士道があの場から飛び退くのが数秒遅おくれていたなら、士道もあの街並みのように滑らかな断面を晒さらしていたに違いなかった。

「ア、ァ、あ──」

　少女は再度無造作に腕を振りかぶると、二度、三度と『爪』を振るった。

　そのたび、少女の視線の延長線上にある街並みが、景色が、綺麗に切断されていく。

「う、噓うそだろ……!?」

〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護がない今、どんな小さな一いち撃げきでさえ致ち命めい傷しようになりかねない。士道は身を低くしながら這ほう々ほうの体ていでその場から逃げ出した。

　とはいえ、少女と距きよ離りを取ることに意味があるとは思えない。少女がひとたび『爪』を振るえば、その延長線上の景色が全すべて瓦が礫れきと化すのである。重要なのは、少女の視線の前に立たないことだった。必然、少女の周りを回るような格好になる。

「──アア、ア、アア……！」

　幾いく度ど目の攻こう撃げきのあとだろうか。少女が天に向かって手を掲かかげる。

　すると巨きよ大だいな『爪』がその姿を消し、その代わり、少女の周囲に浮ふ遊ゆうしていた一〇本の剣けんの内の一つが、少女の手に収まった。

　左から数えて五本目の剣。戦せん斧ぷのように肉厚な刃やいばを誇る、炎ほのおの如ごとき大剣である。

「アアアアアアアアアアアア──ッ！」

　少女は獣けもののような咆ほう吼こうを上げると、その剣を地面に突き立てた。

「わ……ッ!?」

　思わず、悲鳴じみた声とともに身を竦ませる。

　少女を中心に、大地に放射状に罅ひびが広がっていき──そこから、火山のように炎が噴ふき出したのである。

「こ、これは──」

　一瞬にして、辺りが灼しやく熱ねつ地じ獄ごくへと変へん貌ぼうを遂とげる。幸い炎には巻かれなかった士道だったが、辺りに撒まき散らされた熱気を肺に吸い込んでしまい、激しく咳せき込んだ。

　しかし、それだけでは終わらない。少女は次いで八本目──竜たつ巻まきのように渦うずを巻いた剣を手に取ると、力任せにそれを振るってみせた。

　少女を起点として凄まじい風が巻き起こり、辺りに噴き出した炎を巻き込んで空へと伸のびていく。

「のあ……っ！」

　そして人間である士道に、その暴ぼう威いに抗あらがう方法などあるはずはなかった。為なす術すべもなく吹ふき飛ばされ、灼熱の業火に炙あぶられながら天空へと舞まい上げられる。

　──洗せん濯たく機きに放ほうり込まれたぬいぐるみとは、恐おそらくこのような感覚なのだろう。滅め茶ちや苦く茶ちやにシェイクされる視界の中、そんな詮せんない考えが脳のう裏りを掠かすめる。身体からだの自由が利きかない。息ができない。ただ全身を苛さいなむ圧痛と炎の熱だけが、鮮せん明めいに脳に刻まれていく。

　が、そんな状態も長くは続かなかった。士道はその勢いのまま空に投げ出され、奇妙な浮遊感をたっぷり数秒間味わってから、地面に叩たたき付けられた。

「が……ふ……ッ」

　不自然な体勢で放り投げられたものだから、受け身を取ることさえ出来ない。視界がチカチカと明めい滅めつする。もはや、身体のどこが痛むのかさえわからなかった。

　未いまだ意識があるのは、僥ぎよう倖こうだったのか、途と轍てつもない不幸だったのか。一瞬そんな考えが頭を掠めるが──士道は即そく座ざにそれを前者と判断した。

　確かに満まん身しん創そう痍い。確かに絶体絶命。しかし士道はまだ意識を失っていない。まだ考えを巡めぐらせることができる。ならば、まだだ。まだ諦あきらめるには早い──

　しかし、そんな士道の希望を徹てつ底てい的に摘つむかのように、緩かん慢まんな足音が響いてくる。

　少女が、仰あお向むけに倒たおれ込んだ士道のもとに歩み寄ってきたのである。

「ぁ────」

　掠れた声が、喉のどから漏れる。

　夜へと変わりゆく空を背景に佇たたずむ、謎の少女。

　士道は頭を支配する不思議な感かん慨がいに、困こん惑わくを覚えた。

　今し方自分に重傷を負わせたばかりのその化け生しようを前にして、士道は恐怖や絶望よりも先に──

　──彼女を、美しいと思ってしまったのである。

「アア、ア……」

　少女が、そんな士道の思考を断ち切るように、浮遊していた剣の柄つかを握にぎる。──一〇本目。もっとも巨大で、もっとも禍まが々まがしい威い圧あつ感かんを放つ大剣を。

「────」

　それが振り上げられるのを、士道は不思議な感覚の中で見ていた。

　まるで、一瞬の時間が引き延ばされ、世界がスローモーションになるかのような感覚。──嗚あ呼あ、それには覚えがあった。死を直感した脳が、これまでの経験から生存の道を探さぐるため、記き憶おくを精査しているのだ。

　とはいえ、今の士道にそれが役立つとは思えなかった。今まで士道が死地を脱だつしていたのは、この身に宿っていた精霊の力のおかげだったのである。それがない今、その現象はただの走そう馬ま燈とうに過ぎなかった。

　とはいえ、それも決して悪いものではない。ぼんやりとした意識の中、士道は思った。死の間ま際ぎわとはいえ、皆みなの顔を思い起こすことができるのだ。士道の脳裏に、様々な情景が浮うかんでは消える。──琴里と家族になったとき。折おり紙がみと出会ったとき。狂くる三みに殺されそうになったとき。そして──忘れられないあの少女と、初めて遭そう遇ぐうしたとき。

「……、──とお、か──」

　それを思い出した瞬間。士道は、半ば無意識のうちに、喉から声が漏れるのを感じた。

　風に消え入るような、小さな声。

　誰も聞くことのないであろう、か細い独白。

　だが──

「──────、っ──、ア、ア──」

　なぜだろうか。その瞬間、剣を振り上げていた少女が微かすかに表情を変え、身じろぎをした気がした。

「…………？」

　引き延ばされた意識の中、士道は妙みように冷静にその様子を眺ながめていた。

　一体何が起こったのかわからない。この場において絶対的な強者であるはずの少女が、何を躊躇ためらっているのか、理解できなかった。

「おまえ、は……」

　──と。

「…………っ!?」

　次の瞬間、士道は言葉の途と中ちゆうで思わず目を剝むいた。

　士道の全身を奇妙な浮遊感が包んだかと思うと、士道の視界に映る景色が一変していたのである。

　一瞬天国にでも来てしまったかと思った士道だったが──違ちがう。

　そこに広がっていたのは、雲の大地でも虹にじの橋でもなく、直線で構成された艦かんの内装だった。

「──士道！　大だい丈じよう夫ぶ、士道!?」

「あ……」

　頭の上で響くそんな声こわ音ねに、士道は小さく呻うめきを漏らした。

　ぐらぐらと揺ゆれる頭を押さえながら、どうにかその声の主の姿を捉とらえる。

「琴、里……」

　そう。そこにいたのは、黒いリボンで髪かみを括くくった士道の妹・琴里であった。

　そして、理解する。謎なぞの少女に殺されかけていた士道は、〈フラクシナス〉の転送装置によって、間かん一いつ髪ぱつのところで回収されたのだと。

「──士道」

「うっわぁ、こっぴどくやられたねぇ、少年」

　と、そんな声とともに、琴里に次いで士道の視界に見知った顔が現れる。──折紙と二亜が、心配そうな表情をしながら士道を見下ろしてきていた。

　否いな、それだけではない。その後ろに、他ほかの少女たちの姿も見受けられる。どうやら彼女らも、〈フラクシナス〉に回収されていたらしい。

「あ、ああ……すまん、助かったよ、琴里」

　士道が掠れたような声で言うと、琴里が安あん堵どしたように息を吐はいた。

「……まったく、寿じゆ命みようが縮んだわよ。無茶するんだから……！」

　よく見るとその顔は蒼そう白はくで、額には玉のように汗あせが浮かんでいた。どうやら、随ずい分ぶんと心配をかけてしまったらしい。

「……すまん。でもまさかこんなに早く空くう間かん震しんが起こるなんて……」

「──その点に関しては面めん目ぼく次し第だいもありません」

　と、士道の声に応こたえるように言ってきたのは、艦長席の隣となりに控ひかえたマリアだった。彼女にしては珍めずらしく険しい顔をしながら、こちらに視線を送ってくる。

「空間の揺らぎから推定された空間震発生予測は、確かに一〇分後だったのです。──けれど実際のところ、予想より早く空間震は起きてしまいました。まるで、無理矢理空間の壁かべが破られたかのように」

「……っ」

　それは、士道が現場で覚えた直感と似通った分ぶん析せきであった。眉まゆ根ねを寄せながら、艦かん橋きようのメインモニタに目をやる。

　そこには、未だ暴威を振ふるう少女の姿があった。もはや士道がいるかいないかなど気にしていない様子で、ただ無造作に破は壊かいを撒いていく。彼女を中心として、天てん宮ぐう市の街並みがみるみるうちに廃はい墟きよと化していった。

　その様は、無む秩ちつ序じよに暴れ回る獣そのものであった。明確な目的もなく、意志もなく、ただ己おのれの存在を世界に知らしめる暴ぼう虐ぎやくの王。

「…………」

　けれど──その様を見て、士道は思わず息を詰つまらせてしまった。

　なぜだろうか。その姿が、その吼ほえ声が。

　──ひどく、悲しいものに見えてしまったのである。

「……とにかく」

　と、士道がメインモニタを凝ぎよう視ししていると、琴里が気を取り直すように声を上げてきた。

「士道はまず、治ち療りようを受けてちょうだい。──川かわ越ごえ、中なか津つ川がわ！　士道を医務室へ！」

『はっ！』

　琴里の指示に従い、〈フラクシナス〉クルー・〈早すぎた倦怠期バツドマリツジ〉川越と、〈次元をデイメンシヨ越える者ン・ブレイカー〉中津川が、担たん架かを用意し始める。士道はそれを見て、身体を起こそうとした。

「え？　いや、そこまでしてもらわなくても──」

「…………」

　士道が言うと、琴里が士道の身体を指先でつついてきた。瞬しゆん間かん、凄すさまじい痛みが全身に走る。

「う……ッ、ぐ……っ!?」

「……言ったでしょう。今のあなたに〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護はないの。当たり前だけど、怪け我がは放っておいても治らない。……放っておいたら、本当に死んじゃうのよ!?」

　琴里がキッと視線を鋭するどくしながら言ってくる。士道は己の認にん識しきの甘さを改めて自覚しながら、詫わびるように返した。

「あ、ああ……ごめん……」

「さ、では、士道くん」

　川越と中津川が担架を広げ、士道を促うながしてくる。士道は二人の手を借りながら担架に身体を移した。

　それを横目で見ながら、琴里がマリアに声を投げる。

「──一刻も早く対策を立てないと。マリア、少しでもあの謎の存在の情報を集めてちょうだい」

「了りよう解かい」

　マリアが敬礼をしながら短く答える。するとそれを聞いていた少女たちもまた、声を上げた。

「琴里。私たちにも協力させて欲しい」

「むん、むくたちとて元は精霊。何かの役に立てるやもしれぬのじゃ」

　折紙や六む喰くろが、決意を固めるように拳こぶしを握りながら訴うつたえかける。それを受けて、琴里が微かに眉をひそめた。

「……気持ちはありがたいけど、できるだけあなたたちを巻き込みたくないわ。せっかく霊れい力りよくが消えて、平へい穏おんな生活を手に入れることができたっていうのに──」

「──いいではありませんか」

　が、そんな琴里に提言を挟はさんだのはマリアだった。

「確かに琴里の意見にも賛成ですが、今回の相手はあまりにその素す性じようが知れません。我々にない発想を得られる可能性は無む駄だではないはずです」

「…………」

　その意見ももっともだと思ったのだろう。琴里はしばしの間苦い顔をしながらも、やがて小さく息を吐いた。

「……仕方ないわね。ただし、あくまで参考として知ち恵えを貸してもらうだけよ。間違っても作戦行動には参加させないからね」

『……！』

　少女たちが、大きくうなずく。

　そんな様子を見ながら、士道は医務室へと搬はん送そうされていった。




　　　　◇




　医療用メデイカル顕現装置・リアライザによって治療を受けた士道が〈フラクシナス〉のブリーフィングルームへ向かうと、そこには既すでに、元精霊の少女たちが勢せい揃ぞろいしていた。

　琴里をはじめとして、折紙、二に亜あ、狂三、四よ糸し乃の、六喰、七な罪つみ、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、そしてもう一人が、並んでテーブルに着いている。

「あっ！　だーりん！　もう大丈夫なんですかぁ!?」

　士道が部屋に入るなり、その『もう一人』が、大きな声を上げてきた。

　お姫ひめ様のように切り揃そろえられた髪に、長身。そしてその声は鈴すずの音のように美しい。元精霊にしてアイドル・誘いざ宵よい美み九くである。

「ああ、大丈夫だ。今さらだけど顕現装置リアライザってのは凄すごいな。怪我する前より調子がいいくらいだよ」

　言って、大おお仰ぎように肩かたを回してみせる。その様子に、皆が安堵の息を吐いた。

「──待ってたわ、士道。早さつ速そく会議を始めるわよ。席に着いてちょうだい」

　最奥の席に座った琴里が、テーブルに肘ひじを突つきながら言ってくる。士道は首しゆ肯こうを以もつてそれに応じると、空いている席に腰こし掛かけた。

「それじゃあマリア、お願い」

「はい」

　琴里が言うと、琴里の側そばに立っていたマリアが、パチンと指を鳴らした。

　するとそれに合わせて、楕だ円えん形けいのテーブルの中心部に映像が表示される。

「これは……」

　それを見て、士道は微かに眉根を寄せた。

　そこに表示されたのは、見み渡わたす限りの焦しよう土どと化した市街地と、その直中で膝ひざを抱かかえながら眠ねむる、謎の少女の姿だったのである。

「──見ての通りよ。対象は士道との遭そう遇ぐう後、ひとしきり辺りを破壊したあと、休きゆう眠みん状態に入ったわ。まるで、目に映る景色に生物がいなくなって安心したみたいにね」

「ＡＳＴは？」

　空間震警報が鳴ったなら、陸上自衛隊ＡＳＴが出動するはずである。士道は首を傾かしげながら問うた。

「さっき交戦してたけど……まあ、まるで相手にならなかったわ。即そく座ざにやられて退散。人死にが出なかったのが不幸中の幸いかしら」

　琴里がやれやれといった様子で肩をすくめる。……とはいえまあ、それは十分予想できた事態であった。あの少女から感じた力は、それくらいに圧あつ倒とう的だったのだ。

　するとそこで、折紙が微かすかに目を細めながら琴里を見た。

「──一つ確認しておきたい。あれは、精霊なの？」

『…………』

　その言葉に、皆みなが押し黙だまる。

　だがそれも当然であった。それは誰だれしもが思ったことであり、しかし明確な答えを出せない問いだったのである。

　琴里が、重苦しく息を吐いてから口を開く。

「……一年前、始原の精霊である澪みおの霊結晶セフイラは消えた。『精霊』というのを、『澪の霊力を分け与あたえられた存在』と定義するのなら、ノーと言わざるを得ないわ」

　ただし、と琴里が続ける。

「対象から観測されているのは、間違いなく霊れい波は反応よ。よって〈ラタトスク〉は、一時的に対象を『精せい霊れい』と判断し、識別名〈ビースト〉と呼こ称しようすることを決定したわ」

「〈ビースト〉……」

　なるほどその名は、ある意味では彼女に相応ふさわしいもののように思えた。……まあ、少女に付ける名として妥だ当とうかどうかはわからなかったけれど。

　と、士道がそんなことを考えていると、美九が困こん惑わくした顔を作りながら指をあごに当てた。

「うーん……よくわからないんですけどぉ、つまり澪さん以外から生まれた精霊さんってことですかぁ？」

「断定はできない……というのが正直なところね。何しろ私たちは、澪以外から生まれた精霊のサンプルケースを知らないから」

　美九の問いに、琴里が肩をすくめながら答える。

「〈ビースト〉から発される霊波反応は、従来の精霊の波長と酷こく似じしているけれど、それが、『澪の力が世界のどこかに残っていた』ことを示すのか、『どんな出自であろうと精霊は同じ組成になる』ということを示すのかは定かじゃないわ」

「まあ、比ひ較かく対象がなきゃ検証のしようがないわよね……」

　琴里の言葉に、七罪が納なつ得とくを示すようにうなずく。と、そこで何かを思いついたように眉まゆ根ねを寄せた。

「……もしかしたら、なんだけど。〈刻々帝ザフキエル〉の弾たまで時間を越えてやってきた精霊……ってことはないの？　一年前までは霊結晶が存在してたんだから。ほら、確かあったでしょ。未来に飛ぶ弾とか……」

「──あら、あら」

　その仮説に声を上げたのは、時の天使〈刻々帝ザフキエル〉の元宿主・狂三だった。面おも白しろがるように目を細めながら、指先で頰ほおを撫なでる。

「面白い仮説ですわね。確かにそれならば、霊結晶の潰ついえたこの時代に、精霊を出現させることができるかもしれませんわ」

「……で。心当たりはあるの、狂三？」

　琴里が半眼を作りながら狂三を見やる。狂三は大仰な仕草で頭を振った。

「残念ながら。わたくしはあのような方に【一一の弾ユツド・アレフ】を撃うった覚えはございませんわ。──士道さんと七罪さんはいかがでして？」

　狂三が、士道を見ながら言ってくる。

　とはいえその意図はすぐに理解できた。士道は過去に狂三の霊力を封ふう印いんしたことがあるし、七罪の天使〈贋造魔女ハニエル〉は、不完全とはいえ他ほかの天使の力を模も倣ほうすることができた。つまりは、〈刻々帝ザフキエル〉を使える可能性があったのである。

「いや、俺も覚えがないな」

「……私も。そもそも私がコピー可能なのは見たことのある能力だけだったし。ていうか〈刻々帝ザフキエル〉って能力使うと自分の寿じゆ命みよう減るんでしょ？　仮にコピーしても絶対使いたくないんだけど……」

「とのことですわ」

　そう言って肩をすくめながら、狂三が琴里に視線を送る。琴里は、予想通りの答えであるというように軽く首肯した。

　しかしそこで狂三が、面白がるように唇くちびるを歪ゆがめる。

「──まあ、もしも撃たれたのが【一一の弾ユツド・アレフ】ではなく、【一二の弾ユツド・ベート】だとしたら、今のわたくしにはわかりかねるのですけれど」

「……なんですって？」

　琴里が訝いぶかしげに目つきを鋭くする。反して狂三はくすくすと笑ってみせた。

【一二の弾ユツド・ベート】。それは、対象を未来へ送る【一一の弾ユツド・アレフ】と対ついを成す、〈刻々帝ザフキエル〉の秘ひ奥おう。撃った対象を過去の世界へと送る、狂三の奥の手中の奥の手であった。

　その言葉が意味することは一つ。それに気づいたのだろう。琴里がぴくりと眉の端はしを揺ゆらした。

「未来の狂三が、あの〈ビースト〉を過去に送ってきた、とでもいうの？」

「いえいえ。無論、わたくしにそんなことをするつもりはありませんわ。そもそも、今のわたくしにそんな力はありませんもの。ただ──」

　人差し指をくるくると回しながら、狂三が続ける。

「未来というのは予測不能なものですわ。何らかの理由によって精霊の力が復活し、何らかの理由でわたくしがあの方を過去に送った──という可能性を否定することは、誰にもできないのではありませんこと？」

「……っ、あなた、一体何を」

　琴里が表情に緊きん張ちようの色を滲にじませると、狂三が目を伏ふせながら首を振ふった。

「そう構えないでくださいまし。あくまで、万が一そんなことが起こったならば不可能とは言えない──というだけの話ですわ」

「…………」

　琴里が、難しげな顔をしながらも腕うで組ぐみして黙り込む。確かに狂三の意見は不ふ穏おんなものであったけれど、彼女はあくまで問題解決のために可能性を提示しただけなのだ。……まあ、少々その口調や所作が挑ちよう発はつ的てきであったことは否いなめなかったが。

「あー……」

　少しぴりついてしまった場の空気を整えるように、士道はわざとらしくコホンと咳せき払ばらいをした。

「ま、まあとにかく……だ。正体はわからないけど、精霊ってことに変わりはないんだろう？　なら、俺たちのすることは一つじゃないか」

　士道が言うと、ブリーフィングルームに居並んだ少女たちは、皆はっと目を見開いてから、こくりとうなずいてきた。

　そう。確かに正体不明の相手。確かに危険な精霊。けれど士道は、士道たちは、いつだってそんな相手と対話をしてきたのだ。さらに言うならば、今ここに並んでいる少女たちとて、かつてはそんな相手だったのだ。

　ならば、今回だってやることは変わらない。士道は琴里の方を見やった。

「──俺があの子を、デレさせる。琴里、サポートを頼たのむ」

　嗚あ呼あ、そうだ。それが士道の仕事であり、使命だ。

　こんなとき琴里は、「言うようになったじゃない」と笑って肩をすくめ、こう言ってくれるのだ。──さあ、私たちの戦争デートを──

「────、駄だ目めよ」

　が。

　琴里が、予想に反してそんな言葉を発してくる。士道は思わず目を剝むいた。

「……へ？　琴里、今なんて？」

「……駄目って言ったのよ。あなたの出しゆつ撃げきは認められないわ。この件は〈ラタトスク〉に任せてちょうだい」

　琴里が険しい顔をしながらそう言ってくる。意外な反応に、士道は表情を困惑の色に染めた。

「何言ってるんだよ琴里。任せるって、一体どうするつもりだよ。精霊の力を封印できるのは俺だけだって、そう言ってたじゃないか！」

　士道が訴うつたえかけるように言うと、琴里は睨にらむような視線のまま続けてきた。

「──じゃあ聞くけど、そもそもその霊れい力りよく封印能力は、士道の中にまだ存在しているの？」

「え……？」

「澪の消失によって、精霊の力は消えた。──なら、澪の手によって存在を再構築された士道の能力はどうなったの？　精霊の力と一いつ緒しよに消えた？　それとも、士道の存在に織り込まれていて未いまだ残っている？」

「そ、それは……」

「答えは──『わからない』、よ。封印することのできる霊力がないのだから、検証のしようがないわ」

　頭を振りながら、琴里が続ける。

「……そして、仮に封印能力が残っていたとして、今回の精霊に通用するかどうかもまた、わからない。何しろ、澪以外の霊結晶から生まれた精霊っていう可能性もあるんだから。──そんな不確定な存在に、精霊の対応を任せるわけにはいかないでしょう？」

　にべもなく琴里が言ってくる。とはいえ、だからといって他に有効打があるとも思えない。士道は拳こぶしを握にぎりながら声を上げた。

「……なるほど、そこまで考えてなかった。確かに今までとは違ちがって、俺が役に立てるかどうかは不確定なんだろう。──でも、封印できる可能性が少しでもあるなら、試さない手はないだろう！　駄目でもともとだ。俺にやらせて──」

「──つい数十分前に死にかけた人が何を言ってるの！」

　士道の言葉を遮さえぎるように、琴里がテーブルに拳を叩たたき付ける。

　普ふ段だん冷静な琴里の激げき昂こうぶりに、少女たちが驚おどろいたように肩かたを震ふるわせた。

「……っ」

　そんな皆みなの様子に気づいたのだろう。琴里は額に手を当てながら小さく頭を振った。

「……ごめんなさい。司令官失格ね。……少し頭を冷やしてくるわ。みんなも、ちょっと休んでちょうだい」

　琴里はそう言うと席を立ち、少しふらつくような足取りでブリーフィングルームを出ていってしまった。

「……主ぬし様──」

　呆ぼう然ぜんと琴里の背を見送ったあと、六喰が心配そうに言ってくる。

　士道は、皆を安心させるように「大だい丈じよう夫ぶだ」と言うと、無言で琴里の消えた扉とびらを見つめた。




　　　　◇




「……っ！」

〈フラクシナス〉内の艦かん長ちよう執しつ務む室に戻もどった琴里は、のしのしと執務椅い子すに歩いていくと、その上に置かれていたクッションを手に取り、力任せに壁かべに投げ付けた。

　ぼす、という鈍にぶい音とともに、クッションが床ゆかに落ちる。

　──〈ラタトスク〉の司令官ともあろうものが、皆の前で取り乱し、あまつさえ物に当たるとは。琴里は大きく息を吐はいた。気が晴れるどころか、余計情けない気分になってきたのである。

　琴里はクッションを拾い上げると、そのままそれを抱だくようにしながら床にへたり込んだ。

　無論、こんなことをしている場合でないことは、琴里もよく理解している。

　──突とつ如じよとして現れた正体不明の精せい霊れい。その力は脅きよう威いの一言であった。

　目に映る景色を全すべて破は壊かいし、今は休きゆう眠みん状態に入っているようだったが、ずっとそのままでいてくれるということはあるまい。あんなものが破壊のみを目的に本気で暴れ回ったなら、数日で地球上の景色は様変わりしてしまうだろう。その前に、一刻も早く対応策を練らねばならなかった。

　けれど、あの精霊に対応する手段が、琴里の手には──否、今この世界には、存在しなかったのである。

　無論、〈ラタトスク〉は精霊を保護するための組織。武力による殲せん滅めつなど許してはならないし、それ以前に彼かの精霊に対たい抗こうするだけの戦力もない。現状〈ラタトスク〉の最大戦力といえるのはエレン・メイザースだが、記き憶おくを失う前と比べて顕現装置リアライザの練度が落ちることは否めなかった。

　となれば、最後の希望は結局士道ということになってしまう。澪の消しよう滅めつ後ごも霊力封印能力を保持しているかどうかはわからなかったが、他ほかに手段が存在しないのだ。士道の言うとおり、一か八か賭かけに出るしかないだろう。

　そんなことは琴里もわかっている。

　わかって──いるのだ。

「…………」

　だが。琴里は無言のままガリガリと頭をかいた。

　脳のう裏りに、かつて見た光景が甦よみがえる。六年前。古い記憶。──琴里が〈ファントム〉の手によって精霊になったときの情景。

　幼かった琴里は力の制せい御ぎよができず、周囲に炎ほのおを撒まき散らし、大火災を起こしてしまった。そして──琴里を助けに来た士道さえも、殺しかけてしまった。倒たおれ伏す士道。肉の焼ける臭におい。六年以上が経たった今でも、鮮せん明めいに思い出すことのできる悪夢の光景。

　あのときは士道に己おのれの霊力を封印させることにより、〈灼爛殲鬼カマエル〉の治ち癒ゆ能力を譲じよう渡として事なきを得ることができたが──

　その力が世界から消えた今、士道に精霊の対応をさせるということは、士道があの光景のまま死んでしまう可能性があるということに他ならなかったのである。

「……、……っ」

　琴里は、自分の心しん拍ぱくが早くなっていくのを感じた。呼吸が荒あらくなり、額にじわりと汗あせが滲にじむ。

　あのときのことだけではない。

　折紙に誤って狙そ撃げきされてしまったときも。

　四糸乃の氷の結界に突とつ入にゆうしたときも。

　エレンに胸を貫つらぬかれたときも。

　精霊の力がなければ、士道は死んでしまっていた。

　──我ながら、なんとも無茶をさせたものだ。〈灼爛殲鬼カマエル〉を失ってみて、改めてわかる。琴里は、自らの髪かみを括くくる黒のリボンをきゅっと握った。

　それは、琴里の誕生日に士道から贈おくられたプレゼントであり──琴里が『強い自分』を形作るためのスイッチであった。

　琴里はこれを着けることにより強固なマインドセットを己に施ほどこし、可愛かわいい妹から苛か烈れつな司令官へと変へん貌ぼうを遂とげるのである。──〈ラタトスク〉の司令としての責務に耐たえ、任務を果たすには、強い自分にならねばならなかったから。

　否。きっと、もっと正確に言うならば。

　──白いリボンを着けている妹わたしでは、士道を戦場に送り出すことに耐えられなかったから、自分の中にもう一人の司令官わたしを作る必要があったのだ。

　何のことはない。必死で作り上げた『強い自分』こそが、琴里の弱い心の証明に他ならなかったのである。この危機的状じよう況きように直面して、琴里はそれを自覚させられた。

　嗚呼、だがそれだけではない。この状況になって改めて思う。

　自分は、きっと──

「……！」

　と、そこで琴里は小さく肩を震わせ、顔を上げた。

　理由は単純。執務室の扉が、躊躇ためらいがちにコンコンとノックされたからだ。

　一いつ瞬しゆん、〈ビースト〉に動きがあったのかとも思ったが──違う。それならばマリアが緊急事エマージエン態通告シーコールを鳴らすはずだ。恐おそらく突とつ然ぜん退出してしまった琴里を心配した誰だれかが、様子を見に来たというところだろう。

　これ以上皆に無様を晒さらすわけにはいかない。琴里は慌あわてて立ち上がると、居住まいを正してから声を発した。

「──開いてるわ。どうぞ」

　琴里が言うと、それに応こたえるように執務室の扉が開き──ノックの主が顔を出した。

「…………げ」

　それを見て、琴里は嫌いやそうな表情を作った。

　そこにいたのは、琴里が今一番会いたくない人間だったのである。

「……げ、はないだろ、げ、は」

　やれやれといった様子で苦く笑しようしながら、そこにいた人間──士道が肩をすくめてくる。

　琴里は小さく頭を振ふってもう一度マインドセットを施してから、そちらに向き直った。

「何か用？　心配しなくても、ちゃんと対応策は考えてるわよ。すぐ戻るから、ちょっと休きゆう憩けいでもしててちょうだい」

　琴里は努めて平静を装よそおいながらそう言った。

　……無論、噓うそである。〈ビースト〉に対する有効な対応策など、微み塵じんも浮うかんでいなかった。

　だが、司令官には作戦指揮と同じくらい重要な仕事がある。それは、クルーを不安がらせないことだ。指揮官の動どう揺ようは容易に部下に伝でん播ぱし、戦列を乱す。それゆえ琴里は、どれだけ危機的状況に陥おちいろうと、弱音を吐くことが許されなかったのだ。

　しかし士道は、ふうと息を吐きながら、呟つぶやくように言ってきた。

「……もう何年前になるかな。俺が風か邪ぜ引いて寝ね込こんでたときだ。ちょうど常備薬が切れててさ、琴里が薬局までお使いに行ってくれるって言ったろ？」

「……え？」

　士道が何を言っているのかわからず、眉まゆ根ねを寄せる。が、士道はそのまま続けてきた。

「薬局までのルート上にある家の庭に、大きな犬が飼われてたよな。前を通るだけで滅め茶ちや苦く茶ちや吠ほえるやつ。だから、無理しなくていいって言ったんだけど、琴里は全然大丈夫って言ったんだ。本当は怖こわくて仕方ないのにさ」

「な、何の話よ、さっきから」

　琴里が問うと、士道は琴里の目をまっすぐ見てきた。

　まるで、琴里の強がりを見み透すかすように。

「そのときと同じ顔してる」

「…………っ」

　士道の言葉に、琴里は思わず息を詰つまらせた。

　すると士道が、静かな口調で語りかけてくる。

「──琴里は凄すごいよ。俺より年下なのに、立派に司令官をやってさ。おまえがいたから、俺は戦えた。おまえがいたから、俺は精霊の前に立てた。……みんながおまえを頼たよりにしてる。だから、みんなの前で強がらなきゃいけないのもわかる。でも──」

「……やめて」

　琴里は、蚊かの鳴くような声でそう言った。けれど士道には聞こえなかったのだろう。そのまま、優やさしげな様子で言葉を続けてくる。

「俺の前でくらい、無理しなくていいんだぞ。俺は──おまえの兄ちゃんなんだから」

「……ッ」

　その言葉を耳にして──琴里は、キッと視線を鋭するどくした。

　落ち着け、落ち着けと自分に言い聞かせる。司令官は冷静でなければならない。先ほどと同じ愚ぐを犯おかしてはならない。

　けれど、耐えられない。抑おさえきれない。心の中に燃えた感情の火が、ごうごうと自分を吞のみ込んでいくかのような感覚。琴里は荒あれ狂くるう激情の中、己の喉のどが絞しぼられるのを感じた。

「『だから』……？　だから何よ」

「え──？」

「私があなたの妹だから、あなたが無茶するのを止めるなっていうの？

　私があなたの妹だから、あなたが死地に赴おもむくのをただ見送れっていうの？

　私があなたの妹だから、あなたが殺されるかもしれないのを黙だまって見ていろっていうの……!?」

　琴里は、感情のままに──叫さけんだ。

「ふざけるんじゃないわよ。何よそれは……！　ようやく平和になったと思ったのに！　やっと士道が傷つかずに済むと思ったのに！　一体何なのよあの精霊は……！」

　司令官にあるまじき行こう為いであることは理解している。だが、一度発してしまったが最後、もう止められなかった。堰せきを切ったように、言葉が溢あふれ出ていく。

「私は──私は士道に死んで欲しくないの！　もう士道が傷つくところを見たくないの！　もう士道が辛つらい思いをするのに耐えられないの……！　私は！　私は──」

　ぽたぽたと、涙なみだが零こぼれ落ちる。




「士道のことが──好きだから……」




　──嗚あ呼あ、最悪だ。

　琴里は自分の口から発されてしまったその言葉を反はん芻すうし、暴れ出したいような衝しよう動どうに駆かられた。

　──一体何を言っているのだ、自分は。後こう悔かいが肺はい腑ふを満たす。

　その言葉自体に噓はない。琴里は士道のことが好きだ。きっと──一いつ般ぱん的に妹が兄に抱く親愛とは別の意味で。

　ああ、そうだ。それこそが、黒いリボンの琴里に込こめられた、もう一つの意味。

　黒いリボンを着けているとき、琴里は彼のことを『おにーちゃん』ではなく『士道』と呼んでいた。

　それは司令官として強い自分を形作る上での一要素でもあった。

　けれど、それ以上に──

　琴里はきっと、妹としてではなく、一人の女性として士道と対する自分が、欲ほしかったのだ。

　……とはいえそれにしたって、タイミングというものがあるだろう。激情のまま泣き叫びながら告白だなんて、みっともないにもほどがある。ただでさえ義理とはいえ琴里は士道の妹なのである。普ふ通つうに考えれば引かれてしまうだろう。だからこそ琴里はこの想おもいを胸に秘めていたつもりだったし、もし打ち明けることがあるなら、最高のシチュエーションでと心に決めていた。だというのに、こんな──

「……琴里──」

　士道が、驚おどろいたように目を見開きながらも、静かな口調で言ってくる。

「……っ」

　琴里は怯おびえるように身体からだを震ふるわせると、髪をかき上げ、開き直るかのように続けた。

「何よ。悪い？　普通じゃない？　そんなこと言ったって好きになっちゃったものは仕方ないじゃない……！　私だってよくわかんないわよ！　ああ、好きよ、好き！　だから死んで欲しくないの！　もうあなたを精せい霊れいの前に立たせたくないの！　〈ラタトスク〉司令の立場なんて関係ない！　私は──」

　が、そこで、止めようと思っても止まらなかった言葉が、急に途と絶だえた。

　理由は至し極ごく単純。

　士道が不意に歩み寄ってきたかと思うと──琴里の身体を、優しく抱だき締しめてきたのである。







「…………、琴里」

　琴里の身体を抱き締めながら、士道はもう一度その名を呼んだ。

　それに反応するように、琴里の身体がビクッと震える。そんな琴里が心底愛いとおしくて、士道はさらに腕うでに力を込めた。

　──琴里の言葉に驚かなかったといえば、噓になる。

　けれど、そんな琴里の想いに、今までまったく気づかなかったかといえば──それもまた、否いなであった。琴里は隠かくしているつもりだったようだけれど、行動の端はし々ばしに、その想いの片へん鱗りんを感じ取ることは確かにできたのである。

　だが、当然ながら、士道と琴里は兄妹きようだいだ。もしかしたら士道の勘かん違ちがいや自意識過か剰じようによるものかもしれなかったし、仮に本当だったとして、思春期の気の迷いによるものかもしれなかったため、士道もあえてそれに言げん及きゆうすることを避さけていたのだ。

　しかし──こうして言葉にされてしまった以上、向き合わざるを得ない。きっとそれが、兄としての士道の責任だった。

「……ありがとう、琴里。そんなに俺の身を案じてくれて。

　──俺も、琴里のことが大好きだ」

「…………っ！」

　士道の言葉に、琴里がもう一度肩かたを震わせる。

　しかし琴里は、どうにか冷静さを取り戻もどすようにフンと鼻を鳴らしてきた。

「……どうせそれには、妹として、って言葉が付くんでしょう？」

　琴里が不満そうに言ってくる。……どうやら、霊れい力りよくを封ふう印いんしたときのことを未いまだに覚えていたらしい。

「……ああ、そうなのかもしれない。いや──そうなんだと思う」

「…………」

　士道が言うと、琴里は唇くちびるを嚙むように無言になった。微かすかな力みが腕に伝わってくる。どうやら、拳こぶしを握にぎりしめているらしかった。──まるで、痛みに耐たえるかのように。

　士道はそんな琴里の反応に、胸が締め付けられるような感覚を覚えた。

　琴里が辛い思いをするのは、士道とて本意ではない。

　けれど──だからといって空そら言ごとを発するわけにはいかなかった。そんなことをすればきっと、琴里はもっと傷ついてしまうに違いなかったから。

　だから、士道は続けた。

　自分の心にある想いを、偽いつわることなく告げた。

「……俺は今までちゃんと恋こい人びとってのができたことがないから、かなり想像に頼る部分もあるんだけど……多分、琴里に対する想いは、それとは少し違うものなんだと思う」

　そう。それが、士道の偽らざる想い。

　士道は琴里のことが心から大好きであるが──それはきっと、恋人に向けるものとは違う。

　そんな言葉に、琴里が顔を俯うつむかせるのがわかった。琴里の顔が押しつけられた胸むな元もとがじわりと温かくなる。それが琴里の涙によるものだとわかるのに、さして時間は要いらなかった。

「ただ──」

　しかし、士道は続けた。

　確かにそれは士道の本心だ。だけれどその上で、士道にはもう一つの想いがあったのである。

「──妹に対する想いが恋に劣おとるなんて、一体誰だれが決めたんだ？」

「──────」

　琴里が息を吞のみ、顔を上げる。

　そうしてしばしの間、士道の言葉を反芻するように呼吸をしたのち、

「……何よ、それ。そんなの、恋人の前で言ったら殴なぐられるわよ？」

　呆あきれたように──しかし、どこか胸のつかえが下りたように──返してきた。

「はは……ああ、そうかもな。でも、本当にそう思うんだから仕方ないだろ。俺だって、自分の感情を自分でどうこうできるわけじゃないんだ」

「…………」

　琴里は無言になったのち、細く息を吐はきながら、士道の背を指で叩たたいてきた。

「……ありがとう。だいぶ落ち着いたわ」

「ん」

　士道は短く答えると、腕の力を抜ぬき、琴里から身体を離はなした。

　すると琴里が、シャツの袖そでで涙を拭ぬぐうようにしてから、赤くなった目を向けてくる。

「……悪かったわね。少し取り乱したわ。ただ、忘れてちょうだい──とは言わないでおくわ。……言ったこと自体に、偽りはないから」

「ああ」

　士道は首しゆ肯こうすると、照れ臭くささを誤ご魔ま化かすように頰ほおをかきながら、続けた。

「その……なんだ。驚きはしたけど──嬉うれしいか嬉しくないかっていったら、間ま違ちがいなく、嬉しかった……と思う」

「……そ、そう」

　琴里が、頰をかぁっと赤くしながら視線を逸そらす。なんというのだろうか、一いつ旦たん冷静になったからか、改めて気き恥はずかしさが襲おそってきたといった様子だった。

　とはいえ、いつまでも照れているわけにもいかないと思ったのだろう。気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをしてから、再度口を開いてくる。

「……ま、まあ、とにかく、そういうわけだから。私はこれ以上士道を危険な目に遭あわせたくない。〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護がない士道を精霊の前に出すことはできないわ。……わかってくれるわよね？」

「…………」

　琴里の言葉に、士道は押し黙だまった。

　琴里の想いは痛いほどにわかる。士道とて、琴里と同じ立場ならきっと同様のことを言うだろう。だが──

「なあ、琴里」

「……何？」

　琴里が微かに目を細めながら首を傾かしげてくる。

　士道は、その目を見つめながら続けた。

「──確かに今の俺には〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護がない。でも、だからといって精霊の前から逃にげ出すような男だったら──琴里は、俺のことを好きになってくれてたか？」

「なってたわよ。舐なめないでちょうだい」

「……そ、そうか。それは、その……すまん」

　即そく座ざに返され、士道は口ごもりながら頭を下げた。頰を染めながらも、琴里の表情に迷いは見受けられない。なんだか、一度告白したことによって何かが吹っ切れたかのようだった。

　とはいえ、士道も引き下がるわけにはいかない。気を取り直すように咳払いをする。

「どうしても……駄だ目めか？」

「ええ。認められないわ。あまりにも危険過ぎるもの」

「でも、他ほかに有効な対応策はないんだろう？」

「それは……そうだけれど」

　琴里が、少し声のトーンを落としながらそう言う。

　きっと、先ほどまでの琴里だったなら、頑かたくなにそれを認めようとはしなかっただろう。琴里がようやく心を開いてくれた気がして、士道は少し嬉しくなった。

「確かに琴里の言うとおり、俺に霊れい力りよく封ふう印いん能力が残ってるかどうかはわからない。それに〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護がない以上、精霊の前に立つのが今までより遥はるかに危険なのも確かだ。俺だって別に死にたいわけじゃないしな」

「でしょう？　だから、もっと別の方法を──」

「──でもさ」

　琴里の言葉を遮さえぎるように、士道は続けた。

「よく考えたら、俺が精霊の対話役を始めたのって、別に精霊の霊力を封印できたからでも、〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護があったからでもなかったんだ。──いやまあ、〈ラタトスク〉的にはその二つが重要だったんだろうけど、俺は十とお香かに出会ったとき、自分にそんなものが備わってたなんて知らなかったしな」

「……それは──悪かったわよ」

　琴里が少し拗すねるように唇を尖とがらせる。士道は小さく頭を振ふった。

「いや、いいんだ。おかげで大事なことに気づけたんだから」

「大事なこと……？」

「ああ。──俺が精霊の対話役を始めたのは、精霊を救いたいと思った、ただそれだけの理由からなんだ」

「…………」

　士道が、己おのれの中にあった決意を表明するように言うと、琴里は小さく唸うなるように黙り込んだ。が、すぐに眉まゆ根ねを寄せながら首を横に振ってくる。

「……結果論にはなってしまうけれど、今までの精霊は、澪が士道に霊力を与あたえるために作った存在だった。どんなに恐おそろしい相手でも、必ず僅わずかながら勝算があった。──でも、〈ビースト〉は、今までの精霊とは違うわ。そもそも、まともに意い思し疎そ通つうができるかどうかさえ定かじゃない。むざむざ死にに行くようなものよ」

　琴里が訴うつたえかけるように言ってくる。しかし、士道は否定を示すように手を掲かかげた。

「そんなことはない……と思う。俺はほんの少しだけど、〈ビースト〉と話すことができた。それに、あいつはあのとき──一いつ瞬しゆん攻こう撃げきを止めたんだ。意思疎通をする余地はあると思う」

「……っ、それは──」

　士道の言葉に、琴里が言葉を詰つまらせる。琴里も艦かん橋きようから見ていたのだろう。彼女が士道に止とどめを刺さそうとした瞬間、ほんの少し躊躇ためらいのようなものを見せたことを。

「そんな……そんな微かな根こん拠きよで、精せい霊れいの前に立とうっていうの？」

「ああ。それが、〈ビースト〉と会話した、俺の結論だ」

「…………」

　琴里が黙り込む。それはそうだろう。少なくとも現段階で、〈ビースト〉と直接遭そう遇ぐうした人間は士道しかいないのだから。

「ごめん、ずるい言い方だったな。でも──それが全すべてなんだ」

　士道は琴里の目を見み据すえながら、続けた。

「今から二年前──初めて十香に会ったとき、なんて悲しい顔をしているんだろうって思ったんだ。そして、俺はそれを何とかしたいと思った。あの子を──笑え顔がおにしてあげたいと思った。

　自分に特別な力があるだなんて、そのときは思っちゃいなかった。〈ラタトスク〉や澪の思おも惑わくなんて、そのときの俺にとっては想像も付かなかった。

　──俺にとってはそもそも順序が逆なんだ。

　力があったから、救おうと思ったんじゃない。

　救いたいと思ったら、偶ぐう然ぜん力が備わってくれてたって感じさ。

　だから──俺にとって今この状じよう況きようは、あのときと、何も変わっちゃいないんだ」

　そう。あの精霊──〈ビースト〉は、ひどく悲しそうな顔をしていた。まるで、あのときの十香のように。

　そして自分は、〈ビースト〉と対たい峙じしたとき、恐きよう怖ふよりも先に、彼女を何とかしてあげたいと思ってしまった。彼女の笑顔を、見たいと思ってしまった。

　ただ、それだけ。

　本当に、それだけの理由。

　けれど士道が命を賭かけるには、十分に過ぎる動機だった。

「…………………………………………………………………………、はあ」

　長い、長い沈ちん黙もくのあと。

　琴里が、大きく息を吐いた。

「……馬ば鹿かね。本当に……馬鹿ね」

　そして独り言を呟つぶやくように、言葉を零こぼす。

「──〈世界樹の葉ユグド・フォリウム〉、一番から一〇番を並列駆く動どうして防性随意プロテクト・領域テリトリーを形成」

「え？」

　一瞬、琴里が何を言っているのかわからず、士道は目を丸くした。しかし琴里はそれに応こたえることなく、つらつらと言葉を述べていく。

「〈フラクシナスＥＸエクス・ケルシオル〉は不可視迷めい彩さいを展開して上空五〇〇メートルで待機。神かん無な月づきの有人操作により戦せん闘とう配備。鳶とび一いち折紙、及およびエレン・メイザースのＣＲ‐ユニット着用を承しよう認にん。現場付近にて待機──」

「こ、琴里？」

　士道が表情に困こん惑わくの色を滲にじませながら問うと、琴里はため息交じりに肩かたをすくめてきた。

「これが最低条件よ。──何せ、丸まる裸はだかで精霊の前に立とうって言うんだから」

「──！　それって……」

　士道が目を丸くすると、琴里がやれやれといった様子でうなずいた。

「仕方ないでしょう。本当に──言い出したら聞かないんだから」

「琴里……！」

　士道は表情を明るくすると、琴里の手を取った。琴里がほんのりと頰を赤くしながら、フンと鼻を鳴らしてくる。

「……ああ、まったく、我ながら嫌いやになるわ。なんでこうなっちゃうのかしら。……なんか無む性しように悔くやしいわ。士道に説き伏ふせられるなんて」

　言って、どこか恨うらみがましい視線を向けてくる。士道はそれを受けて小さく肩をすくめた。

「俺は安心したよ。琴里も説得できないようじゃ、あの精霊をデレさせるなんて夢のまた夢だろうからな」

「調子に乗るんじゃないの」

　琴里は士道の頭に手刀を落とすと、気を取り直すように頰を張った。

「──とにかく、そうと決まれば、ブリーフィングルームに戻もどりましょう。みんなも、不安がっていると思うから」

「ああ──！」

　士道は声を弾はずませると、そのまま琴里の手を引こうとした。

　が、琴里は何かを思い出したように「あ」と言うと、士道が取った手を引っ込めてきた。

「ちょっとだけ待ってくれる。──少し、準備をしたいの」

「準備？」

「ええ──」

　琴里は短く言うと、左手を掲げ──黒いリボンで括くくった二つ結びの髪かみを、片方だけ解ほどいてみせた。







　──なんとまあ、我ながら愚おろかな決断をしたものである。

　左のリボンを解きながら、琴里は自じ嘲ちよう気味に息を吐はいた。──まさか士道の説得に絆ほだされ、出しゆつ撃げきを許してしまうとは。

　否いな。正しく言うのなら少し違ちがうか。

　それは仕方のないことでもあった。今やこの地球上に、彼の精霊に対たい抗こうする戦力は存在しない。士道の言うことは、甘っちょろい感情論を加味したとしても、そう間違ってはいなかったのだ。

　むしろ甘かったのは琴里の方だ。士道の身を案ずるあまり、冷静な判断ができていなかった。士道に言われ──ようやく決断をすることができたのだ。まったく、司令官が聞いて呆あきれる。

（──確かに今の俺には〈灼爛殲鬼カマエル〉の加護がない。でも、だからといって精霊の前から逃にげ出すような男だったら──琴里は、俺のことを好きになってくれてたか？）

　先ほどの士道の言葉が脳のう裏りに響ひびく。

　琴里はそれに即そく座ざに応と返したし、実際その返答は正しかったとも思っている。──そもそも士道は自己評価が低すぎるのだ。そんな蛮ばん勇ゆうを示さずとも、士道にはいいところがたくさんあるというのに。

　けれど。勝算がなくとも、誰だれかのために立ち上がる士道の姿が嫌きらいかと言われれば、琴里は即座に首を横に振らざるを得なかった。

　そんなことをせずとも琴里は士道のことを好きになっていたけれど──そんな士道だからこそ、琴里はここまで想おもいを募つのらせてしまったのである。

「…………惚ほれた弱み、ね。馬鹿みたい」

「え？」

「なんでもないわ」

　琴里はふっと笑いながら誤ご魔ま化かすと、外した黒のリボンをポケットにしまい込み、その代わりに、白のリボンを取り出した。

　──弱い琴里の証あかし。士道の妹である琴里の象しよう徴ちよう。

　それは、琴里にとっての誇ほこりであり、呪のろいであった。

　実際、琴里は今、きっと失しつ恋れんを経験したのだろう。図はからずも思い人に心の裡うちを吐と露ろし、しかしその人に、自分への感情は恋こいではないと言われてしまった。まさに絵に描かいたような失恋劇だ。

　けれど──

「……妹に対する想いが恋に劣おとるなんて、誰が決めたのか──か」

　琴里は小さく呟くと、手にした白のリボンで、左の髪を結ゆい上げた。右に黒、左に白のツインテールが完成する。

『強い自分』と『弱い自分』。互たがいに不ふ可か侵しんを貫つらぬいてきた二人の自分が顔を合わせたかのような感覚に、琴里は思わず笑ってしまった。

「琴里？　それは──」

　士道が、左右色違いのリボンを着けた琴里を見て、不思議そうな顔をしてくる。

　琴里はふっと目を伏せると、ホルダーからチュッパチャプスを一本取り出し、口に放ほうり込んだ。

「あら、知らなかった？　私って案外──強ごう欲よくなのよ」

　そしてぺろりと唇くちびるを舐なめながら、笑みを作ってみせる。

　嗚あ呼あ、確かに士道の言うとおりだった。

　妹に対する想いが恋に劣るだなんて、この世の誰も定めていない。妹が恋人に勝てないだなんて、この世の誰も決めていない。仮に誰かがそう定義したとして、それを琴里が遵じゆん守しゆする必要などどこにもない。

　なんだか、自分がひどく狭せまい枠わくの中にいたような感覚に陥おちいってしまう。──自分は、妹でいいのだ。妹のまま、士道を愛してもいいのだ。

　しかし、それだけでは足りない。

　やっぱり琴里は、どちらも諦あきらめきれないのだ。

　だから、琴里は髪を括った。

　──黒と、白。

　士道に恋する司令官わたしと、恋人より愛される妹わたしで以もつて、これからを戦い抜ぬくために。

　そうだ。一度振ふられたくらいが何だ。琴里は士道の妹なのだ。

　妹としての寵ちよう愛あいを受けながら、女性としても愛される。実じつ妹まいである真ま那なにその気がない以上──そんな可能性があるのは、この世界で琴里ただ一人ではないか。

[image: ]

「──さ、行きましょ。おにーちゃん？」

「え──？」

　琴里は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、士道の手を取り、執しつ務む室を出て行った。

　絶対に士道を死なせるものかという、強い決意を胸に秘めながら。




　　　　◇




「！　士道さん、琴里さん……！」

「むん、待っておったぞ、二人とも」

「ほらー、だから言ったじゃないですかぁ！　すぐ仲直りしてくるって！　──さて、賭け金は七罪さんくんくん一〇回分でしたっけ？」

「してない。そんな賭けはしてない」

　士道と琴里がブリーフィングルームに戻ると、少女たちが嬉うれしそうに、あるいは安あん堵どしたように声を上げてきた。

「ああ、心配かけたな、みんな」

「なんだ、休んでていいって言ったのに、待っててくれたの？」

　琴里がそう言って、ふっと笑みを作りながら肩をすくめてみせる。その様は見事に、頼たよれる司令官に戻っていた。

「……ありがとう。心配かけたわね、みんな。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。ようやく覚かく悟ごが決まったわ」

　琴里はそう言うと、もといた席に座り、皆みなを見み渡わたすようにしながら続けた。

「──本ほん艦かんはこれより作戦行動に入る。対象は地上に眠ねむる精霊、識別名〈ビースト〉。本日二一〇〇時より、五河士道と対象との接せつ触しよくを開始し──」

　そして琴里が、キッと視線を鋭するどくする。

「──デートして、デレさせる……！」

『……！』

　琴里の言葉に、皆がおおっと色めき立った。

「呵か々か、やはりそれしかあるまいて！」

「首しゆ肯こう。それでこそ〈ラタトスク〉です」

「んー、でもホントに大丈夫？　少年今リジェネかかってないんしょ？」

　二亜が頰ほおをかきながら言ってくる。士道は微かすかに緊きん張ちようを滲にじませながらもこくりとうなずいた。

「……ああ。なんとかしてみせる。確かに危険な精霊だけど──まったく話が通じないとも思えないんだ」

「んー……まあ、餅もちは餅屋か。精霊攻こう略りやくのエキスパートである少年が言うなら、あたしが口を挟はさむこっちゃないね」

「いや、ありがとう、二亜」

　士道が言うと、二亜はヒラヒラと手を振ってきた。

　補足するように、琴里が続ける。

「もちろん、それなりの対応はするわ。士道には防性随意プロテクト・領域テリトリーを纏まとってもらうし、〈フラクシナス〉も待機させておく。──折紙、あなたにも動いてもらうわ。いいかしら？」

「──当然」

　琴里の言葉に、折紙が短くうなずく。その簡潔さが、なんだか無む性しように頼たのもしかった。

「────」

　琴里はもう一度ブリーフィングルームを見渡すと、目を伏せながら大きく息を吸ったのち、両の目を再度開いた。

「さあ、私たちの戦争デートを始め──」

　──だが。

　その言葉が、最後まで発されることはなかった。

　言葉の途と中ちゆうで琴里が目を見開き、信じられないものを見るような顔で、ブリーフィングルーム中央の空間を凝ぎよう視しし始めたのである。

「琴里……？」

　不思議に思い、士道は琴里の視線を追うように目を動かした。皆もまた、士道と同様にそちらに目を向ける。

『────────ッ!?』

　そして、士道たちはそこでようやく気づいた。

　楕だ円えん形けいのテーブルの中央。その、映像が投とう影えいされている部分から。

　──鍵のような形をした刀身が生えていることに。

「な……ッ、これは──」

　士道は思わず目を見開き、息を詰つまらせた。すると、テーブルに着いていた六喰が、何かに気づいたようにハッと肩かたを揺ゆらす。

「馬ば鹿かな、〈封解主ミカエル〉……じゃと!?」

　そう。何もない虚こ空くうから、刀身のみが生えているその様は。

　かつて六喰が振るっていた鍵かぎの天使、〈封解主ミカエル〉そのものだったのである。

　──驚きよう愕がくに染まった六喰の声に応えるかのように、刀身がゆっくりと回転していく。まるで、鍵穴に挿そう入にゆうした鍵を捻ひねるかのように。

　すると次の瞬しゆん間かん、刀身を起点とするように空間に巨きよ大だいな『孔あな』が開き──

　それは、姿を現した。

　色素を失った髪かみ。罅ひびと傷に彩いろどられた霊れい装そう。獣けものの如ごとき尖せん爪そう。

　そして──牢ろう獄ごくのように身体からだを鎧よろう一〇本の剣けん。

　謎なぞの精霊〈ビースト〉が、そこに降臨した。

「……ッ！」

「噓うそでしょ、こんな……！」

「〈ビー──スト〉……？」

　少女たちの狼ろう狽ばいが、ブリーフィングルームに満ちる。一いつ拍ぱく遅おくれて異状を察知したのだろう、艦内に緊きん急きゆう事態を示すアラームが鳴り響く。

　そんな騒そう音おんの中、『孔』より這はい出いでた少女は、虚うつろな視線を空に泳がせると──

「──ア、アア──アアアアアアアアアア──」

　雄お叫たけびの如く、嗄しわがれた声を響ひびかせた。

『…………ッ！』

　その咆ほう吼こうに、精霊たちが身を竦すくませ、あるいは息を詰まらせる。

　だがそれも当然ではあった。そこに現れた少女の圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんは、見る者の胸を刃は物もので突つき刺さすかのような剣けん吞のんさに充みち満ちていたのである。

　──けれど、そんな戦せん慄りつの中。

　士道だけは、額に汗あせを滲ませながらも、少女の目の前に立ち、その貌かおをまっすぐ見み据すえていた。

「……まさか、おまえから会いに来てくれるとはな。──光栄だよ」

　そして、全身をビリビリと震ふるわせる凄すさまじい霊力を感じながらも、強がるように不敵に笑ってみせる。

　嗚呼、そうだ。

　覚悟など、とうに済ませていた。

　決意など、すでに済ませていた。

　ならば恐きよう怖ふなどする必要がない。

　ならば戦慄など、している暇ひまがない。

　なぜなら士道は、今からこの少女を救わねばならないのだから──！

　士道は足を一歩前に踏ふみ出すと、途と絶だえた琴里の言葉を継つぐように、言った。




「さあ──俺たちの戦争デートを、始めよう」





To be continued.










あとがき









　前の巻で次が最後と言ったな。あれは噓うそだ。




　というわけでお久しぶりです橘たちばな公こう司しです。

『デート・ア・ライブ21　十とお香かグッドエンド　上』をお送りいたしました。いかがでしたでしょうか。お気に召めしたなら幸いです。

　いや違ちがうんです騙だますつもりはなかったんです。本当は今巻で終わらせるつもりだったんです。

　ただ、本編の締しめくくりとなる話を書くにあたり、何をしようと考えたときに、ふと、精せい霊れい全員分のエピローグを書きたいなあと思ってしまいまして。

　となると一人一章分は欲しいよねということで、序章除いて全一〇章構成にさせていただいたのですが、さすがにそれを一冊に収めようとすると分厚すぎるため、分冊と相成りました。

　無理矢理一冊六〇〇ページに纏まとめる手もなくはなかったのですが、担当氏に「上下に分ければ口絵と挿さし絵えが倍取れるよ」と言われ、気づいたときには「あっじゃあそれでお願いします」と答えていました。イラスト数に勝るポリシーなどないのである。

　キャラ数が増えてくるとどうしてもイラストが少ないキャラが増えてしまうのですが、二冊分であればきっちり全員見せ場を取ってあげられるのです。なにそれ素敵。上下巻と言わず一〇冊くらいに分けてもよかったかもしれない。六〇ページにつき表紙とカラー口絵と挿絵が一冊分付く豪ごう華か仕様です。……もはや絵本では？




　というわけで、『デート・ア・ライブ』のエピローグでございます。著者プロフィールでも触ふれましたが、表紙もそれに相応ふさわしい大団円感に溢あふれたものとなっております。グッドエンド以外の何ものでもない。初見で担当氏に「大だい丈じよう夫ぶ？　サブタイ変える？」と言ったくらいにはグッドエンドです。

　まあ、それは置いておくとしても、今回の表紙は今までの『デート』史上の中でもかなりお気に入りだったりします。装そう丁ていの特別感もさることながら、やはりキャラクターのデザインが素晴らしい。個人的な好みも入りますが、ここにきて新しい引き出しを見せてくれるつなこさんには非常に驚おどろかされます。

　……ん？　いや、別に目に隈くまがあるから絶賛してるわけじゃないですよ。それだけではないです。ないですったら。




　と、ご存じの方も多いかと思われますが、ここで告知を一つ。

『デート・ア・ライブ』シリーズ新アニメ『デート・ア・バレット』アニメ化企き画かく進行中でございます！　ぱちぱち！

　東ひがし出でさんとＮＯＣＯさんの描えがかれる世界がどのようにアニメになるのか、今から楽しみで仕方ありません。追加情報なども順次公開されていくと思いますので、どうぞご期待ください！




　さて、今巻も、様々な方々のご尽じん力りよくによって本を出すことができました。

　イラストレーターのつなこさん。いつもながら素晴らしいイラストをありがとうございます。口絵の中学生ズ可愛かわいすぎませんかね？　土ど壇たん場ばで「渚なぎ沙ささんのイラスト欲しいよう！」と我わが儘ままを言ってしまってすみません。

　担当氏。毎度ご迷めい惑わくをおかけしております。22巻はもっと余よ裕ゆうを持ってあげられるよう頑がん張ばります！

　デザイナーの草くさ野のさん、今回もスタイリッシュなデザインをありがとうございます。新アニメでもよろしくお願いします！

　編集、出版、流通、販はん売ばいなどに関わる全ての方、そして何より、今本を手にとってくださっているあなたへ、心よりの感謝を。




　というわけで物語は、次巻『デート・ア・ライブ22　十香グッドエンド　下』へと続きます。

　どうか最後まで、『デート・ア・ライブ』のカーテンコールにお付き合いいただければ幸いです。





二〇一九年九月　橘　公司　
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